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l SD06出jュ 文字関連追物

2 SD06出土製t盆土器



例 舌

1 本1!}は静岡県浜松市東区宮竹町他において実施した宮竹野際遺跡 (6次調査）の発掘調査にか

かわる報告である。

2 当発掘調査は （都）福塚線 ・高林芳川線整備事業に先立つ事前調査として実施した。調査は、

浜松市 （主管課 ：平成 22年 (2010)6月 14日から平成 23年 (2011)6月30日は浜松市南土木整

備事務所、平成 23年 (2011)7月 1日から平成 24年 (2012)3月16日は浜松市東 ・浜北土木整

備事務所）の委託によ り、浜松市教育委貝会 （浜松市文化財課が補助執行）の指祁のもと 、財団

法人浜松市文化振興財団が行った。宮竹野際辿跡の発掘調査は、1986年から断続的に実施されて

おり 、今回報告分を 6次調査とする。

3 平成 22年度の契約期間は平成 22年 (2010)6月 14日から平成 23年 (2011)3月 10nであり 、

このうち現地発掘調査を平成 22年 7月28Rから平成 23年 3月 10日の間に実施した。平成 23

年度の契約期間は平成 23年 (2011)6月 1日から平成 24年 (2012)3月16日であり 、 このうち

現地発掘調査を平成 23年 7月4日から平成 23年 7月29日の間に実施した。調査面積はのベ

1,650面である。

4 現地発掘調査は鈴木一有、影111重広、首藤久士 （浜松市文化財課）が担当 し、原田和子、関根

章義 （浜松市文化財課非常勤職貝）、吉田悠歩 （浜松市文化振典財囲非常勤職貝）が補助した。

5 整理作業は鈴木一布、首藤久士が担当し、吉田悠歩、原田和子、関根章義の補助を得た。

6 本害の執笠は第 2章 l及び2を鈴木一有、 3を首藤久士、第3章を関根章義、第4卒を（桐吉田

生物研究所、第5章 1を関根、2を鈴木、第6卒を鈴木、その他の部分の執筆及び本心の編集は

首藤が行なった。

7 墨也土器の判読は独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所の渡辺晃宏氏、山本崇氏に依

頼し、赤外線写真撮影は独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所の中村一郎氏が行なった。

8 調査の記録、出十:m物は浜松市文化財課が保管している。



II 

凡 例

1 本害で用いる座標値は、世界測地系に基づく 。方位（北）は座標北、椋高は海抜高である。

2 逍構の略記号は以 Fの通りである。

SH:掘立柱建物 SR:自然流路 SD'溝 SK 土坑

SH:小穴 SE:井戸 sx:追物集梢、不明追構

3 追物番号は遺物の種別にかかわりなく 、それぞれ迪番を付した。

4 本内で報告する上器の断面と種別の関係は以下の通りとする。

亡二□弥生土器 ・土師器 •••＇ 須恵器
こ灰 釉陶器 ・山茶碗 ・貿易陶磁器 ・近世陶器

5 本文中の引用文献等の表記については、以下のように略す。

浜松市t~料物館→浜iii博 教育委貝会→教委

浜松市文化振興財団→浜文振 静岡県埋蔵文化財調査研究所→静文研

独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所→奈文研

6 本内の作成にあたり 、荒木志伸、大谷宏治、梶原義実、）し杉俊一郎、向坂鋼二、森泰辿、渡辺

晃宏、山本崇各氏の協力を賜った。
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第 1章 序論

1 調査にいたる経緯

宮竹野際遺跡の概要 宮竹野際逍跡は、静岡県浜松市束区宮竹町地内にある縄文時代から近世へ

と続く集落遺跡である。l986年のマンション建設に伴う調査で、逍跡の存在が明らかとなった。以

後、5回にわたり 、浜松市教育委貝会、浜松市文化協会、静岡県埋蔵文化財調森研究所によって調

査が継続されているc 弥A→時代では水田跡を検出し 、 奈良 • 平安時代については浪書土器やF) 向硯

が出十．したことから長上郡家関連迎跡と考えられている。中世では鎌倉時代の某落や水用跡が検出

され、中世以降では島畑が営まれたと考えられる。

開発計画の浮上 2006年に、（都）中郡 ・福塚線整備事業が浜松市南土木整備半務所（喝時所管

部署）によって具体化された。開発区域は周知の埋蔵文化財包蔵地であり 、2004年の惜岡県埋蔵文

化財調壺研究所による 5次調杏区の隣接地であることから追跡の迪続性が想定された。そこで、対

象地において 2006年及び 2009年に叶 13箇所の試掘坑を設定し、造跡の広がりを確認することと

なった。調査の結果、2006年調杏全域及び 2009年瀾礼｀試掘坑 3より南側で、追構や迫物を検出 し

たことから、弥生時代及び奈良時代から鎌倉時代にかけての共落が連続している事が判明した。一

方、試掘坑 4以北では追物包含屈が見られなかった。

本発掘調査の実施 試堀調査の結果を受け、工事を主管する浜松市南土木整備事務所 (2010年

度）及び束 • 浜北土木整備巾務所 (201 1 年度）と浜松市教脊委員会（浜松市文化財課が補助執行）

により協議がなされた。その結菜、（都）中郡 ・福塚線の拡張部分について本発掘調壺を実施する

こととなった。発掘調査は浜松市文化振輿財団が受託し、浜松市教育委員会 （浜松市文化財課が補

助執行）が指尊にあたった。現地調壺は 2010年 7月28日から 2011年 3月 IO日及び2011年 7月4

Flから 7月29日にかけで共施した。調杏面積は 1,650吋である。
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2 遺跡をめぐる環境

(1)立地環境

宮竹野際追跡は天竜JII下流西岸の沖積平野に位岡する。周辺は大天竜と呼ばれた天竜川本流と小

天竜に相当する馬込川に挟まれた氾濫原であり、支流や旧河道が入り混じり合って複雑な地形が展

開している。また、天竜川より運ばれた土砂が堆積し、島状に連なる多くの微高地を形成している。

その微高地群の一つに立地しているのが宮竹野際追跡である。

(2)歴史的環境

縄文時代 天竜）II西岸域へ人びとが進出し始めるのは、宮竹野際追跡4次調究で突帯文土器が出

土していることから、縄文時代晩期頃と考えられる。 しかし、縄文時代については確認されている

同時代の遺跡が少なく様相は不明な点が多い。安定した集落を営むようになるのは、弥生時代に

入ってからと考えられる。

弥生時代 炭耕社会が進展する弥生時代では、安定的な楳治が営まれるようになる。天竜川流域

の沖積平野にも人々の進出が本格化する。楳落の中には山の神追跡、松東追跡、将監名造跡などの

環濠を持つ拠点的集落が形成されていた。中期中葉からは将監名辿跡、大蒲町村束 I追跡、中期後

葉からは旧見合辿跡、銃輪辿跡、海東逍跡で集落が営まれている。後期になると 、三遠式銅鐸が木

船遺跡とッツミドオリ銅鐸出土地でそれぞれ2n見つかっている他、 松束逍跡では近畿式銅鐸飾耳

片、森西追跡からは銅鐸形土製品が出土している。また後期には、山の神追跡、越前遺跡、森西追

跡、松東追跡、大蒲町村東Il追跡、寺IJ月辿跡、山寺野追跡、大王中野辿跡、中田北遣跡で集落や水

田が確認できる。

古墳時代 古墳時代では、沖栢地における集落は低調となる。宮竹野際遺跡における過去の調査

では、遺物は散見されるものの安定した遣構は見られない。周辺では大蒲町村東Il遺跡や越前造跡、

山の神造跡、上新屋迎跡、中田北追跡、天玉中野遺跡で集落、貸輪遣跡で水田が営まれている。ま

た、西方に所在する二方原台地束端には稜線に沿う形で多くの占墳群が展開しており 、当地域との

有機的関係が想定される。

飛鳥・奈良・平安時代 飛鳥 ・奈良時代には国家が律令制へ移行し、地域支配においても斉ー化

が志向される。各地には国郡里制がしかれ、天竜lll下流西岸域には敷智、長田、施王等の郡が設定

された。永用追跡群（宮竹野際追跡、山の神遺跡、大蒲町村東辿跡、木船廃寺跡、越前追跡、森西

逍跡の総称）周辺は長上郡（長田郡がその広大さから和銅 2年 (709) に上下 2郡へ分割、以下は

長上郡と表記）に屈している。近年調査が行なわれた木船廂寺からは多砿の布目瓦が出土しており 、

白鳳期の寺院跡と推定されている。また、大蒲町村東 I迅跡では木節が4点、森西迫跡では円面硯

や布目瓦、越前追跡では陶馬と布目瓦、宮竹野際追跡の過去の調査では規則性のある掘立柱建物跡

や硯、思甚士器、布目瓦が見つかっていることから 、周辺に長上郡家の存在が考えられる。その他、
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2 追跡をめぐる翡切と

七組造跡からは陶馬、大蒲町村東II追跡や天王町村東遺跡では住居跡、代輪追跡では条里に沿う溝

跡が検出されている。

平安時代には蒲御厨が成立する。天竜川流域の御厨と同様に蒲御厨も伊勢神宮領となっており、

在地領主によって開発が進められたと考えられる。

鎌倉時代以降 鎌倉時代には山の神追跡、山寺野迅跡、寺西辿跡、宮竹野際逍跡で掘立柱建物や

井戸が検出されており 、集落及び耕作が営まれたと考えられる。山寺野遺跡の調究からは、鎌倉時

代の集洛鹿絶後に）告］囲の土地を掘り下げ、その土を掻き揚げた島畑が形成された事が判明した。そ

のほか鎌倉時代の蒲地域に関するものとして、源頼朝の異舟兄弟である範頓が蒲！乱辺で生まれ育っ

たことから蒲冠者と呼称されたという伝説がある。

戦国時代には海束遺跡で方形区画溝が検出されている。また伝松下屋敷跡では園池辿構が出土し

たことから居館内と考えられている。伝松下屋敷跡の他、蒲犀敷など地藉屈lや伝承からも推定され

る中世の屋敷地が多く存在するなど、天竜）1|流域における地域拠点の一つであった。

(3)宮竹野際遺跡をめぐる調査履歴

発見の経緯 l986年にマンシ ョンの閲発が計両された折、当該地域に追物の散布が認められる

ことから試掘調査を行い、辿跡の存在が明らかとなったっ以後逍跡周辺では開発が箸しく、住宅開

発や道路拡幅工事などが相次ぎ、これまでに 5度の本発堀調究が実施されている。

1次調査 1986年、 1988年の両年にわたり浜松市教育委貝会が調査を行な った（浜松市教委

1988)。開発毎に調資区を 2同に分け、合計約 475面の調査を行なった。古代から中lltの掘立柱建

物や井戸等を検出した。 建物には規則性が見られるc 追物は古代の土師器や須恵器、 中 •I Itの 111茶碗

等が出土した。

2次調査 1993年から 1994年にかけて浜松市文化協会が 1次調究の北測隣接地の調査を行なっ

た（浜文協 l994)。調査面秘は 3,SOOni'である。古代から中1ltの集落を検出 し、多くの掘立杜建物

や井戸、区両溝等を確認した。追物は古代の土師器や須恵器のほか、陶馬、円面硯、布目瓦等が出

土したことから官術関連辿跡の可能性が想定された。また、下荊より水田跡が検出されており、弥

生時代前期の条痕文土器が伴っている。

3次調査 1995年に浜松市教育委員会が2次調査c区の束側隣接地の調査を行った （浜松市教

委 1995)。調査面梢は 150m'と些少であったが、古代から中世の井戸を 2基検出した。

4次調査 1995年から 1996年にかけて、尚業施設建設に伴い浜松市文化協会が調査を行なって

いる（浜文協 1997)。確認調査でトレンチを設定した後、追構や逍物が見られた地点を拡張する形

で調査が行なわれた。弥生時代中期の土器を伴う水田が検出されたほか、中世の井戸が確認されて

いる。

5次調査 迫路拡幅工事に伴い、2004年から 2005年に静尚県埋蔵文化財調介研究所が調査を行

なった（静文研2006)。調査面積は 1,100面であ り、古代と中世の 2面を検出している。古代面で

は疫界溝を検出した。近隣の箕輪迎跡で確認された条里制水田に伴う溝と軸方向が一致することか

ら、古代条堪布IJ水EEiに伴うものであると考えられている。遺物は墨許土器のほか）瓜字硯や円面硯、
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遺跡潤究 湖托期間 調査面積 調査主体 £なけ代 発行名・ 発行 報；Jj・{t名

筍1次渇1t 1986年1(）月～1988年4月 -175 3-Im 浜松市教ff委H会 弥牛～叫It 浜松IIi教有委U会 1988.6 岩竹野際辺踪

筍2次』査 1993年12月-199-1年3月 3.500n1 1防浜松市文化協会 弥生～近世 1財9浜松市文化協会 199-1.8 宜竹里拌？遺跡2

筍3次調1t 1995年IIi-1995年1月 150m 浜松市教有委fi会 占代～巾世 浜松rli教育委貝会 1995 3 宮竹野際遺跡3

窮4次調ft 1995年10月～1996年6月 6.500111 財浜松市久化協会 縄文～弥生 麻浜松IIi文化協会 1997 I 宮竹野際逍釦

第5次調査 2004年12月～2005年5月 1.100ポ
財静岡県埋祓文化財

古瑣～近世
財栢岡県埋I祓文化財

2006 I 宮竹野似追跡
調査研究所 9，1り査研究所

第6次調査
2010年7月～2011年3月、

l.650ni 財浜松,Ii文化根典財団 弥生～近世 勅浜松市文化振興財団 2012.3 宮竹野際遺跡6次2011年7)-j～2011年7月

Tab.I 宮竹野際遺跡における調査等一党

獣足、布 IJ瓦など特殊品が出土したことから、周辺に官術の存在が推定された。中世面では溝等を

確認し、水田域と考えられた。

試掘調査の実施 宮竹野際迫跡周辺における試掘調査及び工事立会いは、2006年以降 5回行なわ

れている。そのうち 6次調査地点及び西側の拡幅工事対象地における確認調査は 2006年 12月6R 

及び2009年 2月26日の 2回にわたり実施された。対象地内に 2mX2mの試掘坑を合計 13箇所設

定し、2006年調査では南側より試掘坑 1から 3、2009年には南側より試掘坑 ］から 7、西側地点で

は東方より試掘坑 8から 10と呼称した。確認調査の結果、2009年調究の試掘坑 3以南では安定的

な包含層が確認され、弥生時代と古代及び中世に相当する造梢面が2面捉えられるとともに弥It土

器や須恵器、土師器、山茶碗等の迎物も出土したが、試掘坑4より北側では包含陪が確認されな

かった。この事実から辿跡の北限が確定することとなった。 また、西側地点の 3つの試掘坑からは

包含陪が検出され、辿跡の存在が確認された。

3 本発掘調査の方法と経過

(1)調査方法

調査区の設定 本発掘調究にあたり 、国家座標及び標高に関しては碁準、1奴及び IOm間隔のグ

リッドを設定したc 発掘調査区について、2010年度調査では南側 よりA区、B区と呼称し、対象範

囲の現道路部分を除 くほぼ全面を調在した。2011年調査区では、南側から大き<c区～F区に 4分

割し調査区を割り振った。その卜で、周辺住宅や店舗入17等を確保し地下埋設物を避ける形で、小

規模なト レンチ状の調査区を設定するとともに、名称を細分し枝番を割り振った。

表土掘削 調究対象地の盛土及び表土は重機（バックホー）をll1いて除去した。盛土の高さは、

2010年調査において南測 (A区）が蔽も深く 、現地表面より約 1.2m~ I.Smであり 、標高 4.6m~

5.5 m付近までを掘削した。2011年度では、盛土について南側 (C区）が最も深く 、現地表面より

0.6 m~  O.lmであり 、椋高 5.7m ~  6.3 m付近までを掘削した。

堆積層の掘削 盛土及び表土などを除去した後、人力で包含界を掘削し、遺構の検出を行った。

また、発掘区の壁面を精杢して土屈堆積状況の把握に努めた。2010年度潤究の基本！苦位は表土もし

くは盛土（基本陪位 II道） 、褐色砂（某本展位 2胴） 、胄灰色粘土（古代から中世の包含陥、基本府
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3 本発掘調資の方法と経過
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3 4名発掘渦在の方法と経過

位 3層）、黒色粘土 （弥生水lil陪、基本庖位 4層）、黄灰色シルト（弥生基盤培、基本陪位 5／曽）、

賭灰色粘士（基本府位 61M）、砂 • 砂礫（基盤層、基本悩 7 I習）である。盛土が匝く、盛七 Fから

は明灰色シルト～暗灰褐色砂 (l陪）、褐色砂 (2附）、茶褐色粘土 (3層）の薄い堆積が見られた。

201 I年度調査区では、それぞれの調査地点で附位が異なっていた。表七！苔下の茶褐色粘土 (3陪）

はほぽ共逓する。一方、下位爵については C区、 D区、 Elヌ、 F-3区で暗灰色枯土 (I9層） もしく

は灰褐色砂 (20培）がみられるものの、F-1区では他調査区で見られない粘土府 (36附～ 39陪）及

び砂層 (23府 ・29陪）が幾重にも堆積していた。また、各調査区とも湧水がひどく水中ポンプを

使JTjしたが、作業が出米ない場面が多々あった。

遺構精査・測塁 追構の測批は主にトータルステーションを用いた。某準点やグリッド杭をもと

に測址を行なった。調査区の1て1苦及び迎構の詳細図は縮尺 1/20で作図した。全体図は 1/100で作成

した。

写真撮影 写真撮影には某本的に銀塩フィルムを用いたJ 銀塩フィルムによる写真撮影は、モノ

クロフィルムとカラーリバーサルフィルムの双方を用い、 6X 7判を中1本に、部分的に 4X 5判を

使用した。また 35mm判もカラーリバーサルフィルムに限り、補足的に用いた。

(2)調査経過

発掘調査 2010年度の現地調査は 2010年 7月28Hから 2011年 3月 10「Iにかけて実施した。ま

た、 2011年度の調査は 2011年 7月4Uから 7月29[Jにかけて実施した。各地点の調在期間は以下

のとおりである V A I凶： 2010年 7月2sn ~ 11月 10Li、 B区： 2010年 10月26I」~ 20II年 3月

10 Fl、C区:2011年 7月4日～ 8 H、DIX:: 7月21日～ 22日、 E区： 7月 13日～ 1411、F区： 7 

月5Fl~ 28 LIである。

発掘調査区について、2010年度調在のA区、 B区では迫路拡張範囲のほぼ全面を調査した。A区

では占代の流路である SD06から図占上器や円面硯を含む大姑の逍物が出土した。Bliでは遺梢密

度がやや低くなるものの、古代の掘立柱建物や中世の井戸が検出された。2011年度調査のC区～F

区は、事前の確認調査で辿枯密度が低くなる中が判朋していたため全面調在は行なわず、 トレンチ

Fig.9 SD06作業風禁 Fig.IQ 現，況風屈
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第1;;1 r/ 論

状の調査区設定となった。そして、調査対象地を）ゞきく 4分割し、 1昔j辺住宅や店舗の出入目を確

保するとともに地下埋設物を避けて小規模な調査区を設定し、名称も枝番を割り振った。調在で

は、包含肘から迅物が出土するものの明確な追構はほとんど見られなかった。F-1区では自然流路

と考えられる SR02の落ち込みが見られるとともに、上位｝曾には自然堆積である砂罰が幾屯にも堆

栢していた。F-2|メ及び F-3区では基盤府が比較的安定しており、古代の土坑や中lltの土坑、井戸

などの逍構が検出された。

現地公開 発掘調森中には、調査成果を市民に公開し、普及活動に努めた。2010年 10月 14日に

蒲小学校 74名、 10月 21、22Flには曳馬中学校 5名、11月2、4日には入野中学校 5名、 11月 9か

ら 11Hには気到高等学校 3名の生徒を受け入れ、発掘体験や調査の説明を行なった。 また、師月

2回発掘通にを発行し、積極的に調査）成呆の哲及を行った。

現地説明会 A区からは円而硯や陶馬、墨出土器など多梵の迎物が出十．し、 B区からは掘立柱建

物や井戸が検出されたことから現地説明会を 2010年 12月 19日 (Fl)に実施し、 107名の市民の参

加を得た。

整理作業 整理作業は、発掘調査と並行して 2010年 8月から 2011年 3月及び 2011年 7月から

2012年 3月にかけて現場事務所及び浜松市内区の浜松市埋蔵文化財調査事務所で実施した。SRO!

出土遺物をはじめ多くの出土品を扱ったが、従事者の効率よい作業により、契約期間内に整理作

業を終了することができた。

調査参加者

現地調査

池谷志麻、池田典チ、イi岡 幸、岩田武道、大城光明、大城光義、鬼武朋 f、小野志保、須部公夫、辻 他

治、絆井里忠、外波山泉、中安洪t、野本徹、藤原戯厳、水野すゞ代、湊 保代、村松はるみ、渡辺時次

整理作業

内山牧世、北野恵子、悶旧七重、中村玲ー(•、長谷川切枝、林 至美、系野洋子

Fig.I I 発掘体験 Fig.12 整理作業
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第 2章検出遺構

1 A区の遺構

(1) A区における検出迫構の概要

A区は、 6次調査地の中でも最も南に位罹し、南端を宮竹野際追跡 5次調査地に接する。古墳時

代から鎌倉時代にかけては調査区の束北方向から南西方向に自然流路 (SRO!、SD06)が貫いており 、

その北側の微高地に遺構が展開している。弥生時代においては、水田として使われたとみられるが、

造営期間は宮竹野際辿跡 2次調査地 （浜文協 1994) と比べると短いとみられ、水田に関連する追

物や追構は性かである。

(2)弥生時代

概 要 弥生時代の追構はA区の北側において県中的に検出できた。明確な追構は水田の下部構

造とみられる平行小溝群 (SD08~ SDJ4)と畦畔上の祭祀造構の可能性がある土器躾積 (SXOI)で

ある。 また、微高地上には井戸 SE02が一基確認できた。なお、自然流路 (SRO!)からは弥生時代

終末期の追物が出土しており、形成時期の一端をうかがうことができる。

平行小溝群 (SD08 ~ SDl4、Fig.14) 調査区の北側において、平行する小溝群 (SD08~ SD14) 

を検出した。辿構検出面は緑灰色シルト層 （基本層位 5層、 Fig.14-16陪）であり、小溝群はその上

位にある黒灰色粘土野を埋土にもつ。追構の検出陪位や状態は、宮竹野際追跡 2次調査で検出した

水田下界遺構群 (VIII胴溝状迫構）と同一である。小溝群の幅はいずれも 20cm以下で、検出面から

の深さは最も深い部分においても 10数センチ程度である。検出できた溝は、幅 Im~ 3rnほど間隔

をもちながらも、南北方向にほぼ方向を揃えている。宮竹野際追跡 2次調査の成果を参照すると、

本例も同様に水田耕作に関連した遺構とみられる。畦畔の設定などに伴い基盤陪まで掘削された痕

跡と想定できるだろう 。なお、水田耕作土とみられる黒灰色粘土爵（基本層位 4胴、 Fig.14-15陪）

中の土壌の攪拌は顕著とは言えず、明確な耕作痕跡を見出すことが難しい。水田の造営期間は、 2

次調査地と比べると短かったものと想定できるだろう 。小溝群に伴う遣物は皆無であり、造構の形

成時期を明確にすることは難しい。

河原石の埋没 (Fig.14) 平行小溝群が検出できた範囲の南西側において長径 20cm程度の円礫

（河原石）が埋没している状況を確認 した。検出できた河原石は全部で 3個であり、耕作土中に埋

附されたような状況であった。これらの河原石の性格は不明確であるが、水田耕作に伴い畔の傍ら

に置かれた石の可能性が考えられる。

土器集積 (SXOI、Fig.15) 河原石の埋没が確認できた南側において、弥生土器が梨中的に出土

する地点を確認した。出土した土器は、高杯 (Fig.48-I 3)や甕 (Fig.48-14)である。明確な掘り）j

をもたないことから、地面上に土器を集積したものと捉えられる。平行小溝群を水田関連の辿構と

14 
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l A区の追構

捉えるなら、この土器牧・秘も畦畔上の祭祀などに用いられたものである n［能性が考えられる。いっ

ぽう 、この辿構を水田に伴わない造構と捉えることも充分可能である。出士遺物が示す時期は、弥

生時代後期後半 （欠山様式期）である。

水田の造営時期 今固の調杏で確認した水田に関連する可能性がある追構はいずれも不明確なも

のばかりである。出土辿物も僅かであることから、その造営時期も明確になしえない。ただし、弥

生時代前期にi朔る条痕文土器の破片 (Fig.48-1)や弥生時代中期にi朔る可能性がある壷底部 (Fig.48-

2)が認められることは注目してよい。宮竹野際遺跡 2次調査地と同様の時期の遺梢が今同の調査

地区にも展開していた可能性があるだろう 。今同の調査で出十した弥生士器の巾では、後期のもの

(Fig.48-4 ~ 12)が日立つ。また、上器集和 SXOlの帰屈時期は弥生時代後期後半である。これらの

ことから、水田の造党時期は、弥生時代後期まで降る可能性も考えてよい。

自然流路 (SROI、Fig.17) SRO!は、 A区の中央部から南側の大部分を占める自然流路である。
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妨四；t 検出遺俯
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然流路の形成は弥生時代まで湖るとみられ、 SROIは水Ill

に水を供袷する小河川であった19I能性も考えられる
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1 A区の迎構
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第 2r,,: 検出逍構

(3)奈良時代～平安時代

概 要 A区における奈良時代～平安時代の迎構は、調査区の中央を貫く自然流路 SD06を境界

に大き く様相が畏なる。S006は、弥生時代に形成された自然流路 SROlの上層において再形成され

た小規模な河川跡である。SD06の北側は、微高地性堆積団（基本陪位 41舒）が確認でき 、竪穴建物

の可能性がある方形追構 SBOIがみられる。いっぽう 、S006の削側では湿地性堆積陪（自然流路

SROI埋土）が確認でき 、小規模な上坑が数基、確認できた。S006の埋没後も自然流路 SROIの範

囲全体は湿地化 した環培であったとみられる。

自然流路 (SDO6、Fig.17) S006はA区の中央を北東方向から南側に流れる自然流路である。水

流は北側から南側に向っていたとみられるが、調査範囲においては溝の底面に明確な裔低差を認め

がたい。S006は、自然流路 SRO!の上恩において形成されている。SRO1がある程度埋没した後に、

流路の西岸を這う ようにして形作られたとみられ、形成当初は幅 Sm~ 6m、深さ 80cmほどの規模

であったとみられる。S006の形成時期は、溝中から 7世紀中頃（古瑣時代終末期）の須恵器

(Fig.51-92 ~ 95)が出上していることから、この時期までi朔るとみてよいだろう 。いっぽう 、SD06

埋没時期は、上層造物 (Fig.54・55)から判断して、9世紀前半 （平安時代前期）のことと考えられ

る。SD06の埋没後は、SRO!の旧流路の範囲が湿地化した状態となり 、13世紀後半 （鎌倉時代後期）

頃まで堆積が進んだと捉えられる (SROl上位肘）。

SD06は堆積翔が明確に分離でき 、下阿、中爵、上附の 3膚位にわたり 、平面的に精査した。各

陪位には比較的まとまって追物が出土する状況が確認できている。これらの追物には、後述する よ

うに官術的様相が看取できるものが含まれ、宮竹野際追跡が長上郡家にかかわる追跡であることが

明確になった。S006は湿地性堆和がみられたが、比較的乾燥しており 、木製品などの保存環境には

適しない。SD06中には、ある程度の木製品も投泰されていた可能性が考えられるが、明確な木製遺

物は確認できていない。

SD06下層 (Fig.18) S006の下層は、幅 s~ 6m、深さ 80cmの規模である。S006内の堆積土が

橙灰色シル トであることから判断すると 、後述する中陪以降に比べてある程度の水址かあったとみ

られる。SD06の下層には、1．器が比較的集中する地点が 2箇所ほどみられた。北側の土器美ヰ区を

SX08、南側の土器躾中区を SX09とする。この他、SD06の下層からは Fig.49・ 62に示す逍物群が出

上した。七器机積出土品を含め、SD06下胴出土遺物には、総杏士器（Fig.62-403)、赤彩された土師

器裔盤 (Fig.49-32)、製塩土器 (Fig.49-42~ 53)、桃核 (Fig.21)など、官術的様相をもつ辿物が少

なからず認められる。出土遺物が示す時期は 7世紀末～ 8世紀前半頃である。後述するように、宮

竹野際遺跡には遠江国長上郡家がかかわる施設の一部が及んでいたとみられるが、その形成は奈良

時代の初頭頃までi朔るとみてよいだろう 。

SX08 (Fig.19) SX08は南北 6m、東西 2mにわたり遣物が楳中する地区で、 この部分だけ溝の

底部が深い状況であった。浅い渕状の地形を呈し、その深みに遺物がまとまったものと捉えられる。

SX08からは Fig.49-17~ 30に示す七器のほか、比較的大界に桃核が出土している。桃核を用いた祭

19 



l A区の迎構
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A区の辿惜
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第2点検t1i.il'i構

祀が執り行われた可能性もある。出七追物の特徴から、SX08は7世紀末～ 8世紀前半頃の追物染積

と捉えられる。

SX09 (Fig.20) SX09は調査区の南端で確認した造物択積である。追物の集和密度は砧くないが、

完形に近い土器が数点 (Fig.49-32など）みられるほか、製塩土器 (Fig.49-45取上番号 256)などが

認められる。

SD06中層 (Fig.22) SD06下界の堆積が 20cmほど進んだ後、上位暦で追物が狼I卜する部分が認

められた。この陪位を SD06中層とする。 SD06の中界は、幅 5~ 6m、深さ 60cmの規模である。

SD06巾層内の堆積上が灰色粘土であることから判断すると 、営時はあまり水が流れず湿地のよう

な環税であったとみられる。SD06の中層には土器が比較的集中する地点が 5箇所ほどみられた。

この土器集中箇所を北側から SX03~ 07とする。この他、SD06の中陪からは Fig.52・53に示す迫物

が出土した。SD06中層出士辿物が示す時期は 8批紀中葉～ 8世紀末頃である。出土追物には、掲古

土器 (Fig.62-404~ 406、413)をはじめ、1吋面硯 (Fig.52-111)、水滴 (Fig.50-81)、製塩土器 (Fig.53-

142 ~ 161) といった官術的様相をもつ追物が含まれている。

SX03~07 (Fig.23 ~ 27) SD06の中府には追物が出土する地点が数箇所認められた。これらは

便宜的に SX03~ 07と名づけたが、ほぼ一辿の土器集積とみてよい。 SX03~ 07からは Fig.SOに示

す追物が出士した。出土迫物が示す時期は 8世紀中業～ 8世紀末頃である。

SD06上層 (Fig.28) SD06中屁の堆積が 20cmほど進み、SD06はその規模が急速に縮小する。

SD06が埋没する直前の姿を SD06上）惰とする。SD06の上）料は、船 1~ 2m、深さ 30cmの規模であ

る。SD06上陪の埋上は黒灰色粘土であり、炭化物も比較的多く含まれている。

SD06の上附からは土器片が集中する地点が 1箇所みられた。この土器集中箇所を SX02とする。

SX02からは Fig.54の追物が出上した。この他、SD06の上倍からは Fig.55に示す迅物が出土してい

る。 SD06上附出土辿物が示す時期は 8世紀末～ 9・I仕紀前業である。また、SD06最上肘から出土し

た逍物を Fig.55-187・ 188、Fig.63-429に示す。この辿物群は鎌倉時代の燐物を若干含むが、新しい

時期の上器は混入品とみてよいだろう 。これらの追物を含め、SD06上層出上辿物には、思杏土器

(Fig.63)、須恵器獣脚付壷の脚部 (Fig.56-224)、製塩土器 (Fig.56-229~ 233)をはじめとした官術

的様相をもつ逍物が含まれている。

SX02 (Fig.29) SX02は SD06上陪の南側において、確認できた辿物4四中筒所である。迎物が分

布する範囲は、附北 Sm、束西 1.5mほどの範囲であり 、Fig.54に示す造物が出士した。出土遺物

が示す時期は 8世紀末～ 9i仕紀前葉頃である。

湿 地帯 （旧自然流路） （SROI上位恩、Fig.30)

SD06が埋没した後も l「I流路 SROIの上）爵部分が低

位面として残イfし、湿地帯が広がっていたとみられ

る。SD06の埋没後に残存した湿地常の堆栢土を

SRO!上位府として取り扱う 。SROl上位層は、古い

段階に堆栢した II晋 (Fig.17-2恩 ：灰色粘土層）、

新しい段I妍に堆梢したIl陪 (Fig.17-1層 ：淡灰色シ Fig.21 SD06出上桃核
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筍 21;t 検出辿構

ルト 層）に分離できる。これらの堆積J料位は、基本附位 3陪に相当する。

SROI上位1藩からは、土器のほか馬歯 (Fig.31)や獣骨が出上している。後述するように、湿地骨

内には小 さな畦畔がみられるが、常時耕作七として用いたような攪拌の痕跡は認められなかった。

SROl ti切習から出土した逍物靡が比較的数霜なことも考慮すると 、水田として活｝llしていたとし

てもその頻度は少なかったとみて よいだろ う。宮竹野際遺跡 5次調杏の調査区北端で検出された追

物を多 く含む地点（静文研2006: p.29、土器集中地域）は、この湿地帯 (SROI上位1M) に相当す

るとみられ、その下位に自然流路 SD06が埋没していると捉えられる。

SRO!上位釈からは、Fig.57-61に示す遺物が出十．した。出士遺物が示す時期は、下席のII層が8

世紀末～ 91tt紀前染頃、 日影の I附が91lt紀末～ 13世紀後半である。SROl上位附からの出 L追物

には、 也 害七器 (Fig.64) をはじめ、 門面硯 (Fig.59-297~ 299)、風字硯 (Fig.59-300)、水瓶

(Fig.60-345) といった官術的様相をもつ辿物が含まれている。 Fig.64-456・ 457といった 10ill:紀 (1し
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安時代中期）の褐許土器 （灰釉陶器）もみ

られるので、宮竹野際追跡の官術施設はこ

の頃まで残有；していたとみてよいだろう 。

土坑 (SK02・03、Fig.28) SRO I上位

界の堆栢が始まる時期 よりも占い段陪に湿

地帯的に土坑 (SK02・03)が掘削されてい

る。SK03は長軸 2.2m、短軸 1.4mほどの

方形の大型十坑で、検出面からの深さは

1.3 mである。埋 卜にはり1位の大きな斑上

がみられ、急速に埋め戻されたとみられる。

出上逍物が全くなかったため、正確な形成

時期や上坑の用途は明確でない。

方形遺構 (SBOI、Fig.28) SD06よりも

北側の高位面において形成された逍構で、

長軸 5.5m、短軸 5.2m、検出面からの深

さ20cmほどの規模をもつ。平面的な形状

は竪穴建物跡に似るが、柱穴や瑚の痕跡な

ど、建物として認定してよい要索が認めら

れない。出十迫物もないため辿構の時期も

明確でない。

小 結 A区における奈良時代～平安時

代の追構は、自然流路 SD06が中心的存在

である。流路の規校こそ小 さいが、3界に

わたる府位的な追物埋没状況が確認でき 、

それぞれ豊底な辿物が出土した。出土追物

には、円面硯、風字硯、墨曹七器、水滴と

いった文字と関連するもののほかに、製塩

+．器が 25点分確詔できた。辿江ではt器

Fig.31 SRO I /J'， l：馬歯

32 



第2t;,: 検出追構

製塩が行われず、製塩十器は製品としての塩の容器として生産地である三河湾沿岸から搬人された

ものとみられる。その出土地は後述する ように宜術迫跡に北中する傾向が強い（第 5卒後論2)。

これらの出土逍物から 、宮竹野際遣跡には官衝r:J;]連の辿構群が展開していた可能性が凶まった。

:l1辿跡の末南約 1kmには、辿江同長上 （長FF1)郡家想定地である永FE1姐跡群がある。敷智郡家跡

と目される伊楊追跡群では、自然流路である伊場大溝を中心に東西 1.5kmにわたり郡家関遥施設が

展開している （鈴木ー2009)。その広がりを参考にするなら、永FF1追跡群と宮竹野際辿跡は一辿の

郡家関連施設が展開している範囲とみて矛府はない。SD06から出土した翌．面な文字関連惰料をふま

えれば、宮竹野際辿跡には長上郡家に関連する施設があったとみてよいだろう （鈴木 201l)c そ

の中心的施設は、宮竹野際逍跡 2次調査で検出した掘立柱建物群とみられ、これら郡家関連施設で

使用されていた」．：器類が近在の河）II(SD06)内に廃梨されたものと捉えられる。 また、SD06から

は桃核や手づくね上器、上馬なども出土しており 、河川内で何からの祭祀も執り行われたと考えて

よいだろう 。後述するように、SD06やその上思の SROI上位附から出上した困甚土器には、可能性

があるものを含め「北家」 と記されたものが 13点ある。宮竹野際遺跡に展開していた長上郡琢関

連施設は、当時「北家」と呼ばれていた可能性がある。

I 4)鎌倉時代

概 要 A区における鎌倉時代の追梢は、調究区の巾央を貫く湿地幣 SROlの北側の裔位面」こに

展開している。 主な辿構は、井戸 SEO)と区画溝である。調究区の北側で検出した 2本の溝

SDOI ・02) は氾路側溝の II]能性がある。井戸は索掘りのもので、131且紀後半の辿物が出 1こしている。

井 戸 (SEOl、Fig.33) SEOIは、A区の北東端で検出した素掘りの井戸である。中段に平坦な

部分を設けた 2段構造である。平面は直径 2.4mほどの円形を呈し、深さは 1.5m程であったとみら

れる。坂下部は湧水が頻著なため、花確な形状をうかがうことができなかったが、直径 70cn]ほど

のPl形を基していたとみられる。SEOI埋土の上位から、Fig.65-463が、中位から、Fig.65-462、464

-467の追物が出＿Lした。出七辿物から SEO)は、13世紀後半頃の磁梢と捉えられる。

小溝群 (SDOI ・ 02、Fig.32) SDOI ・02は調杏区の北側で検出した 2条の溝である。SDOIは幅 Im、

深さ 40cm、SD02は幅60~ 80cm、深さ 40cmほどの規松である。北側の溝 (SDOl)が若干大きいが、

出上追物が示す時期が同じであること、埋土が酷似していること 、走行方向が平行していること 、

などから両者は一連の追構と捉えられる。両者を同一の辿構として捉えれば、2条の溝を側溝とし

た迫路であったとみてもよいだろう 。その場合、路面の幅は 2mほどである。SDOIからの出七迫物

には Fig.65-470~ 472がある。出土遺物から、13世紀後半の逍構と捉えられる。

S005・03は湿地帯 SRO)に面した位附に掘削された溝である。埋七、規模などは SDOI・02と同様

である。SDO5は湿地帝 SROIの汀線と平行しており 、SROIとSD05で区画された迎路遺構と捉える

ことも可能である。SD05からは、 Fig.65-473 ~ 4 78の造物が出土 した。出十辿物から SD05は 13ifl: 

紀後半の辿構と捉えられる。

これら溝群で区画された地割りは、近代に作成された地藉図中にもうかがうことができる

Fig.5)。中11しに形作られた地割りが近代まで受け継がれたものといえるだろう
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第21筏検出近構

湿地帯（旧自然流路） （SROl、Fig.32) 先辿のとおり、微高地が展開する南側には湿地幣

(SROl)が広がっている 湿地帯内には小規梃な畦畔があり、一部は水田などにも活用された可能

性がある。ただし、耕作に伴う樅拌などの痕称は顕著でなく、水田としての利川は本格的ではな

かったとみられる Fig.61-62に示すとおり 、湿地帯 (SROI)の埋 tからは鎌介時代の追物も少な

からず出土している V i！山地常の出七辿物中にはi'f白磁の合 f(Fig.61-391)、白磁 (Fig.61-392）、百

磁 (Fig.61-393~396 ) とい っ た希少品が含まれ、りさ落居住者の性格の —•端がうかがえる 。

小 結 鎌介時代の宮竹野際辿跡には、湿地ヽ：ifSROIにl(Iiした微翡地上に井戸や迫路を伴う集落

が党まれていたとみられる 中世の‘り地は蒲御厨の範囲内であるので、御厨を構成する混村が当地

にあったとみて間辿いない（ 湿地帝内の出土追物には、訂fl磁の合 f•など希少品もみられることか

ら、この集洛には比較的上位階培の屈住者が含まれる可能性がある
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2 B区の遺構

(1) B区における検出迫構の概要

B区は、 6次調査区の中間に位岡し、掘立柱建物や小溝群などの追構を確認、した。辿構密度は比

較的低いが、桁間 2間、梁間 2間の掘立柱建物 SHOIや井戸 SE04が検出できるなど、確実に追跡

の中心部に連なる区域といえる。

掘立柱建物は奈良時代に属し、柱穴の特徴などは宮竹野際迎跡 2次調脊で検出したものと酷似し

ている。先述のとおり 、A区で確認した SD06の出土迫物から判断して、宮竹野際辿跡には長上郡

家の関連施設が及んでいたとみられることから、SHOIも郡家にかかわる建物とみてよいだろう 。 こ

の建物の検出によって、奈良時代の逍構群の東端が確定できたといえる。

(2)弥生時代

概 要 B区における弥生時代の造構は、緑灰色シル ト荊 （基本層位 5I箇、Fig.35-11吊）上面に

おいて検出した。弥生時代の遺構は小規模な溝と小穴が検出できたに過ぎない。これらの追構は、

検出府位から弥生時代まで潮るとみられるが、水田や集落など明確な施設を構成するものとは判断

できない＾上壊の樅拌も頴著でないことから 、弥I1時代の水Ill(;I: B区の範囲まで広がっていなかっ

たとみられる。

小 溝 (SD25、Fig.35) 調究区の中央において東西方向に掘削された溝 (SD25)を検出した。

造構の検出｝曽位や状態は、宮竹野l祭迫跡 2次調企で検出した水田 F界追構群と同一であるが、水旧

にかかわる追構か否かは関連する情報が少なく、判断が難しい。SD25からは辿物は出上していな

し‘('>

小 穴 (Fig.35) 上述の小溝と同じ肘位で小穴群を検出 したc 小穴はいずれも微妙な凹面状を

呈しており 、柱穴などを構成するものとはいえない。小穴中からは僅かな迫物が出土したが、いず

れも細片化しており 、逍構の形成時期を明確にすることは難しい。

(3)奈良時代～平安時代

概 要 B区で検出した奈良時代 ～‘忙安時代の迫構は、掘立柱建物 SHOIのほか、井戸 SE04、

小穴、小溝である。追構検出面は、基本附位 4層である黒灰色粘土府 (Fig.36-10倍）である。追

構検出面は東に阿って低く 1項斜している状況が確認できる。調斉区の束恨ljには、A区で確認したよ

うな自然流路もし くは湿地帯があると想定できる。掘立柱建物は宮竹野際追跡 2次調究で確認した

ものとよく似ており 、郡家関連施設の一つとみられる。追構検出頂iは束側に向って低くなっている

ので、辿構群の東端を確認したとみてよいだろう 。

掘立柱建物 (SHOI、Fig.37) SHOIは調査区のほぼ中央で確誇した、桁間 2間、梁間 2間の掘立

柱建物であるっ建物の規模は東西、南北ともに 3.6mであり 、各柱間の間隔は 1.8mである。柱穴は

長））形を志向している。その規模は、北東の柱穴 SP20を例にとると 、長軸 70cm、短軸 60cm、検出
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第2序： 検出追構

面からの深さ 30cmほどである。柱穴を平面検出し

た状態で、柱痕もしくは柱抜き取り穴が明瞭に確

認できた (Fig.37、下段）。柱材が逍存していた柱

穴は 3箇所 (SP!8、23、25)あり 、一箇所 (SP20)

には礎板の可能性がある木材が追併していた。使

用されていた木材種はカヤ及びアスナロ材である

（第 4序参照）。
L 

柱穴からは Fig.67-483~ 486の追物が出」；した。

検出阿位と出土逍物から、 SHOIは 8世紀後半頃 （奈

良時代後半）の建物と捉えられる。 g 

井戸 (SE04、Fig.38) SHOIの束il{Il、低位面へ

向けて｛項斜が変換する地点で、隅丸h形の井戸
L 

SE04を検出した。SE04は索掘りの構造で、長軸

1.2m、短軸 0.8111、深さ I.Omである。上位のI曽位に

は斑土が認められ、急激に埋め戻されたものである

SE04 

0
-s-

旦

土

。
I 30 1m 

ことが分かる。出土追物はごく僅かであるが、奈良

時代～平安時代の追構と捉えられる。 Fig.38 SE04詳細

小 溝 (Fig.36) SHO Iの東側において小規模な溝群 (SD21-24)を確認した＾いずれも輻 30

cm以卜、深さ 10cm程度の）ゞきさで、両端は途切れるように収束している。出七迫物は行無である

ため、正確な時期や用途は不明確であるが、埋上の状態から判断すると、古代の遺構である可能

1 褐色粘上と貨出色砂只 I：の斑！
2 茶褐色砂ぽJ:
3 Pfr・,'f灰色粘I.

性が裔い。

小 穴 (Fig.36) SHOlの周囲で直径 50cm以下の不整形の小穴群 (SPII~ 17など）を検出した。

いずれも柱穴などの明確な迫構とはいえず、その正確な時期や迫構の性格は不明である。

小 結 B区における奈良時代～平安時代の調査では、掘立柱建物 SHOIを確認したことが最大

の成果である。建物の東側には自然河川や湿地帯が広がっていたとみられ、掘立柱建物が展開す

る東限を確認したといえよう c 掘立柱建物の特徴は宮竹野際迎跡 2次調究で確認した建物群とよ

く似ており、 Ariの調在結果をふまえると、長上郡家に関連する施設とみてよいだろう 。宮竹野

際辿跡における掘立柱建物は束西 250m、南北 150mの範囲に広がっていることが明確になった。

(4)鎌倉時代

概 要 B区における鎌倉時代の主要な追構は、調杏区の西端で確認 した井戸 SE03と、小溝群

である。また、調査区の東端には低位面があり 、湿地帯 SXIJが広がっている状況が確認できた。

井戸は素掘りのもので、12世紀中頃の遺物が出土している。

井 戸 (SE03、Fig.40) SE03は、 A区の北東端で検出した素掘りの井戸であるしII-I段に平坦な

部分を設けた 2段構造をもつ。平面は直径 3.3111ほどの円形を呈 し、深さは 1.3111程であったとみ

られふ最下部は湧水が顕著なため正確な形状をうかがうことができなかったが、直径 2111ほどの

41 
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Fig.40 SE03詳細
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2 B区の遺構

円形を呈していたとみられる SE03から、 Fig.67-497~ 513が出上した。出十迎物から SEO]は、 12

IIt紀rtr頃の遺構と捉えられるっ

小溝群 (SDJS ~ 20、Fig.39) SE03の周囲において束l}り方向に掘削された小規校な溝群 SD15~ 

20を確認した。 これらの溝は幅 Im以下、深さ 30cm程度であり、 A区で確認した小溝群と状態が

似る 足敷地や此地などを区両する溝であったとみられよう 。

湿地帯 (SXII、Fig.39) 調査区の東端において、湿地帯が広がっている状況が確認できた。 こ

の低位血には近!It以降に杭などが打ち込まれ、 SXIIと呼ぶ遺構が形成されている。SXIIは近世以

降に婦属する追構であるが、ここでは、 B区束端の低位面を示す辿構名として SXI1を用いる。

SXIIの埋―rは、 A区における SRO]上位／付と似ている ，SXI]からは Fig.67-514~ 520に示す辿物が

出七したゥ

小 結 B区においても A区と同様に、湿地帝 (sx11)に面した微翡地いこ井戸や区画溝を伴

う鎌倉時代の犯落が営まれていたとみられる。出七追物は 12世紀中頃のものが多く、 A区の追構

と比べて若十占いといえる。集落内の辿構形成時期には、若十の時期差があるとみられよう 。

(5) 江戸時代以降

概 要 B区で検出した江戸時代以降の逍構は、不定形十坑 SXIO、杭を伴う湿地佑 (SXII)が

ある。 また、掘り方を伴う追構ではないが、上位阿位の塚税の違いが下府に転写した痕跡 （遥元変

色部）が確認できた。

不定形土坑 (SXIO、Fig.39) SX!Oは澗在区の巾央で検出した小定形士坑である。長軸 4m、短

軸 15mほどの規校で、複数の土坑が屯複したような状況である。追構の埋土は灰色砂である。 出

七辿物は無いが、宮竹野l祭辿跡 2次調杏で確認した上位逍構と同じである。近・Iii:から近現代の土地

改変に伴う造構とみてよいだろう

湿地帯 (SXII、Fig.41) 卜迩のとおり、調杏区の東端には湿地帝が広がっている。 この湿地帝

には、数多くの杭をはじめ、杭を掘り起こしたような小定形小穴群が検Itiできた。 この追構を

SX!lとする。SXIIは杭の木材が明確に逍併しており、小定形小穴群も埋土の識別が容易で、比較

的新しい時期の逍構であると判断できる。近世から近現代にかけて、湿地帯を区画する施設が設け

られ、数多くの杭が打たれたものと判断できるだろう 。

還元変色部 (Fig.39) 調杏区の中央で、茶褐色を呈する地面が行灰色に変色した箇所が訟めら

れた 変色部分は、東両幅 I.Sm、南北幅 2.3mほどの格子状にみられる。色調の差は明確であるが、

揺り方は伴わない。 この痕跡も拘竹野際逍跡 2次調究で確認したように、近111:～近現代に形成され

た上1杓追構における瑛袋の違い （著しい忍元環税）が痕跡として下陪に転写されたものと判断でき

る。

小 結 B区における江戸時代以降の追構は、いずれも耕作に関連するものとみられる。出土追

物は極めて少ない点もこの想定と矛盾しない。小定形ヒ坑にみる追構の特徴や遥元変色部の状態は、

宮竹野際逍跡 2次調査で確認したものと同様であり、江戸時代以降、近年の盛上による造成まで、

水田や畑などが広がる環境であったとみられる。
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3 C区～F区の遺構

(1) C区～F区における検出迫構の概要

c区～ F区では、辿構密度が低くなる。そのうち c区～ E区では、包含！曽から迎物が確認できた

ものの、遺描についてはほとんど確認されなかった。 F-1区では、自然流路 (SR02) と考えられる

落ち込みが検出された。また、流路内や流路上面には粘土）晉や砂屑が幾重にも堆積しており 、時期

ごとに流路を変化させながら機能したものと推定される。 F-2区、F-3区では基盤恩が安定しており 、

明確な遺構を捉える事ができた。 F-2区では溝や土坑を、F-3区からは井戸が出土したことから 、集

落縁辺部で耕作が営まれていたと考えられる。

(2) C区の検出遺構

C-1区 (Fig.42) 不整形な台形に近い C-1区では、表土下に茶褐色粘土 (3庖）、賠灰色粘十．

(I 9隊）、淡灰色シル ト (9層） 、暗茶褐色粘土 (30阿）の順で堆積していた。 19層及び9層は奈良

時代～鎌倉時代の追物包含層である。遣構は、小穴が2基確認された。両逍構とも暗茶褐色粘土

(30庖）を掘り込んでいる。埋土は暗茶褐色粘十 (Fig.42-i屑）である。追物が出土しなかったた

め、時期は不明である。

C-2区 (Fig.42) C-2区は約 4.7m X約 2.0mの長方形を呈する。基本廣位は表七、茶褐色粘土

(3 I習）、灰褐色砂 (20I遥）、茶褐色粘土 (27陪）、賠茶褐色粘土 (30倍） 、茶褐色粘土 (31附）の

順であった。 27庖は奈良時代～鎌倉時代の造物包含層である。追構は、時期不明の小穴が 1甚検出

された。

(3) D区の検 出遺構

D-1区 (Fig.43) D-1区は約 2.0ffi X約 2.0mのほほ正方形の調査lヌである。表上、灰褐色砂

(20庖）、 明灰褐色砂 (27陪）、橙色砂 (33層）、明灰色砂 (34層）、淡灰色シルト (9府）、黒色粘

土 (10膀）、緑灰色シルト (II府）の順に堆積が見られた。表土下に匝い 20層および薄い 27附や

34府の砂層、そして鉄分が沈珀した 33~が検出されたため 、 調査区内は 9 層堆梢後のある時期に

幾度かの流水があったと思われる。9層以下は B区と共通しており 、比較的安定した水平堆梢が認

められた。遺構は検出されなかった。

D-2区 (Fig.43) D-2区は約 2.3mX約 2.0mのほぼ正方形である。基本阿位は表土、茶褐色粘

上 (3層）、暗灰色粘土 (I9層）、灰褐色砂 (20胴）、橙色砂 (33層）、明灰色砂 (34庖）、橙色砂

(35層）、淡灰色シルト (9層）の順である。20阿 ，34陪の分1阜い砂層、鉄分を含んだ 33層 ．35層

の存在から D-1区と 、同様に 9層堆積後のある段階で流水にあったと考えられる。追構、迎物は検

出されていない。
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第2窄検LJI辿構

(4) E区の検出遺構

E区は約 4.5ffi X約 2.5mの長方形の調壺区である。基本界位を Fig.43に示す。表ナ、茶褐色粘

土 (3陪）、1火褐色砂 (20}曽）、橙色砂 (33層）、明灰色砂 (34層） 、橙色砂 (35附）、淡灰色シル

ト (9府）、黒色粘士 (I0}曽）、緑灰色シルト (11節）の順に見られたvD区同様、分匝い砂附の 20

/M ・ 34 /r'f 及び鉄分が沈沿した 33 培 • 35 阿の堆秘から流水の痕跡と考えられる r ， 府からは奈良時

代～平安時代の辿物が出十＿した。

(5) F-1区の検出遺構

F区では、F-1区で自然流路が検出される一方、F-2区 ・F-3区では安定した基盤1吾が確諮され、逍

構が検出された。F-1区は、約 140m X約 3.0mの長）j形の調査区である。

F-1区南側 (Fig.44) F-1区において、3居以卜の基本）箇位は SR02を挟んだ南北で異なる。内側

は、表土、茶褐色粘 t(3層）、灰褐色枯土 (I7陪） 、茶褐色粘土 (21培）、褐色粘土 (22I舒）、茶

褐色粘ヒ (27屈） 、明茶褐色粘上 (30陪）、明褐色粘土 (40府）である＾22陪、27駁、 30府は奈良

時代～鎌倉時代の辿物包含胴である。なお南照で明灰色砂 (36IM）、明茶褐色砂 (37附）、茶褐色

粘十 (38陪） 、暗茶褐色粘土 (39陪）に相‘りする落ち込みが見られたが、逍物が出土せず北側の立

ち上がりが SROIによって切られて不明であることから 、自然に形成されたものか人為的なもので

あるかは判断できなかった。

SR02 (Fig.44) 調査区南寄りで検出された束西方向の自然流路である。3)藩と 9胴に挟まれる形

で検出された。各土IMについて詳述は省くが、大きく 1期 (Fig.45-i培～viii/料）、2期 (Fig.45-ix阿

-Xii附） 、3期 (Fig.45-X iii界～ Xviii/曽）の 3段階に分けられる。なお、変遷時期は細分できる可

能性がある。規模については、3時期合わせた最大幅が約 7.2m、地表面からの深さは約 1.6mで

あった。鉄分の沈浩や砂の見られる地1けが堆粕を続けているため、時期により流路を細かく変えて

機能していたと考えられる。また 3期では、 9I杓及び黒色粘質土 (10陪）を削り込んで形成されて

おり 、F-1区周辺では比較的規校の大きい流路であったと考えられる。追物はほとんど出上しな

かったため、時期等は不明である。

F-1区北側 (Fig.44) 調杏に北側の基本陪位は、表土、茶褐色枯土 (3思） 、茶褐色砂 (23肪）、

灰オリープ枯十 (28層） 、明茶灰色細砂 (29)料） 、橙色砂 (3311'4）、 1:1)］）火色砂 (34層）、淡灰色シル

ト (9培）である。SR02以北では砂府の 23附、29陪、34層や鉄分沈着の 33府が見られることから、

SR02と時期が異なる流水の痕跡と考えられる。 また、時期不明の耕作土と考えられる 28~が砂）杓

である 23阿と 29府に挟まれる形で存仕しているため、流水と耕作を繰り返す土地利用形態が想定

される。

(6) F-2区の検出追構

F-2区では、安定した基盤暫とともに比較的多くの追構が検出されている。調査区は当初、長方形

であったが、遺構が多く確認されたため拡張し、東西約 6.0m、南北約 7.4mの台形となった。基本
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3 c~F区の追構
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’こǸJ - PN - -ぃ

s /--‘・;： “'’ ／ ， 
lカクラン，ヽ

ぶ令 ＼ I;;: ヽ̀.—•9’ 
’̀’’ 

0ャ

s s 6C lz で

9£ て

99で l£ 99 

工●
5 9 " 

1 100 4m 

Fig.44 F-1区全体固

50 



第2* 検出辿構
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3 c~F区の遺構
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s o 

／村位は Fig.45に記した。表土、茶褐色粘土 (3阿）、褐色粘土 (22I沿）、茶褐色粘七 (27附）、暗茶褐

色粘土 (30陪）、明茶褐色粘土 (32陪）、黒茶褐色粘土 (JO膀）、緑灰色シルト (II居）である。22附、

27 I悦、 30層は奈良時代～鎌倉時代の包含庖である。なお、調査区[}、jには樅乱が数箇所見られた。

SK04 (Fig.46) 調査区のほぽ中央で検出された。直径約 1.9m、深さ約 0.2mであった。 32肘を

掘り込んでおり、埋士は茶褐色粘上である。遺物（Fig.69-533~ 541)は須恵器藩や上tili器甕、土錘

が出七したことから、 SK04の時期は 8世紀末～ 9世紀前半頃と考えられる。

SK05 (Fig.45) 調査区東端で約十分を検出した。 SKOSは切 り合い関係から SD26より新 しい。

埋土は茶掲色粘土 (Fig.45-iii IM）、明灰褐色粘:1-＿ (Fig.45-iv洞）であった。追物 (Fig.69-542・ 543) 
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第2i';t I灸IU辿構

は 1：師器とともに由茶碗力叶1i-1：したため、鎌介時代の迅梢と名えられる

SK06 (Fig.46) SK06は SK04の東隣に位附し、 lは大径約 1.1m、深さ 0.1mの桁円形を 1立する浅

ぃ thtである 埋七は茶褐色粘土で、追物 （Fig.69-544-548)は」：師器杯や売か出土した SK06 

の時期は 8世紀木～ 9 I仕紀,iii‘|'：頃と衿えられる

S026 (Fig.46) F-2区北‘，がりで検出された＾東,1り方向に約 6mを品庫した。30I,1{｝文び32h‘1iを拙り

込んで形成されJll!.+．は明茶褐色粘 I・.(Fig.45-i M)である 船約 Im、深さ約 0.4mであったツ追

物 (Fig.69-549-553) は占代の須忠悩党や十．錘とともに近111:1:iJ器が検出された また、溝の長刺lが

現在の地割と近似していることから、 SD26は近1仕以降の掘削と考えられる。

その他の遺構 F-2 区南側llで小穴を 2 枯検出した。—-I消IIit怜片が出上し、奈良時代～平安時代と考

えられる なお、逍査区lfiil!ljでは平r(fi形がはっきりしない迅構が多かった よって辿構として捉え

たものの中には、 [I然地形の低位部ないしは窪地へ逍物が溜まったものも含まれると考えられる
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3 C-FIべの近構

(7) F-3区の検出遺構

調査対象地の最も北側に位置する調査区であるっ検出辿構は SE05のみであった。調査区は 5.0

m x2.0mの長方形として設定したが、 SEOS検出に伴い、追構部分を拡張した。基本陪位は Fig.45

に示す。表土、黄褐色砂 (18層）、暗灰色粘土 (19層）、灰褐色粘土 (20層）、緑灰色粘 I:(24序）、

斉灰色砂 (25層） 、明灰褐色粘土 (26層）、茶褐色粘土 (27恩）、淡灰色シルト (9層）、黒色粘土

(10思）、黒灰色粘土 (14胴）である。19恩、 20陪、 26陪、 27屈は奈良時代～鎌合時代の包合居で

ある。なお、青灰色粘土 (41層）、黒茶色粘土 (42層）は井戸埋没後の批乱と考えられる。

SE05 (Fig.47) 直径は約 2.2m、深さは約 1.2mの断面 U字形を呈する素掘りの井戸である。27

陪、9暦、10陪を掘り込んで形成される。埋土は明茶褐色粘七 (Fig.47-1附）、灰白色粘土 (Fig.47-2

胴） 、茶褐色粘土 (Fig.47-3層）、灰褐色粘土 (Fig.47-4熙）、黒灰色シルト (Fig.47-5陪）、灰色シル

ト (Fig.47-6層）である。断面の観察より、粘土府を允坦する日裕 (I附～ 4思） とシルト附であ

る下附 (sIi ・ 6厨）では埋没に時期差があると考えられた。なお、迫物 (Fig,69-564~ 571) につ

いては 1陪～ 61輯で奈良時代～鎌倉時代の迎物が混在して出土 した。追構の時期は 13t廿紀前半と

考えられる。

小 結 c区～ F区では、遺構密度が A区及び B区に比べると低くなる傾向にある。中でも 、C

区～ F-1区では遺構があまり見られず、砂爵の堆積が多く見られ F-1区では比較的大規模な自然流

路が検出されたため、流水が度重なる不安定な地域であったと考えられる。一方、 F-2区及び F-3区

ではまとまった逍梢が検出された。溝や上坑が中心であり、遺物も砕片が多かった。よって、集落

域からは店干離れた地であるとともに、井戸や七錘が検出されたことから、奈良時代～鎌倉時代に

おいて耕作や漁労が営まれていたと考えられる。
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第 3章 出土遺物

ー A区の出土遺物

(1)弥生時代の追物(Fig.48)

l~14は弥生土器である。1は弥生時代前期のu]能性がある甕であり 、外面には条痕文が見られる。

2は弥生時代中期の甕である。3~ 14は弥生時代後期の土器である。3はSE02出土の小壷である。4

~ 11は壷、12は高坪である。6は折返しU縁壷の「l縁部片で、U縁部内面と端部に刺突文が施され

る。9・ 10は9「i部片であり 、ともに文様構成は波状文と横線文となる。13・ 14はSXOIから出上した

上器である。13は高杯であり 、杯部は下部で屈曲し稜を持ち、杯部と脚部ともに外面はミガキ調整

される。14は台付甕である。）Lみを帯びた1本部を持ち、口縁部は弱く外反し）しくおさめるもので、

端部には刺突が施される。15・ 16はSROIから出七した弥生時代終末期 （元屋敷 I式期）の」器で、

SROlの形成時期を伝える賓料である。15は乱杯の脚部であり 、「ハ」の字状に1丼lく器形で、透かし

は 3方向にあいている。比較的精良な胎 1-．で、器壁は薄く仕上げられている。16は S字状口縁甍の

u緑部片である。II縁部外面には押引刺突文が見られ、外面はハケメ 、内面はヨコハケ調整される。

その特徴から、S字甍 A類と考えられる （赤塚 1990)。
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1 Al~の出1：逍物

(2)古墳時代～平安時代の出土逍物(Fig.49~ Fig.66) 

SD06出土遺物概要 Fig.49-17 ~ Fig.56-239、Fig.62-403~ Fig.63-433はSD06出七の辿物であり、そ

の内、 17~53、403がート脳、 54~161、404~417が中）道、 162~210、418~427が上陪、 211~239、428

~433がSD06内から出tした。

SX08 (SD06下層）出土遺物 17~30、403はSD06F}曽で検出した SX08出上の遥物である。29・ 

30 ・ 403を除いて須恵器であり、 17~19は坪盗で、 18と19には大型の扁平宜珠形の摘みが残る。20・ 

21は有台杯身であり、底部が丸みを持つもの(20)と乎らなもの(21)がみられる。他に碗(22・23)、

壷(24~26)、甕(27・28)が出土している。 これらの須恵器は．杯盗や1i台杯身の特徴から、遠江編

年V-2~3期（鈴木敏2004・2005)にかけてのものと考えられる。 29は8I仕紀代の土師器甕 • 30 が台付

甕である。403は懸書土器であり、土師器杯身の底部に思内される。この他に、桃核が45点以上出

上している。

SX09 (SD06下層）出土遺物 31 ・ 32はSD06下1苦で検出した SX09出七の追物である。いずれも 1こ

師器であり、 31が杯身、 32が有台盤である。

SD06下層出土遺物 33~53はSD06下囲から出土した辿物である。 33~35は須恵器である。33は

杯塙で、大型の偏平宝珠形の摘みが残る 3^4・ 35は有台坪身である。34は腰部で屈訓し直線的に立

ち上がる1本部を持つもので、底部は高台より Fに出るようである。35は口緑部が外反する碗）fクの岱

形を持つもので、底部にはヘラ記号がみられる。36~ 38は上師器で、 37は把手が付く器形で、鉢

もしくは甕である。39~41は土製品であり、 39は帳形、 40は翡坪形、41は人形か土馬である。42

~53は製塩土器であり、出土したものはU縁部や1本部の破片で、底部や脚部の破片はみられな

かった。出士した製塩十＿器は、いずれも胎上が精良なもので、 LI縁端部に面を持つものと丸くおさ

まるものがみられる。また、調整は外面がユビオサエ、内面はナデを基本とするが、 45には外面に

布の圧痕も確認できる。この他に1刈示しなかったが休部片が2点出土した。SD06下層から出七した

迫物は、須恵器の特徴から遠江紺年V-3期のものであり 、実年代とすると 8|II：紀中頃と考えられる。

SX03 (SD06中層）出土遺物 54 ~ 57、404、413はSD06中層で検出した SX03W,士の追物である。

54 ~ 56は須忠器であり、 54が皿、 55・ 56は亜である"57は j・師器甕である。404・ 413は累占じ上器

である。413は須恵器皿の底部に「長」の氾ー』：が確認できる。

SX04 (SD06中層）出土遺物 58 ~ 61はSD06「日円で検出した SX04出土の逍物である 58 ~ 60 

は須恵器で、 58・ 59 は壷、 60 は甕である 。 6 1 は 1••製品の碗形である

SX05 (SD06中層）出土遺物 62 ~ 70は SD06叶骨1で検出した SX05出上の追物である。62~ 69 

は須恵器である。62は杯蓋で、扁平宝珠形の摘みが付き、器形が笠形で「l縁部はEl）]瞭に屈冊する。

63 ~ 65は有台杯身で、腰部が屈曲 し底部が高台より下に突出するものと しないものが出土してい

る。これらは遠江編年V-2 ~ 3期にかけてのものと考えられる C 66 • 67は箱坪で、 67の底部には

ヘラ記りが付される。69は有台迎で、 1本部中位には列点文がみられる。70は土師器杯身であり、ハ

の字状に開く体部で11緑端祁に沈線がみられる。

SX06 (SD06中層）出土遺物 71~84、405・ 406はSD06中陪で検出 した SX06出上の磁物である。
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l A区の出土迫物

[
 

、丁― ▽ s:,,:03 57 

r
>

ーーロ／ 二
〗

/
J
 

SX04 59 

＼ 
sxos 64 

冒

¥三-/
sxos66 

SX0568 

＼ SX05 70 、、
／ニ ニSX06 71 SX06 73 

SX0569 

こ』
SX06 74 

□ J SX06 77 

¥-―主ーノ

ど゜
／ SX07 85 

夏 SX07 86 

ニ—SX06 75 
＼ 

SX06 78 

>--
l

-~ 

SX06 83 

＼ ノ'
SX07 87 ＼＝ SX07 88 0 

SXOJ 56 SX04 58 

乙二二「＝ヘ
SX0562 

ロニーノSX0563 

□ 

ロ乙こ言コニ、
SX06 72 

こ .:.iSX06 76 
ロンSX06 79 

ロSX0(，82 
叩SX0684 

こSX07 89 

▽ SX0790 

1. 4 

門り
砲)SX07 91 

20cm 

Fig.50 SD06中陪 SX03・ 04 ・ 05 ・ 06 ・ 07出土追物

58 



71~8Iは須恵器であり、.71 ・ 72が杯蓋、 73~77が箱

坪、 78~80が碗である。81の水摘は．口縁端部と把

手を欠損するがほぽ完形である。405・ 406は忍害七

器である。405は須恵器箱杯の底部に提書され、欠

損部が多く判読は難しいが、 「北家」の可能性があ

る。これら SX06出土の追物は、須恵器の特徴から

遠；［編年VI-I期のものと考えられる。

第 3~ 出上逍物
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Fig.SI SD06形成期辿物

SX07 (SD06中層）出土遺物 85~9IはSD06中附で検出した SX07出土の遺物である。85~87は

須恵器で、 85が杯蓋 86が有台坪身、 87か碗である。88~90は土師器杯身、 91は陶馬の脚部片で

ある。

SD06形成期遺物 92~95は古墳時代の須悲器である。いずれも SD06中胴出土であるが、 SD06

の形成時期を示すものと考えられる。92・ 93は坪蓋である。92は半円形の体部を持つもので、天井

部とn縁部の災界は不明瞭である。93も同様の器形を持つ杯盗と考えられる。ともに遠江編年llI期

末葉～IV期前葉のものである。94.95は杯身である。94は弧状を呈するイ本部に、内傾する口縁部を

持つもので、 III期未葉の時期が考えられる。95はやや扁平なイ本部に、短く内傾する口縁部を持つも

ので、 LJ縁部の立ち上がりは受け部の高さを若干上皿る程度である。底部は周辺のみヘラケズリ

潤整される。その特徴からW期前菜と考えられる。

SD06中層出土遺物 96~161、407~412、414~417はSD06中恩から出土した迫物である。96~

111は須恵器であり、 96・ 97が林蓋、 98・ 99が布台杯身、 100~103が箱杯である。104~107は碗で

あり、 I04 ・ I 05 ・ I 07は口縁部の特徴から銃形と考えられる。108は小型の壷で、底部には糸切り痕

が確認できる。109は壷の頸部片である。110は甍の頸部片であるが、縦方向に 2条の沈線が施され

ており、円面硯の脚部である可能性も考えられる。111は1り面硯の脚部から外堤にかけての破片で

ある。中型の圏足硯で、脚部には幅の狭い透かしが見られるが、大きさや数は不明である。脚部

ヒ部の凸帯は鍔状に広がる。112~113は七師器である。112は杯蓋で、外面からU縁部まで赤彩さ

れる。113は有台杯身であり、肉面に漆が付箔する。114~122は坪身である。器形には、1本部が

―ハ」の字状に開くもの (I14~ I 16、120、122) とイ本部が内湾気味に立ち上がるもの (I17 ・ 118、121)、

｛本部が内洗するもの (I19)が確認できる。また、 116と 119には内面に暗文が施され、占い様相が

みられる。その他、 123・ 124は皿` 125・ 126は邸盤、 127~129は甕である。130~133は鉢であり 、

132 ・ 133には耳が付く 。134~140は土製品で、134~137が碗形、138が泊j杯形、 139・ 140が杯形で

ある。141は砥石である。

142~16]は製塩土器の口縁部片である。SD06r"附と同様に底部や脚部の破片は確認できなかっ

た。出土した製塩土器には、胎土が精良なもの (142~159) と砂粒が多く含まれるもの (160・ 

161)がある。また、 17縁部形態には、端部に面をもつもの (142・ 143、147、154~156) と端部が

尖るもの (144~146、148~153、157~161)があり、前者に比べ後者の器壁は薄く仕上げられる。他

に図示しなかったがイ本部片が3点出十．した。

407~412、414~417は褐害土器である。407~409は須恵器杯臨の内面、410は須恵器布台杯身の
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第3収 1，1¥Iiii物

底部、411・ 412は須恵器箱杯の底部、 414は須恵器lillの底部、415は上師器坪盗の内面、 416は」胤j

器皿の底部、 417は上師器杯身の体部にそれぞれ黒害される。

SX02 (SD06上層）出土遺物 162~ 184、418~420は SD06上丹で検出した SX02出土の辿物であ

る。162~173は須忠器である。162~164は杯薙であり 、いずれも器形は扁平で、「l縁部の折り返し

は小さく断面が二角形状のものである。また、 162には小型の窄珠形摘みが付く 。これらの杯盗は、

その特徴から迫汀編年W期のものと考えられる。165・ 166は碗であ り、166の底部には糸切り痕が

残る。167~169は箱杯であるが、 169は口縁部などの特徴から銃形と考えられる。170・ 171は1Illで

あり 、内而する器形 (I70) と匝線的に立ち上がる器形 (I71)が出 tしているc 他に 172の壷と

173の甕がある。174~182は 1・＿師器である。174は杯身、 175・ 176は皿、 177~182は甕である。こ

れらの上師器は、器種や器形などの特徴から、遠江枷年＼11期に併行する時期のものと考えられる。

184は棒状の鉄製品であるが、用途は不明である。

418~420は掛甚上器である。418は須恵器lll1の底部に「北」の出舌がみられ、その下にもう一文

字続きそうであるため、 「北家」の褐内：の nj能性がある。419は上師器杯蓋の内面に 「Jt」の悶害が

みられるが、文字ではなく記号の可能性が考えられる。420は内而に 「北家」の団4Fがみられる須
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l A区の出土遺物

恵器杯蓋である。420は扁平な器形で、 n縁部は折り返しが小さく断面三角形状となるもので、遠

江編年VI期の特徴を持つ杯蓋である。そのため、この遺物から、少なくとも SD06が機能していた

9世紀初頭まで、「北家」という名称が使用されていたことがわかる。

SD06上層出士遺物 185~2]0、421~429は SD06上層から出土した逍物である。185~190は須恵

器で、 185が有台杯身、 186・ 187は箱坪であるが、口縁部などの特徴から銃形と考えられる。188・ 

189は碗であり、 189は底部に糸切り痕を残す。190は無台の盤であり、底部はヘラケズリ調整され

る。191~206は土師器である。191は杯蓋で、外面にはミガキが入り、赤彩されている。 192~20I

は杯身であり 、器高が低い浅身の器形 (192~199)と器高が高く箱杯状になる器形 (200・ 201)が

みられる。202・ 203は皿であり、 203はn縁端部に面を持ち外側につまみだされる口縁部を持つc

204 ・ 205は口縁部がラッパ状に開く鉢である。207~210は土製品で、 207が甑形、 208が碗形、 209

が杯形、210が人形である。210の人形は、目を剌突により表現し、測面には枯土が張り付けられ、
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耳状のものが表現されている。

421 ~429は閲料土器である。421は須思器箱坪の底部に提害がみられるもので、字数は不明であ

るが記号と考えられる。類似するものには 441や 445があり 、MIl天文字などの特殊な文字の可能性

もある。422は須恵器箱坪で、底部に 「北家」の墨害が判読できる。423・ 424は須恵器碗で、どち

らも底部に墨害されるが判読はできなかった。425は須恵器皿の底部に二文字墨害されるもので、

ーー文字目は 「四」 と判読できる。426は土師器杯蓄の内面に墨害されるが、字数も含め判読はでき

なかった。427は上師器llilの底部、428は須恵器箱杯の底部に墨曹され、ともに判読不明であるが、

427は記号の u［能性がある。428は内面に墨痕も確認でき転用硯として使用されていたと考えられ

る。429は須恵器碗または皿の内面底部に嬰害されるが、文字は判読できなかった。
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SD06じ阿からは遠江編年V1期の遺物を中心に出上 しており 、実年代では 8恨紀後半から 9•世紀

初頭が SD06日蔚の堆秘した時期と考えられるし

SD06出土遺物 211 ~239、430~433は SDO6出土の追物である 211~224は須恵器で、 211が杯

蓋、 212~214か箱坪、 215が有台盤である。216~218は壷であり、 217・ 218はいわゆる壷 Gと呼ば

れるものである。219は鉢、 220は甕である。221~223は転用硯であ り、221・ 222は杯澁、 223は盤

を利用している。224は獣足であ り、形や大きさから獣脚付壷の脚部と考えられる。225~228は1

帥器で、225が皿 226が沐身、 227が蒻盤、 228が甕である＾229~233は製塩上器であり、いずれ

も胎土が精良なものである。234は土錘である。235は灰釉陶器段皿である。内面に灰釉がハケ旅り
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第3収出上辿物

されており 、黒笹 14号窯式のものと考えられる。430~433は渇瞥上器である。430は須恵器杯蓋の

l}、]面に「大」 、 43 1 は須恵器杯蓋の外面に「中」の黒古がみられる~ 432は箱杯もしくはJJllの底部、

433が［：帥器の杓面に墨書され、432は判読不明であるが、433は鳩画の可能性も考えられる

SR01 II層出土遺物 Fig.57-240~261、Fig.64-434~450はSROJIl咽出士の追物である。240~258

は須恵器である。240・ 241は財溢で、いずれも摘みは残っていない。242・ 243は有台杯身、244~

246は箱坪である。247~249は無台碗であり 、249には内面に「十」字状の刻・占が施される。250は

且部を欠担するが及耳杯であり、 251・ 252は銃形、 253は皿であるぐこれらの須恵料は、いずれも

遠江紺年V-2 ~ VI期にかけてのものである。256・ 257は転用硯で、坪蓋の杓面を硯面として使用し

ている。 258は陶馬で、頭部から胴部にかけて残＃し 、脚部は欠損する。手柄を線刻で表現し、鞍

は剥離しているが、粘土を張り付けて表現していたようである。その特徴から迪i-［編年V-2 ~ 3 

期と考えられる。 259は上師器の布台杯身で、内外面赤彩される。260・ 261は土製品であり 、260が

森杯形、261が上錘である。

434~450は悶杏土器である。いずれも須恵器で、器種は茶や箱杯、盤、皿などであるが、箱杯
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に黒柑される例が多い。屈掛は判読不明のものが多数を占めるが、その中で438・ 450は 「北家」

と判読でき、 442も「北家」の可能性がある。また、 441・ 445は記号と見られるが、則天文字など

の特殊な文字の可能性も考えられる。掛背土器の時期はV-3期以降であり、 III箇出七の迫物の様

相から、 VI期におさまると考えられる。

SR01 I庖出土遺物 262 ~402 (Fig.58~ Fig.61)、Fig.64-451~461は SROI I庖出jー．の追物である。

262~301は須忠器である。262~267は杯盗で、いずれも偏平な器形となり、口縁部の折 り返しは小

さく 1祈面が＝g 角形状となる。時期は遠江編年V1期のものと考えられる。268~270は有台杯身、 271

~277は箱杯、 278・ 279は無台碗、 280~ 288はJilL.盤で、遠江編年V~VII期にかけてのものである。

他の器稲には壷 (289-292)、鉢 (293)、甍 (294~296)がある。297~299は円l箇硯である。297は

脚部に剥離の痕跡が見られることから蹄脚硯と考えられる。人型の圏足硯で、脚部から、海部まで残

存している。脚部には幅の狭い透が施され、復元すると 20以ヒの透があったと見られる。298は中
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筍3i位 ll＼上逍物

刑の圏足硯で、脚部から海部までの破片である。胎 Lなどの特徴から猿投窯産と考えられ、外堤と

硯部内面には自然釉がかかるため、裏返して焼成されたことがわかる 。脚部には輻の狭い透かしが

施され、多数の透かしが巡っていたとみられる。299は無脚硯であるが、全体の五分の一程1とが残

る骰料であるため、独立した脚が付く可能性も残る。外捉から硯l而まで残る狩料であり、全休形が

復）じできる。器形は、硯面が内側に向かって傾斜し 、海部は硯面との段差と外堤により作りだされ

ている。また、硯而は磨滅しており 1史）llされていたとみられ、硯部裏面には自然袖がかかり 、公返

して焼成されたことがわかる。300は風字硯で、硯園が縦に二割される二I紺風字硯である。脚部は

味い凸帯が硯尻に付され、硯血は）告滅し、使川の痕跡がみられる。また、姐灼器として報告してい
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1 Alメ：の出七迎物
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るが、焼成状態などからは灰釉陶器の可能l卜もある。301は朱が付沿する転用硯であり、林盗の内

而を利用している 302 ~317、349・ 350は 1-．師器である。302・ 303は有台杯身、 304~307は杯身

である。308~3l2はml、313は凶盤であり、 312の内面には漆が付滸している。 これらの土師器は

おおむね 8世紀後1'；~9 IIt紀初頭の時期のものと考えられる。315~317、349・ 350は史であり、349・ 

350は沼郷那甕と呼ばれるものである 322~348は灰釉陶器である。322~341は碗、 342は段皿、

343 ・ 344はllllであり、 324~329、342~344が黒笹 14号窯式、 322、323、330~333、335~338が黒

統 90号窯式、 334、339~341が折戸 53号窯式のものである。他に水瓶 (345）、小壷 (346)、平瓶

(347 ・ 348) がある。

451 ~461は提昔」器であり 、45t ~455が須恵器、 456~458が灰釉陶器、 459~46Iが山茶碗であ

る。息杏は、 451が内1Hi、456が外面イ本部に性かれる他は、いずれも外面底部に摂害される。多くは

判読不明であるが、 451、454・ 455は 「北」 と判説でき、 II彫出上の「北家」閲苦との関連がうか

がえる。 また、）火釉陶器や山茶碗の屯，りの多くが記号の n［能性が絲く、時期による墨川村谷の変化

が見られる。他に馬歯が 11，点と獣骨が出土している。

A区出土墨書土器 岨杏七器については一部前述したが、宮竹野際遺跡の性格を知る上で煎要な

追物であるため再度触れる 。 今同 A~からは 59 点の姐魯上器が出 t した。 (Tab.2) 上器の種類は

須恵器が43点、土師器が 10点、灰釉陶器が 3点、山茶碗が 3点である。記載部位は、広盗は 1点

が外面に出占される他はすべて内面であり、その他の器釉は 3点が内面底部、 1点が外Illi1本部であ

る他はすべて外面底部である。今Iul出士した岨害士器の年代は、須恵器や土師器が遠江編年 V-3 

~VI期にかけてのもので、実年代で 8ill：紀後半～ 9世紀初頭頃の造物である。 また、灰袖陶器は黒

笹 14り窯式 ～折戸 53号粥式、山茶碗は 13世紀代のものであり、輻広い時期の規湘上器が出上し

二 口 ＼ 
SI 01 464 

こ SFOl 465 

文 Sl(Ol 466 

、t=弓
SIヽ02468

＼ Sl'OI 467 ニニ□4SKO3469 
、¥ ’

470 

‘1 仁
SllOI 472 

＼幻
SDOI 471 

二 t SI)05474 
＼ Sl)（）5475 

5[)05 473 

＼ 
SD05 476 

文二丘ク
Sl)05 477 

¥―喜二:
Sl>OS 478 

14 20cm 

Fig.65 Alメ．造構出 lこ追物

73 



1 AlをのII¥上追物

ているが、須恵器や上師器などの 8ilt紀後半

~9世紀初頭の土器が多数を占めている。

出土した墨杏土器のなかで特筆されるのは

「北家」湛性である。「北家」と判読できるも

のは 420・ 422 ・ 438 ・ 450である。 さらに、

「北家」の可能性がある土器としては 405・ 

410 ・ 415 ・ 416 ・ 418 ・ 442 ・ 451 ・ 454 ・ 455カゞ

ある。これら「北家」竪内は施設名を表して

、 ニコニー
．． 

479 ニ
ロこ三

゜
• 1 4 

15cm 
I 

Fig.66 A区包含培りJIt追物

いる可能性が高く、古代における宮竹野際姐跡の性格と直接関係してくる追物である。また、同

様の事例として梶了•北遺跡で出土した 「南家」黒沓士器があり 、 郡家の施設を 「方位 ＋ 家」で表

現していたとみられる。

「北家」以外で判読できた文字としては、 413の 「長□□ （記号）」や425の「口四」、430の 「大」、

431の 「中」、 434の 「高野口」、 439の 「大口」 がある。多くは意味を捉え難いものであるが、 434

の 「高野口」 は地名または人名の可能性が考えられる。

A区遺構出土遺物 Fig.65-462 ~478はA 区の追構出土の追物である。468はSK02出」：の上師器布

台杯身、 469はSK03出土の須恵器壷である。470~472はSDOl出七の追物である。470は須忠器碗

であり、底部はヘラ切り未調整である。時期は遠江編年V期と考えられる。473~478はSD05出土

の辿物である。473は須恵器箱坪であ り、底部は周辺部を残してケズリ調整される。

A区包含層出土遺物 Fig.66-479~482はA 区の包含附から出上した逍物である。479は須恵器皿

であり、 480は土師器有台坪身であるc この他に馬歯が4点出＋．している。

(3)鎌倉時代以降の遺物 (Fig.56・ 60 ・ 65 ・ 66) 

236~239はSD06出土の山茶碗である。上陪からの混人品と考えられる。 236~238が碗、 239が小

Jlil.である。いずれも 12世紀後半～13ilt紀初頭頃のものと考えられる。 351~390はSROII陪出上

の山茶碗である。351~385は碗、 386・ 387は小碗、 388~390は小皿で、12但紀後半～13世紀後半ま

でのものが出土している。391~396は貿易陶磁器である。391は肯白磁合チであり 、内面と受u部

を除く外面体部に施釉される。392は白磁碗であり、大宰府分類V1Il類（太宰府市教育委員会2000)

のもので、内面底部にのみ施釉され、固囲を珠状に釉剥ぎしている。393~396は龍泉窯系脊磁碗で

ある。393・ 394は削花文碗、 395・ 396は蓮弁文碗である。397・ 398は渥美窯産の亥ll花文壷である。

いずれもイ本部ヒ半の破片であり、草花文が箆内：きされる。402は銅銭で、北宋銭の元翌通宝（初鋳

1078年）である。462~467はSEO!出土の造物である。462~467は山茶碗であり、462~465が碗、466・ 

467が小Jlil.である。いずれも 13世紀前半頃の逍物と考えられる。この他、馬歯が 1点出土してい

る。471・ 472はSDOI出土の山茶碗であり 、13-jll：紀代の年代が考えられる。474~478はSD05から

出上した山茶碗である。474が碗で、 13世紀前半のものである。475・ 476は小碗であり 、12世紀後

半頃のもので、 476の裔台には籾痕がみられる。477は小Ull、478は鉢である。 481・ 482は A区包

含層より出土した山茶碗である。
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2 Blえの出土辿物

1) 奈良時代～平安時代の遺物 Fig.67 ・ 68 

B区遺構出土遺物 483~ 520は BIX：の逍構出 1：逍物である 483-490はSIIO]出 1:0)逍物である

483は SP20/II I.の須屯器林社、484・ -1-85［ょ SP2211i上の須忠邪て、484は杯身、485ぱ皿である 486 

は SP23/1¥ lの 1一師器杯禄である 487~490は杜痕もしくはt芯坂である 487が SPl8、488が SP20、

489が SP23、490が SP25から出士した 491 ・ 492は SP27出 Kの辿物で、491が 1．．師器杯身、492が

J・・t,ti器1111である 493 d: SP33 Ii¥土の須恵沿杯盗である 494 ・ -1-95はSDl7tli土の辿物て、494か．t

帥器売、 495は 1,．製品であるが、どのような器種か不Ililである 496は S020出上の須恵岱杯身であ

る 497-498はSE03II,1 !：の追物である J 497 ・ 498は上製品で、497か杯形、498が，・.":jt不形てあり 、 ド

k、1からの混入品とみられる 511は l：師喘て、沿郷刑兜と呼ばれるものである 512は 1-．f面である

514~5l8はSX11 1'H I．．の追物である 514ぱ須屯ル：fj[ll、515は利しも器史である 516~ 5l8は灰hll陶

悩碗であ•) 、 想符 90 i}窯式～折Ji53号烹式のものと名えられる

B区包含層出土遺物 521 ~530はB 区の他含kiから出 l：した辿物てある 521 は須忠諾：，/~:に付く耳

部である 522~525は 1こ師僻である 522が杯益、 523がイi台杯身、524・ 525が杯身である 526は

／火袖掏器碗である

(2) 鎌介時代の辿物 (Fig.67・ 68) 

499-513はSE03出 1-．の辿物である-499-510は山茶愧である -499 -505か碗、506-510が小碗で

あり 、いずれも 12世紀叶1ヒ」］～後12頃の年代が想定される C 513は木製品で、曲げ物の底板である

519 ・ 520はsxII H,I I：の迫物である 519 ・ 520は山茶碗であり、 520の底部には心号と名えられる

」か閉・』される 527-530はBlメ:の包含杓から出 l．．した追物である 527 は •t帥竹 1-．器小1lll. か

わらけ）であり 、ロクロ成形で作られ底祁には糸切り痕が残る 528・ 529は山茶碗で、528が碗、529

が鉢である 530は砥ィiである
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第31;'i: /llt辿物

3 C区～ F区の出土退物

(1) 奈良時代～平安時代の遺物 (Fig.69)

53]~577は2011年度調査で出土した辿物である。531はC-1区の包含附から出 Lした上師器杯鋭

の摘みで、外面には赤彩が施される。532は F-l区の包含肘から出土した灰柚陶器碗である .r.'.:i台

は1祈面形が三角形であり、 10llt紀以降の年代が考えられる＾533~563はF-2区から出十した磁物で

ある。 533_541 はSK04 出上の追物である ~ 533~535は須恵器であり、 533が杯蓋、 534・ 535が箱杯

である。これら須恵器の特徴はおおむね遠江編年＼11-2~VII -I期の特徴を示すC 536 ~ 540は七師器

で、536が林身、537~540は甕である C 541は t．錘である"542は SKOSから出土した土師器杯身で

ある。544~548はSK06出上の追物である。544は土師器杯身、 545~548は上師器甕であり、 8世紀

後半～ 9Ill紀初頭の追物である。549~553はSD26出上の追物である "549は須恵器甕、 550は土錘、

551は灰釉陶器碗である。554~ 563は F-2図の包含阿から出土した追物である。554~ 559は須忍

器で、554が杯益、 555が布台杯身、556・ 557が箱坪、 558・ 559が壷である。560・ 561は土師器売、

563は上錘である 564~577がF-3区から出土した辿物である。564~57IはSE05出七の辿物である

その内の 564~566は須恵器で、564が杯盗、565は杯身、566は症である。567~569は七師器で、 567

が坪身、 568がJil.l、569が泊郷型甕である"572~577はF-3区包含野から出上した逍物である。572~

574は須恵器で、 572・ 573が有台坪身、 574が盤かJillである。575は土師器杯身、 576は灰釉陶器碗

である。

(2)鎌倉時代以降の追物 (Fig.69)

543は F-2IメSK05から出十した山茶碗である C 552. 553は SD26出上の姐物である。552は近ilt

陶器の小碗、 553は土師質土器である。562は F-2区の包含陪から出上した山茶碗であるC 570 " 571 

は SE05出土の111茶碗であり 、12世紀lド頃～後半の年代が想定される V 577はf-3区包含h？から出 1-.

した山茶碗である。

［参考文献］

赤塚次郎 1990「t器・上悩／作の形威」「廻間追跡」愛知県狸蔵文化財センター調1t報告}): 第 10船

鈴木敏則 2004「静岡県下の須忠器編年」「有玉占窯」

鈴木敏illl 2005「1LH土須忠器について」げ東店林追跡j

鈴木敏llll 2009「祭祀逍物」f舞阪llff大白辿跡I

太:,g1(、［市教育委目会 2000大宰府条坊蹄XVー陶磁器分類紺一..太宰府巾ーの文化財 第49集

浜松巾文化協会 1998 1梶子北逍跡 逍物編（本文）＇

藤沢良祐 1994「山茶碗研究の現状と課題」！研究紀要」第3号 ：．重県埋蔵文化財センター
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3 C区～F区の出上迅物
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第3<'~: 出 1 ••遺物

Tab.2 宮竹野際追跡悶宵上器一屁

＇籾”了：.杏が~噌 挿図 取．k
遺構名 ・柑位等 種別

器秤 ゆ料•一
釈文 年代観 実年代 憐考

涸サ番号 番号 部位

I 403 463 S006日凶 SX08 k師器杯身 外底 て口」 V-2-3 8世紀前半

2 4い 204 SD06中附 SX03 土 師 器 杯 身 外底 T]」 V-3~Vl-1 8世紀後｀iと 記サカ

3 405 345 ・ 352 SD06中l;il SX06 須恵器箱杯 外底 rロロ」 VI-I 8IIt紀後半 「北家」ヵ

4 406 338 SD06中屈 SX06 ぼ酎器杯身 外底 r[J口J VI-111-1 8世紀後12~9iIt紀前半

407 287 SD06中附 煩．，ど器溢 内 t]、口」 \/ -3- \~-I 8枇紀後半

6 408 284 SD06 1l1r,;,', 須屯器益 内 「口」 V-3-¥1-1 8世紀後半

7 409 284 SD06'1屯1 須恵器溢 内 「巳」記号 v.3~1，1ーI 8世紀後半

8 410 284 SD06 1t'~ 須恵器 h台 H；身外J底 「ロロ」 v.3 8[1!紀中業 「北家」カ

， 411 205・284 SD06中培 須 恵 粒 箱 杯 外底 「口」 ¥1 8|U,•紀後'f.~9tlt紀？）jiji

10 412 284 S006巾彬 須 恵 器 箱 坪 外底 「口」記号 v1- \> 8世紀後半～9lll：紀

II 413 310 SD06巾1M SX03 須.'i!噂，｝『I 外／J［ 「長□し （，氾り）」 V-3-＼り 8世紀後1・，-9[It紀初頭

12 414 284 SD06中料 須忠諾 llil 外底 「E]□」 v.3~＼り 8llt紀後'l,-9世紀初頭

13 415 287 SD06中吊 土師器必 内 「口」 \~ 8世紀後’Ie~9椛紀初頭 「家」カ

14 416 284 SDI)6中柑 i．師器皿 外底 「n[1」 ¥ll 8世紀後半～9llt紀初頭 口家」カ

15 417 288 SD06中培 1．師器杯身 外底 「LJ ¥,1 8世紀後｀l~- 9ilt紀初頭

16 418 232 SD06 I:層 SX02 須恵器皿 外底 「北 ，」 ¥I! 8世紀後半ヽ9llt紀初浪

17 419 211 SD06 J::.IM SX02 土師器必 内 勺卜」 VI 8世紀後半～9世紀初頭 ，記りカ

18 420 244 SD06上料 SX02 須忠器必 lJ、J 「北家」 ¥1 8iIt紀後半-9世紀初頭

19 421 280 SD06 l·.~',j 須恵器箱杯 外底 「口n」 VI 8世紀後'1¥-9111：紀初頭 記号カ

20 422 280 SD06 Iぷ§ 須恵器箱杯 外底 「北家」 W ~11l 8世紀後半～9llt紀

21 -123 280 SD06 U'l 須恵器碗 外底 「口」 V[ 8世紀後半～9世紀初頭

22 424 280 SD06上釈 須，＇じ器碗 外底 「ロロ」 VJ 811l:紀後半-9世紀初頭

23 425 280 SD06 L陪 須恵器 IUI 外底 「[Jl!Y」 VI~11l 81り；紀後't←~9世紀 「大四」ヵ

24 426 280 SD06上榜 l:Clli器祉 内 「..J口J ¥1 8世紀後 1•'~9 flt紀初頭

25 427 280 SD06 r．彬 t師器 11ll 外IJ·~ 「口」 VI 8世紀後半～91り：紀初頭 出号カ

26 428 195 SD06上吊 須 忠 器 箱 杯 外底 「口、コ」 ＼り～＂ 81It紀後f•-9世紀 内面忠痕あり

27 429 199 SD06上柄 須恵器碗/11!1 内底 「こ」 ＼り～W 8世紀後f~9惟紀

28 430 I 10 SD06 須恵器必 内 「)<』 ＼り 8世紀後1i~9III：紀初頭

29 431 110 S006 須恵器五 外 「中」 ¥I ~VI 8世紀1iiI半～9llt紀初頭

30 432 206 SD06 須恵器箱杯／皿外底 r□J ¥/1～し11 8世紀後半～9lt紀

31 433 202 SD06 t師器 内底 「口」 イ澗J 墨画力

32 434 Ill SROI II II"! 須恵器益 内 「高野口」 \I•3~W1 8世紀後半

33 435 508 SRO! II 191 須忠器沿 内 代］」 ¥.. 3-VJ.1 & lit紀~後半 ←中」ヵ

3-1 436 382 SRO¥ H /oil 須恵岱碗 内底 ro」記り V-Vl-1 8世紀初頭～81It紀後半

35 437 175 SROl ll枡 須恵器箱杯 外底 r□[』 VI-I 8世紀後半

36 438 175 SROI II培 須必器箱杯 外底 「北家口」 ¥l -l'D 8IIt紀後半～9世紀 「北家久」カ

37 439 387 SRO! II層 須恵骰箱杯 外底 「大勺」 Vl-1 81It紀後半

38 440 382 SROI IT屈 須恵辟箱杯 外底 口」 VI-I 8世紀後’I2

39 441 289 SROI □培 須恵器箱杯 外底 口」 VI-I 8世紀後半 記サカ

40 442 289 SROI II ~'1 須患岱箱杯 外底 「ロロ」 VI-I'Il 8世紀後半～9世紀 「北家」カ

41 443 508 SROI Il /o;il 須 屯 器 箱杯 外底 「ロロ」 ¥1 • l 81U:紀後1.. 

42 444 302 SRO!"駁 須恵器箱杯 外底 「ロロ」 v1-1n 8世紀後半～9111;紀

43 445 304 SROI □ ~ 須恵器箱杯 外底 r□」 VI~＼1l 8世紀後半～9世紀 記サカ

44 446 505 SROI II JM 須恵岱箱杯 外底 「口」 VI 8iIt紀後半-9世紀初頭

45 447 383 SROI JI /M 須必笞箱杯 外底 r□」 \1-\~ 8 111••紀後＇ド～9世紀

46 448 303 SROI II層 須 恵 器 箱杯 外底 ro」 VI 8iIt紀後半～91il：紀初頭

47 449 310 SROI IIM ;fl恵．器盤 外底 「O」 VI 8憔紀後半～9lli：紀初頭

4¥1 450 3%1 ・ 383 SR01 ll lfl 頌忠器 llll 外底 「北家」 VI 8世紀後半～9世紀1'）)9.ti• 「北家njカ

-19 451 156 SROI I "'1 須恵器社 内 「北 」 v-v1 8世紀餅J'i"-91it紀初頭 「北家」ヵ

50 452 43 SROI I ~'4 須 恵 器 箱杯 外底 r□L」 \ ' -3-\~-I 8世紀後＇ド

51 453 102 SRO! I ~ 須 恵 器 箱杯 外底 「口」 VI ~ 11 8IIt紀後半-9世紀 「J久」ヵ

52 454 162 SROI l /l'l 須恵器 Jill／杯身 外底 「北コ」 ¥1 ~ IIl 8IIt紀後半～9世紀

53 455 103 SROI I層 依 恵 器 箱杯 外／i（ 「北口」 ¥，1 -1 8世紀後半

54 456 287 SROI I);,.! 灰 釉 枷 器 皿 外恨I] r口」 \>-21K90l 9世紀後．t
55 457 289 SRO! l府 灰袖陶器碗 外底 「外」 111-11053) 10世紀前半 記リ・カ

56 458 286 SRO! I IN 灰袖陶器碗 外底 「口」記号 ¥).J IK14) 9世紀前半

57 459 92 SROI I層 山茶碗碗 外底 「口． 13 Lil••紀後半 記り・カ

58 -160 89 SRO! I粉 ll1茶 碗 碗 外底 「OJ,ic'.り 13世紀後半

59 461 125 SROI I ~l 山茶碗小Ill 外底 「l・ J 13世紀前半

60 520 629 SXII 山茶碗碗 外底 「口』記号 13世紀後半
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第 4章分析

汐見真 白111祈泰子（株）吉田生物研究所

はじめに

今回は、宮竹野際迫跡より出上した木製品の樹種について調究を行なった＾

1 試料

試料は浜松市宮竹野際追跡 B厄SE03から出土した曲げ物 1点、 B区SHO]から出士した柱痕もし

くは礎板 4点の合計 5点である。

2 観察方法

剃）Jで木n（横断頂i)、柾目（放射l折面）、板ll （接線断面）の各切片を採取し、永久プレパラー

トを作製した。このプレパラートを顕微鋭で観察して同定したc

3 結果

樹種同定結果（針菜樹3種）の衷と顕微鋭写冥を示し、以下に各柾の宅な解剖学的特徴を記す。

(l) イチイ科カヤ属カヤ (To1Tcyanucif"era Sieb. et Zucc) 

（辿物 No.2~ 4) 

('/cf.具 No.2~ 4) 

木nでは仮追管を持ち、早材から晩材への移行は緩やかであった。晩材部は狭く年輪界は比較

的不明瞭である e 軸方向柔細胞を欠く 。柾甘では放射組織の分野嘩孔はヒノキ型で 1分野に 1~4

個ある。仮追管の壁には対になった螺旋肥匝が{f在する 板［」では放射組織はすべて単列であった。

カヤは本）‘li（中 ・南部）、四国、九州に分布する c

(2) ヒノキ科ヒノキ属 (Chamaecypanssp.) 

（遺物 No.I) 

（写兵No.I)

木「lでは仮迫管を持ち、早材から晩材への移行が急であった。樹脂細胞は晩材部に偏在している。

柾llでは放射組織の分野壁孔はヒノキ界1で 1分野に 1~2個あるぐ板 11では放射組織はすべて単列

であった。数珠状末端壁を持つ樹脂細胞がある。 ヒノキ属はヒノキ、サワラがあり 、本州（福島以

南）、四国、九州に分布する。
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第 4浮分析

(3)ヒノキ科アスナロ属 (Thi!J.apsissp.) 

（追物 No.5)

（写真No.5)

木l」では仮道管を持ち、早材から晩材への移行は緩やかであった。樹脂細胞は晩材部に散在また

は接線配列である。柾目では放射組織の分野壁孔はヒノキ刑からややスギ型で 1分野に 2~ 4個あ

る 。 板卜 1 では放射組織はすべて i•P．列であった。 数珠状末端架を持つ樹脂細胞がある。 アスナロ属に

はアスナロ （ヒバ、アテ）とヒノキアスナロ（ヒバ）があるが顕微鋭ドでは識別即難である。アス

ナロ屈は本州、四国、九州に分布する。

4 結論

今同の樹種伺定の結果、 SHOIより出一十した 4点の木製品のうち、 SP18出土の 487(No. 2)、SP20

出土の488(No. 3)、SP23出土の 489(No. 4)はカヤであり、 SP25より出土した 490(Ko. 5)はヒノキ

科アスナロ屈であった。よって、SHOIにおいては、 異なる 2種類の樹種を用いて建物が作られたと

考えられる。また、出土状態を加味すると、 SP20出士の 488(No. 3)は礎板の可能性がある。
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3 結果

Tab.3 宮竹野際辿跡出土木製品同ぅと表

泌 遺構名 追物番号 品名 樹種

I SE03 513 dIIげ物 ヒノキ科ヒノキ駈

2 SHOI-SP18 487 柱痕 イチイ科カヤ狐カヤ

3 SIIOI-SP20 488 礎板 イチイ科カヤ屈カヤ

4 SHOI-S1'23 489 柱痕 イチイ科カヤ駈カヤ

5 SHOI-SP25 490 柱痕 ヒノキ科アスナ U属

［参考文献］

島地謙 ・伊東隆夫 1988「U本の追跡出上木製品総覧」雄11個出版

伊東隆夫 1999「H本産広葉樹材の解剖学的品載 l~V：京都大学木質科学研究所

北村四郎・村1J]源 1979「原色日本植物図鑑木本編 I・ II」保育社

奈良国1i．文化財研究所 1985「奈良同立文化財研究所 史料第27冊 木器集成図録 近畿占代篇J

奈良国立文化財研究所 1993「奈良同立文化財研究所 史料第36冊 木器集成図録 近畿原始篇j

［使用顕微鏡］

木[._1 板LI
No-I ヒノキ科ヒノキ属

木LI 柾且 板ll
No-2 イチイ科カヤ属カヤ

Fig.71 顕微鋭写頁 (I)
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第 5章後論

1 rf!f遠江における陶硯の様相と地方官術

(1) はじめに

陶硯は古代の文房具であり、文字を書く際には欠かせない道具の一つである。また、文字の使用

が限定的であった時代には、 一部の人たちだけが保有していた道具であるため、使用されていた場

所が限定される追物でもあるぐそのため、古代においては、律令制の開始による文書行政の消入と

関連して、陶硯が出七する追跡は、当時の行政機関である国府や郡家などの官術迫跡と考えられる。

今回実施した宮竹野際辿跡 6次調森では 5点の陶硯が出」；しており、これまでの調介分と併せて

計 12点の陶硯が当追跡では出土している。この数は西遠汀では、吉美中村追跡や井通追跡に次ぐ

数闊であり、当該地域での出十．数としては突出して多い。さらに、宮竹野際逍跡では「北家」と思

書される十器が出上しており、郡家に付屈する施設での陶硯の使／fl実態を知るうえで注目される。

そこで本秘では、西遠汀における陶硯の様札1を各捌式の梢長や出土追跡の分布の特徴から検討し、

官竹野際辿跡出土陶硯をその中で位置づける。さらに、宮竹野際姐跡の性格についても地方官術と

の関係から考察したいと思う 。なお、本稿でいう西遠江とは主に天寇川西炉地域の辿江国の範囲を

指すものである。

(2)西遠江出土陶硯の分類と変遷

まず、西遠汀で出土した陶硯を分類し、共伴追物や他地域での出土状況から各型式の年代を推定

し、その消長を検討する。陶硯の分類については多くの先行研究があるが、今lhlは平城駁出土陶硯

の分類（奈文研 2006・ 2007) と横田氏・杉本氏の分類（横田 l983、杉本 1987) を参考とした。そ

のため、分類について詳述しないが、圏足硯については細分したので、その点については詳述する。

分 類 西遠江で出土した陶硯には、円面硯（圏足硯 ．蹄脚硯 ・獣脚硯 ・低脚硯 ・無脚硯 ・中空

硯）や形象硯（亀形硯 ・宝珠硯）、裔杯形硯、風字硯がある。1廿l旬硯の内、圏足硯は脚部の透かし

により細分し、脚部の透かしが細い長方形で、数が多いものを控l足硯a、脚部の透かしが方形や円

形、またはそれらを発ll合せたもので、数が少ないものを圏足硯 b、透かしと透かしの間に線刻を施

すか、または透かしがなく線刻のみのものを圏足硯cとした。これら困足硯は分類ごとに形態や大

きさも異なり、透かしの形態が器形にも反映されている。

圏足硯 a (Fig.73-1 ~ 17) 圏足硯 aは西遠汀で 17点出土している。硯面は、平坦で陸部と海部

を凸常により分けるものと分けないもの、1径部と海部を段差により区別するものがある。脚部形態

は壷 ・甕類の「1縁部と共通する。その出現時期は、 7W:紀後半～ 8世紀前 ‘-1’・・頃の逍物と共伴する

I • 2の時期と考えられる。さらに、9世紀以降の確実な事例はないため、 8111：紀代で生産 ・使用が

終わる型式と捉えられる。そのことから、再竹野際追跡出上の 4は、 9Ill:紀以降の席位から出士し

ているが、 81II：紀代の追物と想足され、さらに、愛知県黒統 3号窯跡に類例があるため （小幡
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2005)、8世紀後1'類の時期と考えられる

圏足硯 b (Fig.73-18~ 35) I叫足（I比bは11り辿江で 18点II,1f・.している 硯面は、陸部と iilJ..i,i:11を段

差により l砂ljするもので、その橙界に凸術を付すものが多い 脚部形態は脚付き悩種の脚部や大刑

、ド瓶 ・鉢などのII紺部と共辿するものか多い。！1,1現時期は、他地域の状況から 7111：紀と考えられる

西辿江では 7IIt紀代の賓料と共伴する.:J~例はみられないが、 1 8 ・ 22は形態的特徴から 7Ill：紀代の迅

物とみてよいだろう さらに、この利式は 8ilt紀後1'：以降の追物と共伴する事例がみられないため、

8 1 11：紀後 ‘I'•• に 4:． 9液 ・ 使用が終わると考えられる そのため、宮竹野際追跡で出．．I・.した 35は81It紀

中頃～後1'：しこかけての彬位から出上したことを名憑すると、 8lit紀中頃のft科と椎測される

圏足硯 C (Fig.74-36~46) f召足硯cは西辿江で 11点i1',I・.している 硯血はいずれも I；や部と海

部を段沿により 1人．別するものである ）脚部形態は銃形の11緑部と共辿するものが多いが、村名窯出

Lの 44は同窯からt111：する・,i,;:煩のIl松部と ln)しである この刑式の出現は、 36か 8世紀中頃と考

えられる他は 811［紀後半以降の追物と共伴する 'li例が多く、生廂地においても 8lit紀後 1'••の窯跡か

ら出 I・.しているため、 8枇紀後半頃と想定される。 また、他の圏足硯と沢なり 9ilt紀以降も使用が

確認でき、隣II:lのこ河国でも [1i]様の栢向がみられる（小幅 2005)^ さらに、パ=.,m地の占名：党や二川

烹で確認できることから、10111：紀以降も 4:．産している可能性があり、 1倒足硯 a・bの衰退後も継続

してIIこ1荏 ・使mされていたことがうかかえる ）Jllえて、この咄式は東11本で広 <m1：：しており（円

中2004・ 2005 ・ 2011)、その出現に束IKIからの影？限が少なからず想定されるc また、控1足似 bと形

態や大きさが煩似し、そのi・ぃ退と人れ枠わる形で出現することから、西辿江では1糾足硯 bをfil形と

した1利式と捉えることも II「能である

蹄脚硯 (Fig.74-47~49) 蹄脚硯は他辿汎で 3,1!i.Ili土している＾いずれも、都城で出上する典型

的な蹄脚硯ではなく、 47・ 48は梱足硯aの脚 t部に粘土を1!liり付けたものである その出現時期は、

平城‘tfで硯部と脚部を一体で作る蹄脚硯が8ilt紀lIi煩に出現していることから （クt文研 2006)、8ilt 

紀l1屯'i以降と考えられる

把手付中空硯 (Fig. 74-5 l ~ 55) 把 f付中空硯は西遠江で 5 点出,~．している この利式は 71H:紀

代に特徴的にみられるものであるが（杉本 1987、III巾 2004)、西辿汀では、 1J',1-．状況から 7Ill:紀未

-8 111•紀初頭頃に使JI4 が開始され、 8 Ill:紀1iij半～中頃には使Illされなくなると考えられる

低脚硯・無脚硯・獣脚硯 (Fig.74) 低脚硯 (56・ 57)・無脚硯 (58・ 59)・限脚硯 (60・ 6 I)はそ

れぞれ 2点ずつ出 l：している U これらの陶硯は、 56が 7i彫紀代の可能1化がある他は、他地域の状況

を参考にすると、 8ttt紀代の陶硯とみられる

風字硯 (Fig.75-72 ~85) 風字硯は西辿江で l4、1ば出土している C r'I¥ I・.した多くは硯面を縦に二

分する 2血硯であるが、 11ばだけ硯liiiを分割しない風字硯 ＼79)もある。その出現時期は、8IIt紀未

~ 9 Ill：紀初頭の辿物と共伴する 72の時期と考えられる また、10~11世紀の灰柚陶器空からも出

上していることから、比較的lsi:い期Illl4:.,',tされ紬けていたことがわかる。 さらには、山茶碗：党の皿

山密跡詳からも／Hlこしているため ('fj川市教委2006)、12Ill:紀に人っても面要かあったことかうか

がえる。

小 結 以上の検討から、西遠江では掏硯の様相が8枇紀初頭と 9111：紀初頭に変化することがみ
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1 西遠江における陶硯の様相と地方‘i濯i

臼
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□□/73  

戸＝三戸二

I 
75 

三＝＝¥_J LJ  

三□戸 80

土三％二三
79 85 

78: "'屈 79；大知波峠 80 · 8 1 ：東笠 f•24 地点 82:吉名 1号

83・84：人凩敷 1号 85:人凩敷 I・2号

陶硯分類

I~ 17：幽足硯a 18 ~ 35：紺足硯b 36 ~ 46: lt,l足硯 C 47 ~ 49：蹄脚硯

50:,iii杯形硯 51 ~ 55：把 P付中空硯 56・57．低脚硯 58・59：無脚硯

60・61: !状脚硯 62・63：形象硯 64 ~71：円面硯 72 ~ 85: J,!a字硯

76 

こ
81 

ル

82 

ご 3

0 I 4 15cm 

Fig.75 西遠江出tl淘硯 (3)
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第5序後 ＂合

いだせる。8世紀初頭は、大宝令の施行により全国的に郡家が成立する時期であり、有術の整備に

半い西遠江では陶硯が許及したと想定され、それにより陶硯の様相も一変するとみられる。また、9

世紀初如は平安点に遷都してF,I]もない時期であり、それに伴う生産体制変化の影響が陶硯にも及ん

で可能性が考えられる。

3) 両遠江出土陶硯の分布と特徴

紬いて、陶硯が出tした辿跡の分布傾向やfH+．数などから、陶硯出七追跡の特徴について検討す

る なお、律令期にみられる特徴的な辿物の獣脚付壷 (Fig.78)についても陶硯の分布と関連させ

て検討する。獣脚付壷 （以下、本稿では獣足とする）は、知頸壷などの底部付近に獣の足を校 した

西部を複数付けるもので、多くは 3カ所に付けられる。ただし、獣の足を板した脚部は陶硯に付け

られる場合もあり、本＊は両者をに別しなければいけないが、獣脚硯は出上数が少ないため、ここ

て！ま区別せずに検討する。

陶硯出土遺跡の分布 西返i.lで陶硯が出土した遺跡は 27追跡あり (Fig.76、Tab.4)、およそ 80の

叩 見が出」＇している 。陶硯出土辿跡は各郡に分布し、 一定の範囲内に生中する傾向がみられる 郡

払］における分布を詳細にみていくと、辿跡が密化する場合と分散する場合の二つの傾向がみられる

このような傾向が現れる秤禁として、個々の辿跡の多くが郡家に関連する追跡である点を考磁する

こ、郡家の施設や出先機聞の存在が分布傾向に現れている可能性が考えられる。また、沿跡の分布

鉦 Jと陶硯の出七数の関連性については、辿跡が分骸する中にある井通造跡で陶硯の出土数が多い

のに対して、姐跡が集中する伊場逍跡群内では陶硯の出上が少ない特徴がある。井適辿跡は出先機

周（郡沸）、伊場遺跡群は郡家の中枢域であ り、西遠江では陶硯が郡家の中心施設よ りもその出先

形象硯 0 000 0 0  r し

口陶硯出土遺跡（消費地） △獣足出土遺跡（消費地） ‘ i 
風字硯 0 0 口
出土数 1 5 10 0陶硯出土遺跡（生産地） ▽獣足出土遺跡（生産地）

゜※黒塗りは獣足も出土

Fig.76 I)り遠汀陶硯出J_．逍跡分布l叉l

I ・ 250. 000 1 Ok, 
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l 西迪江における陶硯の様相と地方‘1';'術
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I ・2・ 19 -23 ・ 51 ・53・56・62:古災中村 3・25・36:城1J1

4・ 35・48 ・ 59-73 ・ 74:'ビ竹'f際 5 -8-12・24・37-47・54・61 ・63: JI通

26 • 77：笠）tぶ林 18:湖西運動公園内 32: •ノ宮1t窯場 38：横枕ll
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60'森西 72：祝田 79：人・知波峠 80；束笠f-24池点 82:古名 lサ

83:大栓敷 lg. 

11100 
※1遠江紺年の網掛は宮竹野際遺跡の最盛期をKす

※2珈硯の数'iは 1̀ig.73~ 75、Tab.4と対応する

Fig.77 西辿江陶硯変遷~I
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第5衣 後 論

届号・ 遺跡名
| 

1 人・沢

東笠-{-24地点

東笠イ•43地．点
3 •ノ宮市窯場

4 殿[l1地点

5 谷上2地点
6 横枕 I

7 隕枕II
8 湖西運動公閑内

ャ—

占史中村

0

1

2

 

ー3 

一 4 

Tab.4 西遠江陶硯出」追跡一買

郡名直跡の性格図版迫構 ・柑位穫穎 分類 転Itl硯 年代絞 獣足文献

浜 ＋知恵器窯 30 灰I5,・ |. l'l 認足硯 b . I¥'-1 ~v-3 + 1 

浜 須忠器窯
80 灰原 瓜 2[!Jj f 1112 

ii言i]［言：：［←巴：I碍I\〗口：
浜郡家関連か 38

+ ~ 
円 圏足硯c

＋ 

+.. -... _.~:::-· -: --- ~ :.: ;;.;·.~;.:: + 碍I I 31 

浜 ＋ 不明 18 ＆採 ITI 困足硯b 不印 IV? ： 4 
＋ 

I 包含庖4屈 rq 困足硯a
＋ 

IV-2 ~V-3 ., 
2 包含層1崩 I’l 

． 
隅足硯a IV 2 ~ ＼＇3 

I 
19 包含/!42.＂り円 渇足硯b• JV-2 ~V-3 ィ←
20 包含M4肝円 過足硯b .JV-2~V ・3 

I ;； ば含::: ：悶：塁悶i;.'悶：：：:’:： 51 包含'941fli. Iり 把手ttヽI咬硯 1¥『 2~V  3 
← 

集散地 』 と，
52 包含層4f0 円 把T付中空硯 ゜11'-2 ~ ¥'-3 

3 

53 包含層4州 円 把ff"中碍 JV-2 ~V-3 I 56 包含陪4的 円 低脚硯 IV-2~＼'3 

62 包含lri3~ 形 亀形硯 IV-2 ~V-3 
69 包含層3培 l'l IV ・2 ~ ¥'3 

70 包含ゎt2hイ 円 J¥’-2~¥＇3 
71 包含屠4fii 円 IV 2 ~¥'-3 

← 
21 ←iり 即足砒b

不明
23 Iり 梱足砒b
79 f段池跡 JJl. I 1f1i 0 

72 SD40 昂， 2面 1

65 I 包含; :~ .. 2 6 1 SXIO 111 梱足硯a ヤ

66 包含kオ 111 ゜5 バ糞中暦 II区 i'l lt.1足硯a

10 大滋19焙 ll区円 凶足硯a

24 ・大溝中陪 II区． Pl 圏足硯b

37 遠 蝉Ill区円凶蜆c
8 人和喝IV区 l'I
12 大溝中駁IV区円 ｝

困足硯a

博足硯a

13 大溝IVIメ一 円 「 国足硯a
← 

7 SD3004 /．．層 I’l t隠足硯a
112 

61 S03004卜悩 fll 獣騨硯
(76) 

54 S03010 FI tm加 1咬硯

47 SIな007
t 

Iり 蹄脚硯

63 SK20l5 形
+ 
＋ 

、i,'.珠硯

II 包含祐 fll 懇足硯a

39 包祝 円
， ． 幽足硯ぐ

75 包含柑 +凪;2[｛,i 
76 バ鼻'iVM T If\ ~ 2面
27).;i算＼憬 1'}

—+ --

+ 
想足硯 b

3 整地肩11lUIVII! Iり 隠足硯a

36 整lt!!層叫IV/tl 円 紺足硯c

l[［長＋］ ；j硯
84 /:)(原風

85 l<採風

44 灰紺( F! 
45 灰屈( ill 
46 灰原 ：円
82 灰9J;＼ 、風

艇灰釉紺器窯図慧
.. 

ー•—＋円
純 集浴 ，

68 s01001 I：栢，ll

+ 
78 撹乱 磁

← 
2面

笠 26 SD243 円 ：固足硯b

井 41 SB206 l't +-固足硯c

遺
此？郡家関連か 34 遺枯外 ，円 園足硯b

15 遺溝外 1’l 
ャ

圏足硯a

跡 77 SD296 嵐← 。
群

• 
長？郡家関連か 9 包含肘 Il 土

+ -
1 i t- 詔足硯a 0 

40 SP15 円 阻足硯C 1(1) 
74 SRO! 風 2面＼1-2~I] I 

14 8代水Ill l'I !'Ill足硯a ¥.' I ~11 I 

17 古代水m 円 囮足硯a? 8(4) 
V-1 ~¥1 I 

49 古代水田 円 蹄騨硯？ ＼’-I ~VI I 
2 

4； 霊ば [ l困足硯C- t- ¥ -¥？唸 l _ 

35 S応中射 t 圏足硯b?+- V 3~11-1 ,． 
4 SRO! I)M ; fll I le!!足硯a-- l VJ以岱
48 SROI l騒 円 ャ 蹄脚硯 6(1) ¥l以片

i• 
59 SRO! IM I fll 無脚硯 1「1以悶

＋ 
73 SROI I M I J§J.. 2 lfli I.l以凶

26 森西 長郡玄関連かは 忠~ l問マ；塁 9 2 V~1n 28 

27,1 1 111北
+ 

長 災沿 33 包含層JVal(,j 円 梱足硯b . O _ _L_i9 

如番：｝の数’;：は、 Fig.76に対応する ※4種類 l'J:f'lll1i硯、風：風字硯、形：形＆硯、必：必坪形硯

四郡名浜：浜名、引：り1佐、敷：敷籾 ※5転用硯の（）内は、朱が付沿するものの数である

IJl,.: IJl,.玉、長：長1:: ※6獣足は、嶽足の放である

汲3図版の放字は、 Fig.73~ 75 ・ 77に対応する
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Tab.5 西辿江獣足1,H七遺跡一覧

番サ 道跡名 K'II名迄跡の性格獣足文献

①と見 16地点浜 須恵器窯 3 . 32 

②捉ヶ谷IV 浜 集洛 1 33 
令@ JII久保船渡引 集浴 ↓』 34

④ IIDIの汗 引 集落 I ~ 35 
O)村西 敷→一—集浴 ＋ 

1 36 

⑥屁店林 敷 集落 I :li 
⑦村前1ll束 敷 集落 I 38 
--↑ 
⑧角iL

ヤャ t 
4 敷 染落 I :l9 

⑨消水
→ ← 

低郡家関連か

面 k屈敷5I} 
＋ 

飩灰釉淘器窯 I 
t 1 19 

-—+ 19 

⑪恒式東覚
I 

長？郡家関連か 2 10 
⑰山の花 長？ L'II‘邸関連力:!1 、II

山の神 此郡家関連か 2 .l2 

※1陶硯出ti1'1跡は除く
※2郡名浜：浜名、 11:11｛伍敷；敷智

貌：負涅、長：長上
※3獣足は、獣足の数である
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Fig.78 

u 15切

I梶（遺跡 2 ・ 3 }1孤遺跡 4)II久保船渡遺跡

5東笠T-43地点窯跡 6宮竹野際遺跡

西遠江出土獣脚付壷
9l 



l I厄辿江における位）硯の様相と地）i店1紆

機関で多く用いられた可能性が考えられる。 加えて、 4・：産地を除く陶硯出土追跡では転）ll硯も出 •I ••

する例が多く、多数の人間が文古行政のため文字を占いていた状況がうかがえる。 しかし、すべて

の追跡で転用硯が出土するわけではないため、その場合には象徴としての1Ull面も考硲すべきかもし

れない （田中 2004) ただし、西遠江では大きさや希少性などの観点からは象徴的側而はみられず、

むしろ迫跡の性格と保有状況をみていくと、文字の使用と無緑ではないことがうかがい知れる。

大知波峠9発寺と中栓辿跡は古代後半～中世の寺院、祝田辿跡は荘I点l（祝W御厨）に関わる集落で

あり、識字府の存在が想定される。出 1．．した陶硯はいずれも風字硯であるため、 1匂硯の年代と識字

料の存化が想定される年代とは矛盾せず、陶硯の出十を文字の使）I J と l¾J係づけて考えても差支えな

いだろう ＿また、中展追跡は中田北辿跡と同様に 7~8111:紀に盛行する集浴でもあり、ともに円阻i

硯が出 1̂．している。両辿跡とも郡家に関連する追跡とは考えにくいが、追構や逍物からは一般巣沿

と一線を圃していることがうかがえる。そのため、律令制社会で文字を使用する状況を考癒すると 、

貢納に削わる文，！｝や荷札の作成が郷 （里）段階で行われていた n［能性を示唆する事例と評価できる

のではないだろうか この、Iばについては、 1硲i札木簡の分析から郷における荷札木簡の作成に批判的

な見解がだされている （樋「I2003)_,そのため、現時点では判断しかねるが、上品のような4i例に

注 Flすることで、考古学的側1rriから地方の末端行政の実態について明らかにする手掛かりになると

考えられる。

獣足出土遺跡の分布 ここまで陶硯の出上傾向について検討してきたが、続いては獣足の分布と

陶硯の関係について検討する。

西辿江では 24遺跡で獣足が出土し （Fig.76、Tab.4・ 5)、その内の 11追跡では陶硯も出上してい

る 獣足出 j・追跡の分布は陶砒出土追跡やそのI剖辺に多く、それらの追跡から遠く離れて出土する

ことが少ないため、分布傾向は陶硯と煩似する （大野 2006)。また、欧足のみが出土する追跡につ

いてみていくと、集落辿跡で出 1：する割令も高く、郡家での使川に限定されないことも指摘できる，

そのため、分布傾向と併せて考えると郡家に勤務する階倍に保有されていたことが推測される。そ

して、歌脚付壷は、形態的特徴が火舎などの金屈製品と頬似するため、金屈器の代わりとして使用

された可能性も考慮される。 しか し、辿江の古代寺院において、これまでの調介ミでは、！吠足の出土

が特無である点を考應すると （t惟岡県教委 2003)、仏教捌連辿物とするよ りは官面関連辿物と捉え

るほうが現状では妥当と考える

(4)宮竹野際追跡の陶硯と地方官術

ここでは、宮竹野際追跡出土の陶硯について郡家との関連から検討し、地方宮術における陶硯の

実態について触れる

宮竹野際遺跡の概要 ここまでの検討を基に宮竹野際追跡の陶硯についてまとめると、出土した

陶硯は共伴する追物から s・lit紀以降のものであり、 7世紀に湖る陶硯は出十．していない。また、確

実な圏足硯 bや把手付中空硯を含まず、圏足硯 a・cや蹄脚硯、風字硯で構成されていることから、

8枇紀巾頃以降の様柑と判断できる a 加えて、ししi/1]硯と転川硯の比率が拮抗する点も特徴であり 、

r§用硯の 10倍以上の転川硯が出上した伊垢遺跡群と対照的である （鈴木ー2012)。さらに、陶硯を
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多数保有する状況は、類例が乏しいものの、郡家の中枢域というよりは出先機関のような性格を持

っと考えられる。この点に関しては、直竹野際辿跡出上の「北家」墨，I}土器からも指摘できる＾史

引 Kで郡の施設を 「郡家」と記す場合があることから 、「北家」の意味を郡家の北の施設と捉える

ことも可能であり 、郡家に関辿する』く記のn［能性は高いと口える。さらに、宮竹野際追跡は、長卜．

祁家中枢と想定される大蒲町村束追跡近辺からおよそ 1km北側に位附し、立地状況から 「北家」と

呼ばれたと椎測される。 また、「北家」 と呼称され始めた時期は岨情上器から 8祉紀中頃 （辿江編

年V-3期） と考えられ、この時期に出先機凋として本格的に整仙され郡家機能の一部を担うよう

こなったため、多くの陶硯が消伐されたとみられる。

宮竹野際遺跡の性格

ふや伊場辿跡群、

宮竹野際追跡と lnl様に、西遠江で多数の陶硯を出上した逍跡には、井通迫

笠J{:追跡群 （笠井炸林迫跡、社[7追跡）、吉美中村追跡がある。

J 卜した陶硯や転）廿硯の様相から、宮竹野際追跡の性格についてみていく ＿

JI；辿辿跡は、多種の陶硯を持つがその中でも圏足(!Jlaの数が多いのが特徴である ，また、同足硯

bや把手卜」中空砒を少祉含み、7~ 8世紀初姐に陶硯が使月jされ始めたことがうかがえる 3 宮竹野際

直跡とは圏足硯aの割合が裔い、屯で同じ傾向をホしており、

第5t~t 後 へ
叩

これらの追跡で

これは両追跡とも宜術的機能を 8世紀

中頃に備えたためと考えられる。西遠礼では、圏足硯aは 7世紀末～ 8lit紀初頭頃に出現すること

-，ヽら 、郡家の成1ク：に伴って爵人される陶硯であり、 11L令的梯相を持つ陶硯と口える r

(]堪遺跡群は、各種の陶硯がみられるが出土傾向に偏りはみられず、 さらに調脊面積に比べて陶

tの出土州が相対的に少ない特徴がある。この現象は、伊楊逍跡群が敷押郡家のヰ枢域であること

こ起因するとみられ、出先機関と想定される井通辿跡とは対照的である。 また、笠井追跡群では、

人種の陶硯が出上するが、転用硯を 1点も出土しない特徴がある。庫云til硯が出七した硯の大半を山

める伊場辿跡群とは対照的な様相がみられる。これは宮竹野際造跡や井逓追跡でも同じである。転

4硯の割合が高い伊場追跡群（郡家の中心施設）

竺：井追跡群 （郡家の出先機関または関連施設）

か性格を判断する某準になり得る可能性は高い （鈴木 2012)。 このような転用硯の比率と逍跡や出

：地区ごとの性格については、硯の研究で触れられることは少ないが、陸奥I五l附である多買城では、

｀ 
t-̀]璽〗
り
~
／J

 
□"サ ]0= l ：式蔵IjJI(.f2：硯沢究跡 3：沿水台追跡

Fig.79 

0
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東lt11,li+．圏足硯cの類冽

と転用硯の割合が低い宮竹野際追跡や）1．辿辿跡、

とで対比することができ 、転用硯の比率からも逍跡

＼`

 

●¥
 

10cm 

政庁地厄の転nl｛視の割合が最も，：はいこと

が指摘されている （生田 2003)c これは官

術の中心施設で転）旧品の割合が凶い西辿

i上の状況と同様であり 、全国的に官面の

中枢では転用硯の割合が閥い可能性があ

ることをが唆する事例である。

陶硯の東国的様相 これまでは哨1Jt地

での状況について分析してきたが、牛産

地における陶硯の様相と特徴について検

討する。占美中村辿跡を含む湖西窯跡群

では、7-!11:紀に特徴的な圏足硯 bを多く生
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l !'ti辿iI．．におけるj:.IJ硯())様相と地｝i‘IW紺

産している一方で、＇町列は少ないが、 8llt紀以降には圏足硯aではなく樹足硯cを4:．産しているこ

とがうかがえる＾ しかしながら梢費地では屈足硯cの割合はそれほど此jくなく、生J)li地と様相を楳

にしている では、この圏足硯cについてどのような位悶づけが"1能であるか検討しておこう 。

圏足硯cは束同で多く出七する状況から（Fig.79)、東国的様相を持つ陶硯と考えられる。 1Jlj辿江に

おけるf{!j足硯cの成立は、 Ill.I:状況から 8世紀中頃と考えられ、宮竹野際辿跡や）I:辿辿跡が1・｛術的

性格を僻びる時期と用なる 1甘足硯cは匝遠江でfl,1|』i•は少なく、その出現には束囚からの影tnが

想定され、呆同の',l,』要をまかなうために生産された II［能性も衿感されるc そのため、圏足硯cの多

くは東lklに供給されたと見られ、西辿江の消貨地でili七品が少ないと考えられる また、隣国の三

河固も同様の状況にある（小幡 2005)。そのことから、西辿江周辺の生光地が東国の湘要にこたえて

いた状況がうかがえる これをふまえて、西遠江における1:iJ硯の地域（Iり特徴について蚊後に触れる。

西辿江における陶硯の様相は、生産地を中心とするが、園足硯 cを含む点で東国的様相を持って

いる。そして、il'i1し地で希薄な状況からは東同的様相の脱界に位骰する II［能性がある 3 一方で、ii'i

伐地では、宮竹野際遺跡や井辿追跡のように、直足硯aがj:_1本で蹄脚硯も出土する辿跡があること

から、都城的様木IIも持つことが指摘できる つまりこの地域は、東国的様相と都城的様柑が混在す

る地域であることが泣も大きな特徴である

(5) おわりに

本稿では、西述江の陶硯について変遥や分布傾向から検討し、それらをふまえ宮竹野際追跡での

陶硯のあり方から、地方有術における陶硯の実態の一端について明らかにした。特に出先機関での

特徴を明らかにすることができたことで、陶硯や転）ll硯の様相が官術施設の性格を知る手掛かりを

示す可能性があることがわかった。

また、 1•分な検，rtを経なければいけないが、 西辿江の陶硯は内と東の様相が混在することを指摘

できた 、それにより、直遠江秒山の陶硯の様相が見えてくるだろうし今後は本稿で指摘した」i|£l的

様相に注r」することで、律令的性格が強い陶硯においても、中央からの・方向的な影闊だけではな

い情報の伝逹がみいだせると期待される。
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2 宮竹野際遺跡と長上郡家

(1) はじめに

浜松市束区宮竹町に所在する宮竹野際遺跡では、 2011年までに 6次にわたる発掘調杏が尖施され、

奈良時代から平安時代にいたる古代の辿構、逍物が比較的他磁に確認されている。今回尖施した 6

次調査では、自然流路 SD06(SROl 卜.位陪を含む）から、息内土器や陶硯、水旅iなど古代の文字関

辿遁物が悲店に出上した。これら文字関連脊料は、 一般択落で出上することが稀であり、地方にお

いては国府や郡家といった宜術関連追跡で集中的に出土する傾向が強いことが知られている（山中

1994、静岡県教委 2003、静岡県考占学会 2006)。宮竹野際遺跡における官術的様相は、既に 2次湖

杏の成果によっても指摘されていたが（太田 1994)、5次調査および、この度の 6次調在で確認した

自然流路からの出七品によって、その特徴はより一肘鮮明になった。 さらに今Iulの調査では、文字

l¾l連辿物のほかに製塩＋器が 32 点分確忽できたことも特筆できる。 後述するように、遠江の製塩

t器出土地は郡家l関連辿跡に集1.1する傾向があり、製塩土器の大益IIitは、‘り遺跡に官術的様相を

見出す視点の一つに加えてよいだろう 。

本稿では、宮竹野際追跡の官術的様相を熟理したヒで、当遺跡とその固囲に展開する木船廃寺、

人ー・蒲村束辿跡、森西辿跡、越前辿跡、山の神逍跡を一括して「永I]]追跡群」と総称し、この追跡群

の内容と、ヽI1地に想定できる古代の長[El(長上）郡家との関連性にふれてみたい。なお、長W郡は、

樗狂l本叫の記載によって、和銅 2年 (709) に長上郡と長ド郡に分割されたことが知られる。分

割後の当地は長上郡に屈していた。このことから、本稿では特に断りがない限り、この地に想定で

きる郡名として「長ヒ」という呼称を）廿いる

(2)官術的様相を示す出:li造物

宮竹野際追跡における官術的様相は、過去の調在でも断片的に指摘されてきた。まずは、既往の

調介と今回の 6次調査で出上した官術的様相を示す追物についてその特徴を確認し、当逍跡の具体

像に迫りたい。

2次調査出土追物 ］993年に実施された宮竹野際迫跡 2次調究 （浜文協 1994)では、規格性が

ある掘立柱建物群や陶鳥を含む祭祀土坑が確認され、円面硯や布目瓦小片、馬歯などが出土した。

円面硯は掘立柱建物 (SI-108) を構成する杜穴 (SPI5)から出上したもので、方形のスカシ孔をも

つ脚部の破片とみられる。布 H瓦は包含9沿からの出土品が 2 点分報告されている 。 いずれも ‘I;•瓦と

みられ、胎土や焼成などの特徴から木船廃寺とのI具j連が指摘されている。また、祭祀士坑 (SXOI) 

から出十．した陶馬は、当地方に多い類例と比べると小振りであり、形態的には都城型の土馬と似て

いる。これら官術的な性格をもつ出十辿物が認められたことを受け、報告占中において長七郡家と

のI関連が指摘された（太田 1994)。

5次調査出土遺物 宮竹野際遺跡 5次調査区は今回の対象地の南側にあたり、低位面に広がる水

田を確認した （行争文研 2006)。調介区の北東隅で検出された流路 SROIを1|r心に有術関連の辿物群
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がまとまって出ナしている なお、5次調査における SROlは、 今回の調杏で確認した自然流路

SRO!の上｝習部分と同一の追構と捉えられる↓

5次調企では、占代の忍害 ・刻昔七器が合計 25点出土した。そのl人］訳は、墨掛須恵器 18点、亥lj

l;：須恵器 2点、黒古）火釉陶器4点、糾贔： L師器 1点である。文字が判読できる提賞」．器はいずれも

一人」、「中」、「生」など一文字を記したものか記号が害かれたものである。いっぽう 、亥lj；見L器に

，ま、底部内面に 「大夫」と刻まれた須恵器箱林が知られる。この刻忠土器をもって・.J1逍跡と大大と

のかかわりを示すと解釈することには•I共重にならざるを得ないが、 一文字のみを記す黒害土器と比

較 して官人世界との深い結びつき示す文字資料と評価することは許されよう ＾5次調査ではこの他、

円血硯 4点、風字硯 1点、 AiU此 8点等が出土しており、 、再竹野際迫跡が古代官術瀾連の追跡であ

ることをさらに具休的に示すものとなった （大野 2006)。

5次調査では、古代の布r-1瓦の破片が 8点出十．していることも注 Hできる。この瓦は永山追跡群

の巾心部に近い木船廃寺との関連を考曲してよい。辿江では官術的様相をもつ逍跡であっても瓦が

出上することは稀である。窮竹野際辿跡で比較的まとまった数の瓦片が確 伊場遺跡群

認できることは、何らかの瓦鉦き建物 （註 l)が逍跡内にあった可能性を

ぷ唆するものといえる。

6次調査出土追物 今回実施した 6次調究では、報告にボしたように

56点にのぽる占代の坐苦十器のほか、円面硯 4点、風字硯 l点、水滴 1点

といった骰富な古代文字関連賓料が自然流路 SD06(SRO!上肘を含も）か

らIL,IJ:.した。宜竹野際迫跡において出土が確認できた陶硯の数は合計 12

•’·li．を数えるまでになった。 そのI}、]訳は 、 Fj面硯 10 、点、風字硯 2 点である 。

こうした宮竹野際辿跡における陶硯の集中は近隣の官術造跡と比べても遜

色ない内容をもち、当追跡の実態解明にかかわる大きな鍵を握っている

関根 2012)。

専用硯と転用硯 ここで、I凡遠江における硯の出土傾向を東紅理しておき

だい。敷智郡家の想定地である伊場迫跡群では比較的調査が進んでいるも

のの、陶硯の出上数は 10点にとどまる。 また、引佐郡家関連施設とみら

れる J I•通追跡では 17 点の陶硯が出七しており、消!t地として西遠江では

衣多の出上数を誇る。 さらに、用 （郷）に附属する施設が想定できる笠井

逍跡群（笠井希林辿跡、社「l迅跡）（註 2) では、6点の陶硯が出七してい

る

いっぽう 、須恵器坪蓋などを硯として使用した転）TI硯の数に注目すると 、

伊場逍跡群で 174、tば、井通追跡 112点、宮竹野際追跡 15点、笠井遺跡群〇

，点と、出七数に著しい遥いがある。転用硯の認定には調査担当者の認識に

委ねられる部分が大きいが、ある程度、出上凪の傾向を示すと解釈するこ

とは許されよう e 上述の数値を用い、専用硯である陶硯と転月li視の比率を

比較しておく (Fig.80)。陶硯を 1とした場合の転片l硯の比率を小すと、伊

筍5i伐 後 論

95% 

井通遺跡

87% 

宮竹野際遺跡

44% 

笠井遺跡

100% 

Fig.80 各追跡硯比較
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2 ‘:3竹野際遺粉と長卜郡家

楊追跡群が I: 17.4、井通追跡が、 I: 6.6、宮竹野際遺跡が I: 1.25、笠井遺跡群が I: 0である。伊

場迫跡群では専用硯の 10倍以上の数の転用硯が用いられていることに対し、宮竹野際遺跡では専

用硯と転用硯との比率が拮抗している。6点の専用硯が出七した笠井辿跡群にいたっては、転用硯

が見出されておらず、文字を記す道具として専用硯が選択的にJTjいられていた可能性が指摘できる。

このように、陶硯の出土数は官術関連追跡の中でも偏差があり 、郡家の範囲内においても各施設の

おかれた性格が陶硯使用の多少を決定付けていた可能性が指摘できよう（註 3)。上述の各遺跡の

性格をふまえると、郡家の中枢施設から離れるに従い転用硯の比率が減少し、諄用硯の割合が麻＜

なる傾向を認めてよい。実務的な道具としては転用硯が用いられることに対して、．専用硯には 「文

字を使月lする」ことに対する象徴的な意義が付されていた可能性がある。

「北家」 墨書土器 6次調査で出土した姐也土器は、5次調査での出七品と比べて追存状態が良好

なものが多く 、2字以上が記されたものも目立つ。とくに「北家」と記されるものがその可能性を

含むものを含めて 13点確認できることは、宮竹野際追跡にあった施設の性格を考えるヒでも重要

である (Fig.SI)。

長上郡家の中枢部に近いと想定されている木船廃寺や大蒲町村東遺跡は宮竹野際辿跡の南に約

1kmの至近距離にある。宮竹野際遺跡の出土追物に認められる官術的様相を考磁すると、当該地ま

で郡家の関連施設がおよんでいたと捉えるのが自然である。すなわち、宮竹野際遺跡で検出された

掘立柱建物は長上郡家を構成する施設の一つで、郡庁など郡家の中枢地が想定できる南部域に対し

て、古代には「北家」と呼ばれていたとみてよいだろう 。「北家」規書土器は、遠江V-3期以降の

ものであることも重要である。出土遺物の年代観が示すとおり 、宮竹野際追跡においては 8世紀中

葉から 9世紀前葉頃に郡家関連施設が蔽も整い、その地が新たに 「北家」として整備された可能性

が指摘できる（註 4)。

製塩土器 宮竹野際遺跡 6次調査の出土品のうち、官術的様相を示す追物として製塩土器にも注
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祁5,;i 後；a

1· 1 したい。辿江では上器製塩が行われず 、 製塩上器は [,111 形塩の容器として生産地である三河切沿ii~；

部から搬人されたものとみられる（森 1997) その出上地は、伊場遺跡群や井通逍跡など窮術遺跡

に集中する傾向が強い（鈴木敏2010)。宮竹野際辿跡における製塩七器の集中も、この地で食 Lドに

りほされた‘ii人の存在を示すものと評価してよいだろう 今同出 1：が確認できた製塩t器は、いずれ

も直径 7~ 10cm程疫の小利品で、形態や胎 1この特徴から 、渥災半島で製作されたものと捉えられ

る また、／l',士した崚塩上岱はいずれも口緑を中心とした杯部の破片のみで、枠状の脚部は全く確

品できない。宮竹野1祭追跡で廃発された製塩，：器は、 1ヽ1地に持ち込まれた時点で林部だけにされて

、ヽたとみられ、脚部は別の地域で取り外されていたと名えられる こうした特徴は、伊場辿跡群内

の島居松辿跡で確，，g. された状況と酷似してお り（鈴木 •2009) 、両者とも類似 した塩の生殺、供給

体制の影押 l‘・にあったと解釈できる

製塩十→器が河川内に集中する宮竹野際遺跡や島届松追跡の様相から判断すると、同形塩が — :． iuJか

ら‘11地に巡搬されたのは、辿ヽ）廿灘を介した水 I・・交通路を経由してのことであったとみられる 後述

するように、製塩 K器が大贔に出上した自然河川 SD06（宮）t戸川）は、 ド流で芳川、馬込川、遠州

消と繋がり、 大局的には島），叶松迎跡と 1IIl じ水系に 1,討している。 1)l•J•)）J追跡群における、島居松追跡と圃

様、宮竹野際遺跡も郡家内の物行の仏散地として機能していた可能性が指摘できよう 。

獣脚付壷 宮竹野際辿跡 6次調杏の出上品には、隙脚付9面の脚部（いわゆる獣足）が含まれる，1¥

も留慈される。歌脚付壷もfii討関連の追跡から梃中的に出土する匝向が必められ (IMJ根 2012)、3i

i且跡の性格を表す辿物として，，•f価できよう 。

ふ ¥,,-名..,,.、 貫翫町天白遍鵬 ●,..,..ノ 、●1：`` 伊場遍鵬" Fーベ，
｝ ミ＼坪郎8点 ヽ ‘ - -- ‘（敷讐瓢家）＼ I I 

,' 遠江国府

I J l 

L ······•~,l.M~..、...:;\·.]●
＼‘ 卜 東海道 ' .. 10 "／片 ‘し （御殿う之宮遺跡）

炉・ ”” --［出？ぶ ¥ 9 ) '山名郡 I 

三河湾沿岸

からの懺入 ・坪瓢1~4点

・坪郎5~9点

・ 坪部10~99点

● 頭100点～

I 111111~9点

, llll糾90点～］互：
゜

Fig.82 西遠ir．における製塩 t器の分布
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2 宮竹野際辿跡と1<I・．郡家

(3)宮竹野際造跡における遺構群の詳細

宮竹野際追跡で確訟できる占代の追構を通買し、古代宮術関連施設の詳細と周囲の娯観について

まとめておく 。

掘立柱建物 宮竹野際辿跡で検出された中心的な追梢として掘立柱建物がある。今回実施した 6

次調査では 1棟 (SHOI)が検出できたにすぎないが、 1次および 2次調査では、比較的まとまった

数の掘立柱建物が確認されている。これら掘立柱建物は、 2x2間、 2X3間、 2X41川、 3x3間といっ

た比較的小型のもので、建物の方位は白然流路（宮井戸川）の方角に規制されている。こうした建

物群のあり方は、伊場迅跡において検出された建物群と良く似ている。

宮竹野際辿跡の掘立柱建物群は、方形を意識した柱穴を備える点に特徴がある。古代における一

宮竹野際追跡

［］噂〗ごい
6iう：ヽ1101 2汐;SII09 ,J、SII(），＼曰 □ロロ
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1,  9 9 - -

D4べ1101

Fig.83 宮竹野際辿跡と下滝追跡における掘立柱建物
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般集落の典型例として、浜松IIi束区‘I'．I廿山に所任するド滝迎跡群の掘立柱建物 （鈴木・ 1999)を比

較対象にすると、杜穴形態の箆巽が明確である (Fig.83)。下滝追跡群では 190例にのぼる掘立柱建

物が検出されているが、ほとんどの柱穴形状は円形であり 、方形の柱穴をもつ建物はごく少数例に

留まる。いっぽう、宮竹野際辿跡で確認された掘立柱建物の柱穴は、不整形のものも含むが、双本

的には方形を意識したものとみてよいだろう 。 ‘11追跡の掘立柱建物は、一般的な択浴の建物とは異

なり 、官術的な建物の約末ポを踏襲していると捉えられるだろう

窮竹野際辿跡における建物群は、掘立杵建物のみで構成される点も見逃せない。当追跡では、 7

世紀代には竪穴建物 (2次調査 SB701)が確認できるものの、 8世紀以降には確‘火な堅穴建物は確認

できない。竪穴建物が姿を泊し、その後、掘立柱建物のみで構成される建物群が出現することをふ

まえると、当追跡では、官術凋連の施設を整伽するにあたり、先行する一般的な居住域を改変した

"［能性が指摘できる。

祭祀遺構

（丸杉 2004)。

占代の祭祀の痕跡は宮竹野際辿跡の各所で確認できる。2次調査で確認された SXOIか

らは都城刑の土馬と形態的に似た陶馬が出 1-しており、何らかの祭祀に用いた迎構とみてよい。ま

た、 5次調査で確認された水IJIでは、畦畔上で士器を用いた祭祀が行われている。さらに、 6次調査

で確認した自然河川 SR06では、桃核が梨中して出J.:.しており、桃の実や種を川いた祭祀が実施さ

れたとみられる。

このように宮竹野際遺跡では、古代の祭祀の痕跡が比較的明確に認識できる，こうした追構に加
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2 宮竹野際追跡と長J.:.郡家

えて、断片的に出 tしている十馬 ・陶馬や馬歯 ・馬骨などの馬にかかわる祭祀造物、各種の手づく

ね士器の存在は、官術関連施設で執り行われた大小の祭祀の実態を伝えている。

条里型水田 宮竹野際迅跡の 5次調査では自然流路とその外側に広がる低位面を確認し、古代の

水田が営まれていたことが判明した。この水田の畦畔が設定される方向は南北方位から半時計回り

に約 8度両に振れている。この方角は、近接する河川の流れとは無関係で、天竜）1|平野にみられる

古代条里の区画（矢田 1994)を踏襲している。河川の流れに影郭を受けず、計画的な土地区画の

理念が貰徹されていると評価できよう 。5次調杏で確認された条里型水1:E迫構には幅 I.Smほどの大

畦畔 SKOi・02が伴っている。この大畦畔は坪界線にあたる可能性が指摘されており（静文研 2006、

pp.60-61)、古代の地割を分析する上での基準線のひとつとして注目できる。

SD06と宮井戸川 宮竹野際造跡 6次調査で確認された自然流路 SD06は、古代以前に成立起源

が遡るllli1i［道 SROlとともに辿跡の東端を区切り、南に向かって流れている。この古代河川は地籍

図にも名残がうかがえ (Fig.87)、 F流域の山の神遥跡、大湘町村束造跡で確認された自然流路と

も繋がる盆然性が高い。現在、この河道は宮井戸）l|としてその名を留めており 、その流れも古代と

大きく変わらないとみられる。以下、宮竹野際追跡の東端を流れ、永田追跡群を貫く自然流路とし

て宮井戸川という名称を川いたい。この河J11は後述するように、永田追跡群に展開する長上郡家の

諸施設を有機的に結びつける役目を果たしている。

(4)永田l遺跡群とその周辺迫跡の構造

永田追跡群とは、浜松市東区和田町から）ゞ蒲町、宮竹町を中心に展開している木船廃寺、大蒲町

村束遺跡、森西遺跡、越前辿跡、山の神追跡、宮竹野際追跡を包括する地域概念である。その範囲

は、東西 1.2km、南北 1.3kmほどである。和田町の中心集落は「水田」と呼ばれ、近枇以前には「長

Ill」と表記されることもあった。「長田」は古代遠江国の郡名に通じることが不唆しているように、

長田（分割後は長上）郡の中心部は現在の和田町にあったと捉えられる。

永1:1:1追跡群に長上郡家を想定する考古学的証拠として古くから注目されていたのは、白狐様式の

軒丸瓦を出土した木船廃寺である。木船廃寺は 2010年の発掘調査によって古代瓦の賓科が充実し、

白鳳期の創建以降、奈良時代から平安時代前半に全るまで補修を加えられながら維持され綾けてい

たことが判明している。このほか、周辺の大蒲町村束逍跡や越前迫跡、森西辿跡においても官術的

様相が認められる追物が出七しており 、長上郡家をこの地に想定する根拠が揃いつつある。

また、永田迫跡群の南側に位憐する浜松市南区飯田町から渡瀬町一ヽ：府にも 、山寺野辿跡や上組遣

跡など、占代の造跡が知られている。現在、これらの追跡と永田遺跡群とは東洵迫本線や東・海道新

幹線によって隔てられているが、近接する位侶関係から、飯山地区の辿跡も永田追跡群と密接にか

かわるものとみてよい。さらに古代東海道についても 、永田遺跡群の南側に推定する所見があり 、

飯田地区における占代の様相は無視できない。以下、永DJ迫跡群とその周辺遺跡の様相について概

要を示しておこう 。

木船廃寺 木船廃寺は 1954年に実施された区画整理事業によって古代瓦が出土したことで知ら

れるようになった古代寺院で、2010年の発掘調在によって、その正確な粒岡が判明した（浜文振
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201 la)。伽藍配骰などは不明であるが、瓦が集中的に出土する範囲から判断して、寺域は南北 120

m以上の規模があったとみられる。

木船廃寺には、比較的多くの種類の古代瓦が確認されている

期の山田寺式、 JII原寺式の各型式に加え、奈良時代には在地系の籠圏文縁蓮華文庫千丸瓦や都城系の

単弁蓮華文軒丸瓦が用いられている。軒平瓦には、創建期の三貨弧文軒平瓦のほかに、平城宮系統

16663型式）

基式）

第51;1

差を示すものとみてよい。

木船廃寺の創建時期は、軒瓦の年代観から白鳳期でも比較的新しい時期と考えられる

後 論

（鈴木ー 2011)。軒丸瓦には、創建

の唐草文軒平瓦、遠江国分寺式の S字唐草文軒平瓦が知られる。丸瓦には無段式（行

と有段式（玉縁式）が、平瓦には桶巻作りと一枚作りの双方が認められ、それぞれ製作時期

（平野

1990)。瓦の特徴や追跡の立地瑛税を考慮すると、木船廃寺は後の長上郡の郡司思を担う勢力が地

域秩序の精神的な核とすべく、 7世紀末から 8世紀の初頭頃に創建した私寺とみてよいだろう 。長

田評家の機能や諸施設が充実した時期に評家域の一角に造営されたもので、郡術 （郡家）隣接寺院

＼山中 2005、櫻井 1987)の典型例といえる。木船廃寺では明確な建物辿構が確認できないことから、

木船廃寺 大宝院廃寺 遠江国分寺
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2 官竹野際迎跡と長 1-．郡家

じ常伽益を備えた大寺院とはいいがたい3 しかし、古代瓦の分布域は比較的広く、時期差が顕著

であることから、 一定の寺域をもち本格的な常字が建ち柏んでいたと想定できる。水船廃寺の建

物は、奈良時代を通じて在来系の車千丸凡や、都城系の軒平瓦、 ・遠江同分寺の軒‘Iと比がもたらされ、

補修が繰り返されている。長卜．郡の郡司｝料が1玉1分寺造餅に参画していた経綽がうかがえるととも

に、供給された瓦は中央もしくは同司勢力との関連が強いことから、木船廃寺は定額寺としての

寺格を得ていた可能性も指摘できる。

大蒲町村東遺跡 大蒲町村東追跡は本船廃寺の西に接する追跡で、 2004年に発掘調脊が実施され、

その詳細が初めて判fl):jした（浜文協 2004)。調査では宮井戸）IIにあたる自然流路を検出し、その堆

梢上中から木簡 4点のほか、容器、木脱、機織具や、斎串、人形、馬）fク、）ij・形などの祭祀具を含

む木製品約 400点が出七した。出土した木fiりには、8世紀前菜の大税出裕の迎月］状況を示すもの (I

号木節）や駅起稲（駅の運滋財源）の使用にかかわる可能性があるもの (2号木柚）が含まれ （渡

沿ほか2008、pp.48-49)、調在地の近隣に長上郡家の中枢部があることが判明した。

人i術村束逍跡から比較的豊富に出土 した機織具も郡家の存在を考究する 1：で行過できない辿物

である。 占代の調や庸として求められた布は、寸法や品質が1蔽格に定められていたと考えられて

いる 。 伊場追跡群（敷押郡家）から出十．した機織貝を分析した 1句坂鋼二は 、 調I~［布を郡家や有力

盟民のもとに備えた高規格の機織見を川いて専業性の高い織手が牛産したものと想定し、一般牒

民は自己に課せられた織布に必要な絹糸や麻糸を持ち込み l．．貨にf11りする対価物を関IJえて成果物を

受け取っていたと捉えた（向坂 1985)。伺様の視，1¥を敷術するならば、大蒲利東辿跡から出土した

機織具も、長上郡家でfJわれた調1,Ii布生産にかかわる追物と評価してよいだろう（鈴木敏2004)。

森西遺跡 森西追跡は木船廃寺の束測に接する追跡で、 2004年から 2005年にかけて発掘調奔が

行われた（浜文協 2005)。古代の追構は明確でないが、包含1晋巾から比較的悶富に追物が出土した。

注 Hできる出上品として、円面硯 2点、須恵器坪盗転）廿硯 l点、坐害七器 5点、緑釉陶器 2点、

製塩七器脚部2点、布目瓦 3点があげられる。いずれも宜術との関連が指摘できるものである。

森西遺跡にも、長上郡家に関連する施設が広がっていた可能性は高いとみられよう ぐ緑釉陶器が

みられることから、その中心的な時期は平安時代まで降るとみてよい。

越前遺跡 越前辿跡は木船廃寺の北側に接しており 、In米から両名は一辿の追跡と捉えられて

いる（静岡県教委 2003)。追跡認定の発端となった採集品の中に陶馬があり、古代官術に関連する

辿跡の可能性が古くから指摘されていた.,1981年には発掘調介が尖施され、奈良時代の辿構・遣物
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を確認した（浜松Ili追跡調査会 1982)。この調査では、建物跡こそ検出

できなかったものの、奈良時代前葉頃の陪文を施した赤彩十．器が 10点

以上含まれる祭祀土坑 (P5) が検出され、包含IMからはAiH瓦 3点が

出上した。

山の神遺跡 山の神追跡は、木船廃寺から北西に 700mほど離れた位

四にあり 、ri:,;竹野際遺跡とは埋没河川（宮井戸川）を挟んで1向に接す

0 I 4 IOcm る。現在までに 6次にわたる発掘調査が行われ、弥生時代後期と鎌倉
~，~ 

Fig.86 「長田」図苦lll茶碗 時代の 2時期に追跡の中心があることが判明している （浜文協 2000)。



第5収後論

1 次調査の出土品の中には、 「長田」の贔—：じがある山茶碗 (Fig.86) が知られており、古代の郡名

「l交FE1」はq,Ill：にも引き継がれていたことが分かる。山の神辿跡においても、奈良時代から平安時

代にかけての追構 ・追物が確尖に認められる。 とくに、 1995年に実施された 3次調杏 （社伶文研

1997) では古代の自然流路 (SD303)が検出され、まとまった品の追物が出～[-_している点で注llで

きる。この河川跡では未使用状態の甕を破砕した状態が確認でき、沿杏＿十器 1,r!、'，や斎串 l点のほか

大悶の小型十器も共伴している。斗1該調査地における地形の状態や地紐図からうかがえるIH河迫の

位岡から、この自然流路 (SD303) は、宮竹野際辿跡 6次調杏で確認された SD06(SROIを含む）

と繋がる宮井戸川である可能性が邸い。 この他、山の神追跡 1次調査では、占代の井戸 (SE6I)

が検出されており、布 ll瓦 l点が出tしている。

上組遺跡 上組辿跡は木船廃寺から1¥iI’りに 1.3kmほど離れた位阻にある。永lH辿跡群からは外れ

るが、近接する古代の辿跡として紹介しておきたい。この追跡では 2010年に発掘調査が実施され、

古代の追物がまとまって出土した（浜文振 201lb)。この調在で出土した陶馬は、全長 19cmの市I}、J

飯大級のものであることに加え、尾が下がる形態的特徴から、奈良時代 1~1j葉の所姫と考えられる。

一般楳落の出土品としては特異であり 、長上郡家とのかかわ りの中で人手、使）「Jされたものと想定

できるだろう 。

山寺野遺跡 山寺野追跡は、木船廃寺から南に 800mほど離れた位岡にある。1999年に発掘調壺

され（浜文協 2000) 、 古代の士器や陶馬が出上した。 この造跡では調査地、'•\［の他でも 、 奈良時代の

須恵器や七師器を』a而採集することができる。調杏が部分的であるため不明瞭であるが、山ミ＇［野辿

跡に古代の辿構が埋没している可能性は極めて裔い。

(5)長上郡家と古代の屎観

艮上郡家と密接にかかわる郡内の郷（里）や古代東海迫および水上交通路などの様相に触れ、山

代長上郡とその周辺の漿観の復元を試みておきたい。

郷との関係 長上郡の郷星名としては、 「倭名類炭抄』の記載によって、茅原 （チハラ） 、碧海

（アヲウミ）、長田、測辺（カハヘ）、矧沼（ヒキヌマ）、壱志（イチシ）がみえる（晩沼、壱志は

大急記念文/iii本にのみ記載、残りの郷里名は、高山守本、名占屈市立博物館本、大急記念文庫本に

記載）。いずれもその比定地には諸説あるが（静岡肌 1994、pp.1142-1143)、概ね Fig.91に示すよう

な位閤楔l係が想定できる。

出上した占代文守賽料には、これら郷里名を直接的に小すものは知られない。ただし、長1且郷に

ついてはここまでの記辿でホした諾様柑が示すように、永l且燐跡群を相当させるのが穏当であろう 。

この他の郷里名と比定地を結びつける根拠は薄い。 また、官術的様相がみられる笠井追跡群につい

ては、所属する郡名、郷の中枢における文字使Irlの評価など、今後の検討課題が多い。 ＾、·1•井追跡群

では文字関連迎物が比較的！型窟に出士しているので、骰料の増加を待っで1打直に議論を甫ねる必要

がある。

古代条里と東海道 天竜Ill平野における古代東海迫の位盟については、考古学的証拠が全く無く、

歴史地理学的手法によって推定するしかない。地籍図からうかがえる天竜川平野の条用は、南北軸
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2 宮竹野際逍跡と長七郡家
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第5，芍後心

から反時計方向に 8度ほど傾いており、浜松市東区天上町や南区飯田町にもその名残とみられる地

割が知られている。また、飯田町には 「一ノ坪」「ニノ坪」 「三ノ坪」といった条旦坪付にかかわる

字名が伝わり、坪付の境界があったことが知られる (Fig.87)。その地は現在の浜松市立東部中学

校付近であり、条理地割の名残は現代にも引き継がれている。

古代条里は、宮竹野際辿跡 5次調査で確認された水田畦畔にもうかがえる。先述のとおり 、自然

河川の流路に規制されない計両的な地割理念が貰かれている。近接する掘立柱建物群が自然流路

（宮井戸川）の方向と関連性が高いことと比べると、水田などの土地の区画と建物の方位の選択は、

別の次元であることが鮮明である。

敷特郡家である伊場辿跡群やその近辺に想定できる粟原駅家と、遠江国府の椎定地である舒田市

御殿二之宮追跡を上述の条里方向に沿って直線的に結ぶと Fig.90に示す俯慨に、条里の悦界線が

想定できる。この橙界線は先述の条里坪付関連の字名とも関連をもち、天造）1|平野の地割りの基準

線として意識されていたことを示している。暫定的ながら、このぢ砂界線を占代東海道の想定位阻と

して捉えておきたい（太田 2001)。推定する古代東海道と水F8遺跡群とは最短で 2kmほど離れてい

るが、幹線道路の北側に立地する永山迫跡群の位箇は、古代官道と郡家の空間配四としても矛盾は

ない。

芳川と宮井戸川 111i近代においては、道路を利用した陸上交通とともに、河川を利川した水上交

通が果たした役割は少なくない。氷田追跡群の立地環境を考えるにあたっては、この地を南北に貰

＜芳川とその支流である宮井戸川の流路が重要であろう 。これら河川は、現在、度凪なる改修を受

けて大きく変化しているが、地藉図の判読によってその位憐がほぽ確定できる。芳｝l［は下流におい

て、かつて小天竜と呼ばれた馬込JIIと合流しており、広義での天竜川の支流の一つに数えることが

できる。芳川と馬込）IIが合流し遥州灘に注ぐ地は水上交通の結節点であり 、巾tせには 「白羽湊」と

呼ばれた港湾施設が整えられている。この地から西方に潮上すれば敷符郡家である伊場追跡群に、

東方にi朔れば長上郡家である永田迎跡群に辿りつく好地にあたる。芳川は古代東海道と確実に交わ

る地点があり、その地は長上郡家とも繋がる物賓保散地として機能していた可能性がある。

宮井戸川は、現在の JR東湘道本線芳川橋付近から芳JIIと分岐し、大きく蛇行しながら永田辿跡

群を貫いている。先に紹介した古代の追跡はすべて宮井戸）IIとその支流に沿って分布しており、逍

跡群を束ねる幹の役割を果たしている。岩竹野際追跡に郡家の関連施設が岡かれたのも、臼井戸川

の水運があるからこそにほかならない。長上郡家の郡庁は不明確ながら、木船廃寺や大蒲町村東逍

跡の近辺にあるとみてよい。推定できる郡庁の位骰から宮竹野際迎跡までは、直線距離にしておよ

そ 1kmである。この程度の距離であれば頗繁に往米が可能であり、郡家と関連施設が展開する範

囲としても充分に想定できる範略である。事実、隣接する伊場遺跡群では、自然流路である伊楊大

溝を中心に束西 1.5kn]にわたり官術関連の施設が想定されている。伊場造跡群における伊場大溝と

水田迫跡群における宮井戸川は、互いに郡家内の施設を繋ぎとめる役割を果たしていたとみてよい

だろう 。 さらに、両河川は下流域で合流し遠』）•li灘に至る事実は、遠隔地交易にかんして敷智郡と長

上郡が連携をとっていた可能性を示唆している。

Ill 



2 宮竹阻］・.|祭追跡とlkI；郡家

(6)結語

ここまでの検討を通じて、宮竹野際追跡には当時「北家」と呼ばれた長ヒ郡家の関連施設があっ

たことを指摘し、永用追跡群1村に想定できる長士郡家の構造、郷とその周辺の禁観について整輝し

た。長し郡家の中枢は、木簡が出十した）＜蒲町村束追跡の近辺と捉えるのが妥‘りと名えられ、近隣

地には郡家隣接寺院である木船廃寺がある。この地は近IIt集落「永田」の範囲とも重なり 、継続的

に在地のIド心地として機能していた地域といえる。地籍岡からうかがえる地割や本船廃寺で想定で

きる軸線は、天遣川平野で広域に確認できる条弔地割りとは異なり 、自然地形に合わせた伝統的な

ト地区両が踏襲されているし律令体制の成立以前から続く在地有力者の本貰地として矛盾ない4寺徴

を打しているだろう 。

いっぽう 、宮竹野際遺跡では、81lt紀 l忙衆以陥に急速に施設が整えられた状況がうかがえる。当

地に想定できる長 卜郡家関辿施設は、それまでの併l発が別背でない新興地に建設されたものであり、

その中心的な時期は古代でも比較的新しい時期、奈良時代後」わから平安時代前菜にあたる c 郡家の

所在地か郡域の南恨llに偏っている長-r．郡の地理的要因に対処するため、北ガに新たに郡家の関連施

設を整備した可能性が指摘できるだろう 。その施設の性格究明は、初期荘園とのかかわりも視野に

入れながら 、郡家中枢域の調査、分析と共に今後進めるべき諜題である J

宮竹野院逍跡に想定できる「北家」とよばれた郡家関連施設と郡庁などの郡家中枢とは、宮井戸

川の水運を媒介に結ばれていた。 自然河川を基軸に郡家施設が展開する構造は、伊場大溝が貰く敷

智郡家でも共通しており、馬込川 ・芳川水系（小天竜水系）に展開した古代地ガ行政施設として共

通した機能、餓観が指摘できる

宮竹野際辿跡の調杏によって長1こ郡家の様相が豊面に描けるようになった窪義は大きい。この地

における郡家の具体像が示せたことは、隣接する敷智郡家（伊場迫跡群）の構辿分析にも骰すると

ころがあり 、さらには辿江同府と／剖辺郡家、官術関連施設との複合的な検討によって、古代地力店

術のfi機[I()関辿が解明できる展望が「月けたといえる。今後の固辺地域における賓料裕積と、遠近双

方向の視点をふまえた総合化が求められよう c

［註］

,；t l 宮竹野院逍跡におげる LL立き建物は、部分的にL•L を lll いるような俯易な建造物の nf能竹がある

,J:2 笠）1迅跡群は長 I・./昴の範囲にあると捉えているが、古代の郡域についてはイく1リ1瞭な．点が多いため、加駈する郡につい

ては確定的でないまた、この辿蹄群を郡家と想定することは、郡域の広がりから考えても帷 しい ’F'i定的ながら、郷

（里）に関連する施設と解釈しておきたい郡家から離れているり．地珀培が、fii祈的様村1を深めた一IA:Iとみることも，；↑

されよう

"l:3 時期が祈しい逍跡には'，1//ll硯の比't・¥が高くなる傾1111を品めてよい

"I:4 北家と呼ばれたい域には、初期荘園にかかわる施設がりii財していた11i能性も名えられるここでは、初期ii:I点1施設の

u)能性を含めて「郡家1彫l辿施，没」と捉えておきたい
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第 6章 公
心脊 括

本害で報告した調査結果は、長上郡家にかかわる豊富な情報を提供した。検出辿構や出土追物の

分析を通じて得られた成果は多岐にわたるが、

時代ごとに要約し、総括としたい。

弥生時代

さいごに調査内容と後論で11):jらかにされた事がらを

当追跡は、弥生時代における初源期の水田追構が埋没 している地として著名である。

今同の調査地では畦畔など明確な水田造桃は確認できなかったが、A区やB図の下層で確認できた

溝や土器択積などは弥仕時代の水田にかかわる逍構の可能性がある。遺構の形成時期は明確でない

が、出土追物埜の傾向をふまえると弥生時代後期に中心があるとみられる。

古墳時代 当該期の遺構、追物は極めて希薄であった。自然流路 SR06からは若干ながら 7世紀

中頃の追物が出土しており、集落の再形成時期がうかがえる。

奈良•平安時代 遺跡の束端を流れる自然流路 (SD06) と掘立柱建物 (SHOI)を検出した。自

然流路は周辺逍跡の調査状況と地範1叉1の検討結果から、古代長上郡家の想定地である永田辿跡群を

貰くものあることが判明し、現在も宮井戸川としてその名を留めている。この自然流路からは、56

点にのぽる古代の親柑土器や 5点の陶硯 （円面硯4点、風字硯 l点）、水滴 1点など、古代の文字

A区 •B区全体図 A区 •B区弥生時代全体図
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関連質科を始め、製塩七器や獣脚付壷といった官術的様相がうかがえる辿物が盟麻に出上した。

宮竹野際遺跡から出土した陶硯は、今回の出土品を含めて 12点を数えるまでに増加した。 いず

れも 8・!It紀中葉から 9世紀のものである。l2点という陶硯の出土数は、周辺地域の官術遺跡と比べ

ても遜色なく、当地が地方官術にかかわる迎跡であることを明確に物語る （第5学 1)。

宮竹野際追跡には南 1kmほどにある長上郡家中枢地と有機的関連をもつ郡家関連施設があった

とみられる。今回の調在で確認した掘立柱建物 (SHOI) も、従来の調査で確認された建物群と 一

連の辿構と捉えられよう 。品甚上器などの特徴から、当地に設けられた施設は古代には「北家」と

呼ばれ、長上郡家の施設拡張に伴い、 8世紀中葉以降に整備された経緯がうかがえる

なお、 ここでいう郡家関連施設には初期荘園に 1褐連する可能性も考應してよい。

鎌倉時代 遺跡の東端を区切る自然流路は堆積が進み湿地化が進む (SROl

第6液

日科）。

総 括

（第 5章 2)。

この湿地は、

鎌紅時代まで水田として利片jすることもあったとみられる。湿地の中からは鎌倉時代の造物も比較

的多く 出土した。近在の集落から投泰されたものとみられよう。今回の調在で検出 した 3某の井戸

SEOI ・ 03 ・ 05)はいずれも当該期のもので、鎌倉時代の居件域の一部を確認したといえる。

当地に構築された集落は、蒲御厨内の奥村と判断できる。ただし、湿地からの出上品に青白磁の

合子 (Fig.61-391)が含まれることから、従米考えられてきたようにこの辿跡を｝舌仕地と限定する

ことが難しくなった。宮竹野際追跡には比較的上位階層の届住者も想定してよいだろう 。

M区 •B区古代全体区l A区 •B区鎌倉時代全体図
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Fig.93 宮竹野際遺跡6次調食区の変遷 (2)
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Tab.6 ii'1 1_j立物観察表
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2

3

4

5
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0
1
1
1
2
1
3
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1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
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2
3
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5
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1
2
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2
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0
3
1
3
2
3
3
3
4
3
5
3
6
3
7
3
8
3
9
4
0
4
1
4
2
4
3
“
4
5
4
6
4
7
4
8
4
9
5
0
5
1
5
2
5
3
5
4
5
5
5
6
5
7
5
8
5
9
6
0
6
1
6
2
6
3
6
4
6
5
6
6
6
7
6
8
6
9
7
0
7
1
1
2
7
3
7
4
7
5

• Fog484848484848484848484848484848484949494949494949494949494949494949494949494949494949494949494949494949494950505050505050505050505050505050505050505050 m上醤号 区 遺構層位

497 A 包含層

130 A S005 

492 A SE02 

280 A sooo上層

497 A 包含隈

272 A S006上層

41 A 包含層

260 A S006上層

41 A 包含層

41 A 包含隈

379 A $006下層

498 A 包含"'

74 ・ 75 A SXOI 

76-78他 A SXOI 

506 A SRO! 

499 A SRO! 

477 A S006下層

462 A S006下層

464 A S006下隈

270 ・ 329 A S000下膚

393・475 A S006下層

271 A S006下層

479 A S006下層

370 A 5D06下層

476 A 5D06下雇

474 A S006下層

469 A SO<冷下層

471 A SO⑯下層

478 A S006下層

●79 A S006下層

453 A S006下層

455 A 5D06下層

506 A SD06下層

379 A S006下層

函 A S006下層

389 A $D06下屠

506 A S006下層

378 A 5D06下層

506 A 5D06下層

幽 A SD06下層

378 A S006下層

378 A S006下膚

5⑯ A SO⑯下層

506 A S006下層

506 ・ 456 A $D06下層

379 A S006下層

506 A S006下層

函 A SD06下層

如 A SD06下厩

臨 A SD06下限

379 A $0⑯下陪

506 A S006下層

506 A S006下層

320 A S006中層

321 A S006中層

314 A S006中層

316 A SD<冶中層

322 A S006中層

323 A $0⑯中層

324 A S006中層

325 A S006中層

225 A S006中層

326 A 5D06中層

226・276 A S006中ll!l

328 A S006中層

331 A S006中隕

334 A $D06中層

331 A S006中層

333 A S006中層

332 A s006中層

340 A S006中層

347 A SO⑯中層

350 A S006中層

351 A S006中層

308 A S006中層

檀別

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土葬

弥生土器

弥生土器

弥生工難

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土若

弥生土諄

弥生土認

古式土鉛繕

古式土縁彗

須患器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須患唸

須患謂

須患騒

須恵器

須恵器

土師器

土師器

工師器

土邸器

須恵器

須恵器

須恵器

土師器

土師器

土師器

土製品

土製品

土製品

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土邸器

土籐器

土繹器

土師器

土師器

土師器

土師器

須患器

須恵器

須患器

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

土製品

須恵器

須患碧

須恵諾

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

土蹄射

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

細別

甕

甕

小憂

憂

畳

量

量

璽

壷

壷

憂

高坪

寓坪

甕

高坪

s字甕

坪憂

杯量

坪蓋

布台坪身

有台坪身

漠

譲

壷

蔓

壷

甕

甕

甕

台付甕

坪身

有台盤

杯蓋

有台坪身

有台坪身

坪身

鉢 （甕）

鉢

匝影

高坪形

人形 （土島）

製塩土器

製壇土器

製頃土器

製壇土器

製壇土器

製塩土器

製塩土器

製塩土群

翌塩土器

製塩土暑

製填土器

製塩土器

1111 

壺

董

甕

壷

広〇壷

甕

碗影

坪董

有台坪身

宥台坪身

有台坪身

有台坪身

箱坪

広口膏

有台餞

坪身

坪蓋

坪蓋

箱杯

箱坪

箱坪

残存率反転

5 

20 

90 

5 

5 

5 

5 

20 

5 

5 

10 

30 

20 

30 

40 

5 

40 

30 

20 

90 

50 

50 

30 

30 

20 

30 

20 

10 

10 

10 

30 

90 

40 

30 

30 

20 

20 

30 

30 

40 

10 

5 

10 

5 

20 

5 

10 

10 

20 

10 

5 

10 

10 

30 

30 

30 

20 

30 

70 

30 

60 

70 

70 

80 

30 

10 

60 

20 

90 

50 

40 

10 

20 

30 

20 

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

器径

78 

180 

156 

"2 

25 8 

170 

96 

107 

1) 6 

140 

6.6 

15.6 

144 

152 

108 

22 4 

10.2 

13.4 

162 

13.0 

器濯

7.7 

39 

43 

50 

2.6 

4.3 

38 

38 

45 

21 

2 7 

37 

4 1 

44 

4 1 

37 

124 

3.3 

3.5 

57 

3.7 

3.3 

口径

7.3 

160 

13.6 

186 

170 

150 

$1 

150 

15.0 

15.6 

8 I 

18.0 

27 4 

12.8 

148 

136 

94 

170 

14 7 

97 

74 

7 6 

79 

80 

80 

8.6 

89 

90 

90 

9.6 

98 

98 

I I I 

250 

106 

24 0 

156 

1 5 8 

140 

108 

21 0 

II 4 

14 6 

154 

13 4 

色謁

にぷい贄櫂

にぶい桟

浅黄惰

憧

にぷい貴橙

灰貴

にぶい貢橙

IS 
灰賃

浅貴

灰黄

にぷい黄憎

橙

にぷい貴橙

にぶい橙

にぶい貴橙

暗灰

灰白

灰白

灰白

灰白

灰白

灰白

灰白

灰

灰白

灰

灰

棺

にぶい貢橙

明赤褐

にぶい貧橙

灰白

灰白

灰

にぶい橙

浅黄棺

にぷい橙

にぶい楼

にぷい橙

にぶい貧橙

灰貴渇

にぷい黄橙

灰黄

灰貴褐

渇灰

淡赤橙

灰貴

渇灰

にぷい貴橙

褐灰

にぶい褐

にぶい橙

灰

灰白

灰白

にぶい棧

灰

灰白

にぷい黄橙

灰

灰白

灰白

灰E3

灰

灰白

灰白

灰白

浅貢橙

灰白

灰

青灰色

灰

灰白

底径 76

底径 55

頸径 10.0

頸径76

円形浮文

底径80

脚頸径 4.4

脚頸径 50` 内面灰渇色

脚顛径24`入カシ3方向

A類、押弓I

ヶ炉｝方向左` sxoe

滴径30、自然釉嶋ケズリ方向左｀ sxoe

摘径32、自然釉囀ケズリ方向左｀ sxoe

底径9.9、SX08

ヶズリ方向左 sxoe

sxoe 

”り方向左 sxoe

sxoe 

SX08 

sxoe 

SX08 

SX08 

sxoe 

sxoe 

内外面赤彩つ、 SX09

底径 93、内外面赤彩｀ SX09

鳩径 2.9、自然釉、ケスリ方向左

底径 10.4

底径 7.4,へう記号「一」

底径,.o
把手付

底径69

表面鉄分付着

内面1こぷい賣橙

外面に布圧痕、 SX09

内面灰褐

，，ズリ方向左` SX03

内外面自然釉、煉膨れ有り、 SX03

内外面自然揺 SX03

SX03 

内外面自然隠 SX04

底径44、SX04

外面自然釉 （暗オリープ色）、sxo,

底径34̀ SX04 

鳩径 26̀ SX05 

底径 II2、9ズリ方向左、 sxos

底径 106、ケズリ方向左、 sxos

底径96、SX05

SX05 

慮径）8、9ズリ方向左｀へう記号｀ SX05

SX05 

底径6.0、ケがJ方向石、 SX05

底径70、内面赤彩、口蜃部内面沈繰、 sxos

摘径2.5,SX06 

SX06 

底径 108、SXOO

底径92̀ ，，スリ方向左、 SXOO

底径 10.6.7炉J方向右、 SX06
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F,g 番 号

50 16 

50 17 

50 78 

50 79 

50 80 

50 81 

50 82 

so 83 

50 84 

50 85 

50 86 

50 81 

50 68 

50 69 

50 90 

50 91 

51 92 

51 93 

51 94 

51 95 

52 96 

52 97 

52 98 

52 99 

52 100 

52 101 

52 102 

52 103 

52 104 

52 105 

52 106 

52 107 

52 108 

52 109 

52 110 

52 111 

52 112 

52 113 

52 114 

52 115 

52 116 

52 I 17 

52 118 

52 119 

52 120 

52 121 

52 122 

52 123 

52 124 

52 125 

52 126 

52 127 

52 126 

52 129 

52 130 

52 131 

53 132 

53 133 

53 134 

53 135 

ぶ 136

53 137 

53 138 

53 139 

53 140 

53 141 

53 142 

53 143 

53 144 

53 145 

53 146 

なl 147 

53 148 

53 149 

53 150 

取上番号 区 遺構層位

344・331他 A SD06中層

345 A S006中層

354・284他 A S006中層

337 A S006中膚

341 A S006中層

307 A S006中層

309 A S006中層

342 ・ 343 A S006中腎

339 A S006中隈

192 A SD06中膚

362 ・ 202他 A S006中膚

361 A S006中層

359 A S006中房

357 A S006中層

351 A S006中層

358 A S006中層

393 A S006中層

393 A S006中階

284 A S006中層

195 A S006中層

283 A S006中層

282 A S006中闇

376 A S006中屠

300 A S006中霞

281 A S006中層

284 A S006中層

284 A S006中層

285 A S006中層

273 A S006中"
283 A S006中暦

284 A S006中層

284 A S006中層

i84 A S006中層

287 ・ 304 A S006中層

284 A S006中阪

288 A S006中屑

284 A S006中房

283 A S006中防

283 A S006中層

272 A S006中層

300 A S006中層

284 A S006中層

283 A S006中層

283 A S006中層

287 A S006中層

284 A S006中暦

283 A S006中層

284 A S006中廣

284 A S006中層

213 A S006中隋

393 A S006中屈

376・281 A $006中層

284 A S006中層

283 ・ 293 A S006中層

284 A S006中層

288 A S006中層

288 A S006中層

284 A S006中層

2邸 A S006中層

272 A $D06中層

316 A S006中層

316 A S006中層

376 A SD06中層

299 A S006中層

283 A S006中隈

2邸 A S006中層

392 A $006中層

283 A S006中暦

276 A SD06中層

276 A S006中層

216 A S006中屈

283 A S006中層

276 A S006中膚

283 A S006中層

283 A S006中層

種別

須恵器

須懇器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵醤

土師器

土鰤器

土製品

須恵器

須意器

須恵器

土師器

土箇器

土鐸器

須恵器

須恵器

須恵器

須患粒

須患葬

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須患器

須患器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

土師器

土囁器

土暉器

土暉器

土師器

土飾器

土師器

土師器

土籐齢

土輝器

土邸器

土師器

土師器

土師註

土緬塁

土邸器

土邸器

土師器

土師器

工師器

土師器

土師器

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

石製品

土籐器

土謁器

土師器

土師器

土繹器

土師器

土師器

土師醤

土緬器

細別

涵坪

籍坪

碗

硯

譲

水滴

甕

甕

懐影

坪藝

有台坪身

碗

坪身

坪身

坪身

陶馬

坪董

坪蓋

坪身

坪身

坪蘊

坪蓋

嘴台坪身

有台坪＂

箱坪

箱坪

箱坪

箱坪

鏡形

鏡形

碗

錢形

壷

蔓

甕

円面硯

坪蓋

有台坪身

坪舅

杯身

坪身

坪身

坪身

坪身

坪身

坪9

坪身

1111 

皿

高盤

高盤

ll 

甕

甕

鉢

鉢

鉢

鉢

碗形

慎形

碗形

碗形

高坪形

坪形

坪形

砥石

裂塩土器

裟塩土器

製塩土器

製塩土醤

製頃土器

製塩土猜

製塩土器

製塩土器

製塩土器

残存率反転

40 反

20 反

60 

20 

20 

90 

5 

30 

100 

40 

70 

30 

40 

30 

20 

5 

20 

5 

5 

60 

40 

30 

40 

30 

5 

5 

30 

20 

5 

10 

10 

20 

70 

20 

5 

5 

20 

10 

20 

10 

5 

20 

10 

30 

10 

20 

5 

10 

10 

20 

10 

10 

10 

20 

10 

20 

10 

10 

30 

30 

30 

30 

20 

10 

5 

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

器径

14 4 

104 

37 

160 

II 6 

9,7 

200 

188 

8 6 

19 2 

72 

9

8

6

 

3

2

2

 
ー

器高

39 

37 

39 

46 

27 

27 

3.3 

38 

30 

23 

2 5 

2.7 

42 

41 

2.8 

35 

36 

4.2 

34 

29 

30 

36 

24 

1.7 

2 6 

42 

25 

55 

口径

13.2 

134 

13 6 

132 

31.6 

I 4 

1 5 7 

1 5 2 

13 2 

134 

76 

8.4 

102 

94 

85 

15.2 

146 

149 

130 

II 6 

1 3. 2 

16.8 

15.2 

13.8 

138 

128 

16 2 

160 

147 

148 

170 

130 

142 

118 

168 

21 4 

230 

236 

16 4 

200 

140 

160 

6.4 

8 0 

68 

66 

2,7 

31 

6 6 

6 8 

70 

70 

66 

64 

70 

72 

72 

色綱

灰臼

灰

灰

灰白

冑灰色

灰

にぶい橙

浅貢格

灰El

灰臼

灰

灰

檜

淡黄

淡貴

灰白

灰

灰

灰

灰

灰白

灰白

灰

灰

灰

灰白

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

闘灰

灰

1こぷい檀

灰褐

明赤褐

明赤渇

明赤渇

明赤渇

明示褐

赤褐

明赤褐

浅貢楼

にぶい貢棺

明褐色

浅黄権

明示渇

灰費

灰黄

にぷい黄楼

灰賃

浅贄橙

浅貧櫂

浅黄橙

浅貴棺

浅黄楼

にぶい櫂

にぶい檜

浅貴楼

にぶい橙

にぷい棺

にぷい檀

僅考

底径9.4,SX06 

底径 11.0.SX06 

厩径61` 糸切、 SX06

底径70. SX06 

SX06 

底径5.6、ケか）方向左、 SX06

SX06 

底径6.0.SX06 

屯径 1.8、SX06

摘経28、ケズリ方向右． SX07

底径 104.ケズリ方向左、 SX07

ヶか）方向左、 SX07

内外面赤彩． SX07

SX07 

外面接合痕、 SX07

脚部片｀ $X07

内iii自然釉

内面自然釉

底径 110 

底径90

底径 107.ケズリ方向左

口縁部漆付粁

底径81

慮径7.4.ケスリ方向左

底径62

底径 18

底径 56、体部ケ炉J方向左、糸切

自然釉

頸径 18_2、自然腱l

突膏径 14.8,スカシ数不明

外面赤彩 （明赤渇）

底径 124、内面赤彩．内面漆付漬

内外面赤彩

内外面赤彩

閉文．内外面赤彩

内外面赤彩

暗文｀内外面赤彩

内外面赤彩

内面赤彩

内外面赤彩

内面赤彩、内面明赤褐

内外面示彩

台径154

耳付

耳付

底径30

底径 17

175g` 及灰岩

5
5
1
0
5
2
0
1
0
5
5
5
 

反

反

反

反

反

反

反

反

反

にぶい貧橙

にぶい櫂

にぶい貢棺

灰渇

明渇灰

浅賃橙

にぷい貴橙

にぷい贄撞

にぷい揖

117 



R• 醤号

53 151 

53 151 

53 153 

53 154 

53 1 55 

53 156 

53 157 

53 158 

53 159 

53 160 

53 161 

54 162 

54 163 

54 164 

54 165 

54 166 

”16J 

54 168 

54 169 

54 110 

54 171 

54 171 

54 173 

54 174 

”'75 

54 176 

54 177 

54 178 

54 179 

54 180 

54 181 

54 182 

54 183 

54 184 

55 185 

55 186 

55 187 

55 188 

55 189 

55 190 

55 191 

55 192 

55 193 

55 194 

55 195 

55 196 

55 197 

55 198 

55 199 

55 200 

55 201 

55 201 

55 203 

55 204 

55 205 

55 206 

55 207 

55 208 

55 209 

55 110 

56 111 

56 212 

56 213 

56 214 

56 115 

56 216 

邸 117

56 218 

56 219 

56 220 

56 221 

56 212 

56 223 

56 224 

56 125 

取上壽号 区 遺構層位

283 A S006中層

393 A S006中層

393 A S006中層

300 A S006中層

393 A S006中層

276 A S006中膚

283 A S006中層

393 A S006中層

276 A S006中層

276 A S006中層

276 A S006中層

246 A S006..I:隈

238 A S006上層

236 A S006上層

230 A S006上層

239 A S006上層

248 ・ 280他 A S006上層

240 A S006.t層

207 A S006上層

233 A S006上層

266 A S006上層

242 A $006上層

268 A S006上層

237 A S006..I:屠

242 A S006上層

231 A S006..I:層

254 A S006上層

235 A S006上層

243 A S006上層

245 A S006上層

247 A S006上層

211 A S006..I:層

220 A $006上層

193 A S006上層

276 A S006上層

276 A S006上"'
194 A S006上層

196 A S006上層

280 A S006上層

280 A S006..I:層

280 A S006..I:層

280 A S006..I:層

280 A S006上層

280 A S006上層

276 A S006上層

276 A S006上層

276 A S006上Ill

276 A S006..I:層

280 A S006..I:層

276 A S006上層

280 A $006上層

276 A S006上層

276 A SD06上層

280 A S006..I:層

280 A S006上層

280 A S006..I:眉

195 A S006..I:膚

272 A S006..I:層

280 A $006上層

280 A SD06上層

202 ・ 506 A SD06 

301 A SD06 

301 A S006 

2(MA S006 

119 A S006 

508 A $006 

195・63 A $006 

293 A S006 

501 A S006 

293 A S006 

紐 A S006 

110 A S006 

205 A S006 

16 A S006 

195 A SD06 

穫双

土繹諄

土鱗骰

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土細器

土韻静

土晒器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須患器

須患器

須患器

須恵器

須恵醤

須恵器

土師器

土師器

土師器

土師器

土腸器

土籟器

土繹器

土師醤

土師善

土製品

餃製品

須息器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

土邸器

土繰器

土籐器

土繹器

土節器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土輯器

土緯器

土緬器

土騨器

土籟器

土師器

土製品

土製品

土製品

土製品

須恵器

須患器

須患器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須患器

須患器

須恵器

須恵器

須恵溢

須恵器

土邸器

器

器

器

器

器

器

器

誇

器

器

器

身

坪

盤

硯

硯

硯

月

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

鼠

頃

塩

塩

塩

塩

塩

塩

填

塩

塩

塩

蓋

蒼

蓋

坪

坪

形

身

錘

明

台

形

形

誓

身

身

身

身

身

身

身

身

身

身

形

彫

影

影

五

坪

坪

坪

台

用

用

用

足

製

製

製

製

製

製

製

製

製

製

製

坪

坪

坪

碗

演

箱

箱

錢

皿

皿

畳

甕

坪

皿

皿

甕

甕

甕

甕

甕

甕

土

不

賓

銚

饒

碗

碗

盤

坪

杯

奸

坪

坪

坪

坪

坪

坪

坪

坪

皿

皿

鉢

鉢

甕

甑

親

坪

人

坪

箱

箱

箱

宥

壷

膏

量

鉢

甕

転

転

転

獣

皿

残存凜反転

5 反

5 反

5 反

5 反

10 反

5 反

5 反

5 反

5 反

5 反

5 反

40 反

10 反

10 反

10 反

70 反

70 

20 

10 

40 

10 

10 

10 

60 

10 

50 

10 

10 

10 

10 

20 

10 

20 

7
0
I
O
I
O
5
3
0
3
0
1
0
2
0
2
0
2
0
I
O
5
1
0
5
0
1
0
2
0
1
0
3
0
4
0
2
0
5
5
2
0
3
0
6
0
2
0
2
0
2
0
4
0
2
0
4
0
I
o
2
0
1
0
1
0
5
I
o
2
0
5
5
1
0
 

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

器径

3,4 

1 3 ・ I 

13.0 

8 9 

4.4 

蒻冨

24 

3,1 

3,8 

$1 

2

6

 

．

．
 

2

1

 

3.9 

1.8 

21 

7

6

0

 

•• 1

1

4

 

1 8 

2.9 

32 

18 

39 

1 8 

2 9 

4 5 

2.0 

1 5 

2 0 

3.5 

3.3 

42 

4.6 

I ・ 9 

口径

7.6 

7.2 

7.2 

74 

75 

78 

80 

8.2 

10.0 

7.0 

7.4 

136 

12.8 

11.8 

11 2 

128 

12.6 

17.1 

18.0 

17.5 

182 

106 

1'.0 

16 2 

1 6 8 

208 

296 

27,2 

31.0 

3 8,4 

41.8 

It 

1.2 

"8 

160 

17 0 

12 8 

19.4 

1 6 0 

12.0 

128 

134 

13.6 

14.4 

14.6 

156 

160 

164 

1 6.4 

1 5 6 

1 5 8 

220 

260 

39.0 

7.5 

80 

25 

13.8 

12.4 

1 3 2 

18 

21.8 

29.0 

160 

14 6 

235 

180 

色謂

にぶい賣櫂

浅黄

にぶい贄檜

灰贄

にぶい黄檀

にぶい橙

にぷい貴橙

にぶい黄橙

にぶい貢橙

灰渇

にぷい檀

青灰

青灰

青灰

青灰

灰白

灰

灰白

灰

膏灰

膏灰

暗青灰

青灰

にぷい貢褐色

浅貢橙

赤褐色

浅貴橙

楼

浅贄橙

棧

にぷい橙

橙

にぷい貧橙

灰白

灰

灰

灰白

灰

灰

橙

灰白

Iこぶい赤褐色

にぶい赤渇色

明赤褐灰

明示褐灰

明赤褐灰

橙

明赤渇灰

明赤褐灰

明赤褐灰

にぷい楼

にぶい橙

浅貴橙

にぶい橙

にぶい橙

にぷい檀

にぷい橙

浅賣橙

にぶい黄橙

灰

灰白

灰

灰白

灰白

灰

灰

晴灰

灰

灰

灰

灰白

灰

灰白

明赤渇

胎土•砂多い

胎土：砂多い

摘径 1、7.ヶか）方向左、 SX02

SX02 

”り方向左． SX02

SX02 

底径 6.4、糸切． SX02

墨書、底辺9.0、ケか）方向左． SX02

底径 12.4、ケズリ方向左` SX02

SX02 

底径9.0.SX02 

厩径 144、SX02

SX02 

SX02 

底径 11.0、内面赤褐色、SX02

内外面赤彩．SX02

内外面赤彩、 SX02

SX02 

SX02 

SX02 

SX02 

SX02 

SX02 

55、.SX02

42.4g、SX02

底径9.2

内外面自然釉 （オリープ灰色）

底径6.6、底部に糸切痕，ケズり方向左

，，か）方向左

外面赤彩，、内面浅貢橙

内外面赤彩

内外面赤彩

内外面赤彩

内外面赤彩、暗文、口唇部に面有

内外面赤彩

内外面赤彩？

内外面赤彩

口唇部に面有

内外面赤彩

内外面赤彩

内外面示彩 （外面底部を除く）

外面赤彩

外面スス付着

頭部のみ

鳩径3.0、ケか1方向左

限辺 I1.0、ケか）方向左

底辺 10.8.ケか）方向左

底辺 16.4、ケスり方向左

壼G、底辺5.8、底部糸切

壼G、底辺5.0、ケか）方向左｀底部糸切

ヶズリ方向左

自然釉 （灰オリープ色）` 波状紋

坪蓋｀内面墨痕

坪蓋、内面墨痕、ケ炉｝方向左

盤、内面墨痕

底面以外自然釉

内外面赤彩

ll8 



”
-
2
2
6
2
2
7
2
2
8
2
2
9
2
3
0
2
3
1
2
3
2
2
3
3
2
3
4
2
3
5
2
3
6
2
3
7
2
3
8
2
3
9
2
4
0
2
4
1
2
4
2
2
4
3
2
4
4
2
4
5
2
4
6
幻

2
4
8
2
4
9
2
5
0
2
5
1
2
5
2
2
5
3
四

魯

2
5
6
2
5
1
2
5
8
2
5
9
2
6
0
2
6
1
2
6
2
2
6
3
2
6
4
2
6
5
2
6
6
2
6
1
2
6
8
2
6
9
2
7
0
2
7
1
2
7
2
2
7
3
2
7
4
2
7
5
2
7
6
2
7
7
2
7
8
2
7
9
2
8
0
2
8
1
2
8
2
2
8
3
2
8
4
2
8
5
2
8
6
2
8
7
2
8
8
2
8
9
2
9
0
2
9
1
2
9
2
2
9
3
2
9
4
2
9
5
2
9
6
2
9
7
2
9
8
2
9
9
3
0
0

m

5
6
5
6
5
6
5
6
5
6
5
6
5
6
5
6
5
6
5
6
5
6
5
5
6
5
6
5
7
5
7
5
7
5
7
5
7
5
7
5
7
5
7
5
7
5
7
5
7
5
7
5
7
5
7
5
1
5
7
5
7
5
7
5
7
5
7
5
7
5
7
5
8
5
8
5
8
5
8
5
8
5
8
5
8
5
8
5
8
5
8
5
8
5
8
5
8
5
8
S
S
5
8
S
S
5
8
5
8
5
8
5
8
5
8
5
8
5
8
5
8
5
8
5
8
5
8
5
8
5
8
5
8
5
8
5
8
5
8
5
8
5
9
5
9
5
9
5
9
 

区

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

1
1
0
2
6
1
9
5
8
0
2
0
6
8
0
2
0
6
3
0
1
2
0
4
2
8
8
3
0
1
2
8
3
2
8
3
2
0
4
3
8
2
3
6
9
3
8
5
3
6
7
2
9
4
3
0
3
2
8
9
3
1
1
3
8
2
3
8
2
3
8
3
3
8
3
3
0
2
3
8
2
3
0
4
2
8
9
3
8
5
3
8
2
3
1
2
2
8
6
2
8
6
3
6
8
1
9
1
1
7
6
1
2
3
1
8
4
1
5
8
1
0
2
1
9
1
3
6
5
1
8
0
1
7
6
1
7
8
1
7
9
1
0
5
1
5
1
1
1
1
1
9
1
1
9
1
6
9
1
2
3
1
7
6
1
3
8
1
3
8
1
8
0
1
7
9
1
8
0
9
2
1
8
4
2
0
6
他

他

1
8
5
9
2
4
4
1
4
3
3
1
3
1
0
2
1
5
3
3
3
2
8
4

号

04 

番敢
一

t

層

層

層

層

＂

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

Ill
隈

屠

層

Ill”
門

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

雇

Iii
層

層

層

層

層

層

層

層

膚

層

層

層

層

層

層

層

層

,

I

l

n

n

n

n

n

n

u

n

I

l

I

l

I

l

D

D

n

n

n

n

n

n

n

I

l

l

l

l

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

 

讚遺

-
g〗
碑g
g〗
g
g
g
g
g
g
四
碑
細
細
釦g四
細
細
四
四
四
四
四
四
四
岬
函
四
四
函
岬
細
細
四
細

5
細
細
函
却
却
釦5細
函
細
四
如g四
細
四
細
四
四
細
細
細
細
細
細
細
四
細
却
細
細

g
螂
四
四
匈

穫別

土師醤

::t師器

::t師器

::t節器

::t師器

::t師器

::t節器

::t師器

::t製品

灰釉陶訟

山茶碗

山茶譲

山茶碗

山茶碗

須息器

須恵器

須患器

須患器

須息器

須愚器

須患鯰

須患器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵甚

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵醤

士願器

土製品

土製品

須患器

須恵器

須恵鯰

須恵器

須恵器

須恵葬

須患器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵挫

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須患誇

須患器

須患器

須恵器

須患器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵儲

須恵器

須恵器

須恵器

器

器

器

器

器

9
身

舅

身

身

身

9

土

土

土

土

土

坪

坪

坪

壷

硯

硯

坪

影

坪

坪

坪

盤

盤

蔓

硯

硯

硯

硯

畠

身

盤

塩

塩

塩

塩

壇

註

皿

皿

蓋

豆

台

台

坪

坪

坪

身

身

身

耳

影

形

頸

用

用

馬

台

坪

鍾

蓋

蓋

蒼

蓋

蓋

嚢

台

台

台

坪

坪

坪

坪

坪

坪

坪

台

台

顛

面

面

面

字

坪

高

甕

製

製

製

製

製

土

段

碗

碗

婉

小

杯

坪

青

有

箱

箱

箱

坪

坪

坪

双

鏡

錠

皿

短

甕

転

転

四

有

高

土

坪

坪

坪

坪

坪

坪

有

布

有

箱

箱

箱

箱

箱

箱

箱

碗

碗

皿

皿

皿

盤

盤

盤

盤

有

嘴

董

壷

長

蔓

鉢

甕

甕

甕

円

円

円

風

残存率反転

10 反

10 反

5 反

5 反

5 反

5 反

5 反

5 反

” 5 

20 

20 

20 

70 

10 

40 

20 

40 

30 

20 

30 

70 

5 

10 

10 

10 

5 

30 

5 

5 

20 

30 

20 

20 

20 

80 

20 

10 

20 

5 

5 

20 

5 

50 

20 

10 

5 

10 

40 

10 

20 

10 

20 

30 

30 

5 

10 

” 5 

20 

5 

20 

20 

IO 

10 

30 

5 

5 

20 

5 

10 

10 

5 

20 

20 

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

謁径

2.6 

136 

I) 6 

11 2 

6 9 

130 

11.0 

188 

18 6 

20.4 

11.8 

18.4 

22.8 

8.0 

17.6 

9,6 

23,7 

148 

, 8 2 

彗高

25 

1.0 

26 

3 ・ 5 

4.0 

5 ・ 9 

3.7 

5.0 

35 

1.8 

52 

3.4 

3.8 

2.5 

1.5 

0径

140 

190 

25.0 

96 

9.6 

9.0 

76 

76 

10 

17.8 

87 

170 

14.4 

1 2. 4 

1 6 ・ 8 

16.6 

16.0 

10.4 

17.8 

20.0 

18.4 

10.0 

382 

’・ 8 

16,0 

14,9 

13.0 

12.1 

15.4 

14.4 

140 

13 6 

16.2 

18.0 

166 

188 

I) 2 

100 

1 3 0 

9,4 

290 

34 0 

23.6 

40.0 

39.0 

23.l 

148 

色鱈

淡櫓

灰白

灰e
にぶい楼

褐灰

浅黄橙

にぶい橙

浅貴

明赤渇色

灰白

灰白

灰白

灰白

灰白

灰臼

灰白

灰白

灰白

暗灰

灰白

灰白

灰白

灰白

灰白

灰

灰

灰白

灰白

灰白

灰白

灰白

灰白

灰白

にぷい橙

浅黄橙

黄灰

灰

灰白

灰白

灰

灰

灰

灰白

灰白

灰

灰

灰白

灰白

灰白

灰

灰白

灰

灰

灰

灰白

灰

渇灰

灰

灰

灰

灰

灰白

灰

灰

灰臼

灰

外面褐

灰

灰白

灰

灰白

灰白

にぷい赤褐色

灰

灰白

傭髯

内外面赤彩

内外面赤彩

外面罵褐色、

2.3 g 

内面灰釉ハケ塗り．ケズリ方向左

底径 8.0、内面自然1111、糸切

底径 82.糸切．籾痕

底径 7.8

底径 ,.2、内面自然馳、糸切

，，ズ＇）方向左

ヶか）方向左

底径98

底径8.6、ケズ，）方向左

底径 10.6

底径 13.2

底径 12.6.ヶズリ方向左

底径6.5.at止へうナデ
窯飴付着

底径6.0、内面底に刻書、外底部糸切

底径7.8

底径9.6

自然釉（オリープ灰色）

波状紋

内面墨痕、ケズリ方向左

内面墨痕

底径 7.4、内外面赤彩

底径3.0

208 g 

内外面に重ね煉痕

底径 19.6、ケズリ方向左

底径 10.2、ケスリ方向左

底径 110` 外面黒斑有り

慮径 124、ケズ＇）方向左

底径 112` ケれ）方向左

厚径 124

底径 12.0` ヶか）万向左

へう記号 rー」、ケズリ方向左

ケスり方向右

底径 10.0

底径8.6

自然釉

自然釉

内iii黒色煉影れ

外iiiクタキ＂内 iii当て具痕

波状紋

波状紋

スカシ数不明

g然釉｀入カシ数不明、猿投産

硯iii径 142、自然釉、憫置で燒成

SD06 
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応上薔 号 区 遺構層位

123 A SROI l層

218 A SROI I層

110 A SROI l層

364 A SROI l層

110 A SROI I層

110 A SROI I層

151 A SROI I層

206 A SROI I層

86 A SROI I層

69 A SROI l層

123 A SRO! I層

138 A SRO! I層

128 A SRO! I層

166 A SROI I層

140 A SROI l層

69 A SROI I層

206 A SROI I屈

188 A $ROI I隈

180 A SROI 11¥!1 

152 A SROI I"' 

178 A SROI I層

179 A SROI I層

179 A $ROI l層

174 A SRO! l層

197 ・ 203 A SRO! l層

20 A SROI I ill 

169 A $ROI I層

89 A SROI I際

19 A SROI I層

506 A SROI I層

171 A SROI I隈

505 A SROI I層

196 A SROI I層

508 A SROI I層

184 A $ROI I層

192 A SROI I層

179A SROl!l'l'J 

178 A SROI l隈

176 A SROI I屈

363 A SROI I隈

150 A $ROI I隈

178 A $ROI I層

109 A SRO! l層

99 A SRO! I層

102 A SRO! I層

172 A SROI l層

292・277他 A SROI l層

170 A SROI l層

143 A $ROI 1層

86 A $ROI I幣

58 A SROI I阿

92 A SROI I層

92 A SROI I層

179 A SROI I月

191 A SROI I層

163 A SRO! I層

277 A SROt I層

138 A $ROI l層

163 A SROI I層

180 A SROI I層

179 A SROI I層

138 A SROI I層

166 A $ROI I /I 
163 A SROI I層

104 A $ROI l層

97 A SROI I層

92 A SROI I層

356・283 A SRO! I層

277 A SROI I層

149 A $ROI I閃

72 A $ROI I膚

45 A SROI I層

99 A SRO1 I層

148 A SROI l層

116 A SROI I層

種別

須恵器

土師器

土師器

土師器

土師器

土輝器

土輝討

土師磐

土師器

土師器

土師器

土師器

土師磐

土邸器

:t師器

:t願慧

:t邸静

土製品

土製品

土製品

土製品

灰釉陶器

灰釉陶猜

灰軸陶器

灰釉陶器

灰釉111i器

灰釉111i器

灰釉陶器

灰釉四器

灰釉釦器

灰釉釦器

灰釉即器

灰粕陶器

灰釉陶舘

灰釉陶器

灰釉淘器

灰釉陶器

灰釉知器

灰釉釦器

灰釉陶器

灰馳陶器

灰馳陶器

灰釉陶器

灰釉陶器

灰釉陶器

灰釉陶雑

灰釉田器

灰釉陶器

土輯諄

土鍼器

山茶浚

山茶況

山茶碗

山茶碗

山茶碗

山茶碗

山茶碗

山茶硯

山茶祝

山茶碗

山茶碗

山茶碗

山茶碗

山茶碗

山茶碗

山茶碗

山茶碗

山茶碗

山茶祝

山茶魏

山茶碗

山茶祝

山茶碗

山茶碗

山茶硯

残存亭反転

30 反

10 反

50 反

30 反

50 反

80 

10 

20 

5 

5 

10 

5 

5 

10 

5 

5 

20 

90 

60 

90 

60 

10 

5 

10 

10 

10 

10 

20 

10 

60 

20 

20 

10 

40 

5 

10 

20 

10 

20 

50 

30 

20 

20 

20 

20 

10 

20 

10 

5 

5 

60 

10 

10 

10 

10 

10 

30 

10 

10 

10 

20 

20 

10 

10 

30 

30 

20 

70 

20 

30 

30 

30 

30 

30 

30 

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

身

身

別

硯

坪

杯

“

用

台

台

身

身

身

身

盤

饉

鍾

錘

錘

JJD

紅

憂

瓶

瓶

転

賓

有

坪

坪

坪

杯

皿

血

皿

皿

lCl
高

甑

甕

甕

甕

土

土

土

土

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

院

碗

祝

魏

碗

碗

碗

碗

碗

碗

硯

磁

況

段

IDllDl
水

小

平

平

甕

甕

遠

碗

碗

碗

燒

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

親

碗

醜

碗

碗

愧

祝

碗

碗

碗

碗

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

器径

140 

3.8 

31 

5.8 

42 

150 

160 

164 

158 

160 

166 

170 

17 2 

17 4 

180 

180 

180 

14 2 

器高

48 

3.4 

3.5 

49 

21 

20 

24 

0.9 

II 

21 

I 7 

4 I 

52 

口径

134 

13.1 

190 

138 

124 

125 

180 

160 

164 

190 

20.0 

376 

350 

08 

10 

I 9 

1 6 

14 6 

220 

252 

14.0 

16.0 

170 

156 

色調

灰白

にぷい黄楼

にぶい楼

淡責

灰貴

黄渇色

浅責橙

浅貢橙

明赤褐色

明赤褐色

浅黄楼

にぶい貢櫂

橙

浅貿橙

にぶい橙

にぷい橙

にぶい贄楕

にぶい贄檀

にぷい檜

にぶい貴棺

にぷい貴橙

灰白

灰白

灰白

灰白

灰白

灰白

灰白

灰白

灰臼

灰白

灰白

灰白

灰臼

灰

灰白

灰

灰白

灰臼

灰e
灰白

灰白

灰白

灰白

灰

灰白

灰黄

灰白

明渇

にぶい檀

にぶい黄格

灰

灰

灰

灰

灰

灰白

灰

灰白

灰白

灰白

灰

灰白

灰

灰白

灰白

灰臼

灰白

灰白

灰白

灰白

灰白

灰白

灰

灰白

属考

内面朱付糟

高台径 14、外面赤彩

高台径8.2、内外面赤彩

底径9.2、内外面赤彩、外面煤付賛

底径100、内外面赤彩

底径 94

底径 144.内外面赤彩

内外面赤彩

内外面赤彩

底径 14.0、内外面示彩

赤彩｀漆付着

II角、外面赤彩

把手

2 7g 

26g 

8 5g 

30、

底径66、内面灰釉

底径14` 内面灰稔、ケズリ方向左

底径14、内面灰釉｀糸切、ケス’り方向右

底径80島内面灰馳＂ケズリ方向左

底径68、ケスリ方向左

底径 74

底径 68、ケズリ方向左、重ね燒き震

底径6.6` 糸切

底径 12、ケか）方向左

底径12、灰釉Iヽ，，塗り

慮径16、内外面灰釉｀糸切

厩径76

屠径78、内面灰釉

底径80、ケス―,｝方向左

底径80、ケズリ方向左

底径 54

底径62、重ね燒環｀糸切、ケズリ方向右

底怪 12、内面灰釉、重ね煉痕、糸切

底径62、内面灰釉（か/-プ灰）｀ケスり方向左

底径88.ケ炉）方向左`

外面灰釉

外面灰釉

把手、外面灰釉

清撼型甕

漬煽型甕

底径）9

潰It掛け

潰It掛け

漬rt!llrt.輪花

潰It掛rt

潰け掛rt（雌オ'J-7・灰色）

漬ltllllt

潰ltllllt,内面黒変

漬け掛It

潰け掛け

自然釉

底径74、内面自然釉、糸切，籾痕、 12世紀

底径70、内面灰釉、重ね煉痕、糸切

底径80

底径 72、糸切、スス1寸亮｀籾痕

底径83、内面自然釉、糸切、籾痕

底経63、内面自然111i．窯胎付舟

底径 76、糸切、籾痕

底径 70、へうケ炉J

底径 7.3

底径 74、糸切｀重ね煉痕

底径 7.4
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取上番号 区 遺揖房位

271 A $ROI I房

91 A $ROI l屑

5) A SROI I層

112 A SRO! I層

154 A SRO! I層

46 A SRO! I層

187 A $ROI I層

180 A $ROI l層

92 A SROl I層

180 A SROl I層

138 A SROl 1層

176 A SROl I層

508 A SROI I層

160 A SROI I層

93 A $ROI I層

146 A SROI I釈

109 A SROI I隅

160 A SROI I膚

141 A SRO! I層

227 A SROI I隋

67 A $ROI l隈

286・69 A SR01 I層

119 A SROI I層

13 A SROI I暦

60 A $ROI I層

89 A $ROI I層

90 A SR01 I層

463 A S000下層

204 ・ 318 A S006中層

345・352 A S006中層

338 A S006中層

281 ・ 304 A $006中層

284 A S006中層

284 A S006中層

284 A S006中廣

284 ・ 205 A S006中層

284 A S006中層

315 A S006中層

284 A S006中層

281 A $006中層

284 A S006中層

288 A S006中層

232 A S006上層

211 A S006上層

244 A S006上層

280 A S006上層

280 A S006上層

280 A S006上層

280 A S006上層

280 A S006上層

280 A S006上層

280 A S006上隈

195 A $006上層

199 A $006.t懃

110・280 ft!. A S006 

110 A S006 

206 A S006 

202 A S006 

111 A SRO! D層

508 A SRO! D層

382 A SROl D層

175 A SRO! D層

115 A $ROI D層

387 A $ROI D層

382 A $ROI D屑

289 A SROl D層

289 A SRO! D層

508 A SRO! D層

302 A SRO!"層

304 A SRO! D層

505 A SRO! D層

383 A SRO1 0雇

303 A SROI D層

310 A SROI D層

382・383 A $ROI D層

種別

山茶漉

LIJ茶碗

山茶硯

LIJ茶祝

山茶況

山茶碗

山茶碗

山茶碗

山茶碗

LIJ茶碗

山茶院

山茶碗

山茶況

山茶碗

山茶碇

膏白磁

白磁

青磁

膏磁

膏磁

青磁

中世陶器

中世闊器

黒釉陶器

石製品

品

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

鶉

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

務

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

製

師

師

恵

師

恵

恵

恵

恵

恵

恵

患

患

締

邸

師

患

緬

恵

恵

恵

患

恵

患

絹

師

恵

恵

恵

恵

恵

師

恵

恵

恵

恵

恵

恵

恵

恵

恵

恵

恵

恵

恵

恵

恵

恵

恵

銅

土

土

須

土

須

須

須

須

須

須

須

須

土

土

土

須

土

須

須

須

須

須

須

土

土

須

須

須

須

須

土

須

須

須

須

須

須

須

須

須

須

須

須

須

須

須

須

須

皿

嬢

身

盤

硯

皿

別

茶

絹

碗

碗

皿

皿

皿

子

目

石

滓

貨

身

身

坪

身

廷

逼

迫

台

坪

坪

蓋

身

薔

盃

坪

坪

蓋

用

（

董

溢

杯

明

身

坪

坪

坪

坪

坪

坪

坪

坪

坪

坪

坪

坪

台

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

磯

小

小

小

小

小

合

碩

視

硯

硯

碗

壷

憂

天

砥

鉄

銭

坪

坪

箱

坪

坪

坪

坪

有

箱

箱

皿

皿

坪

皿

坪

皿

坪

坪

箱

箱

硯

硯

皿

坪

皿

転

洞

坪

坪

箱

不

蓋

蓋

坪

箱

箱

箱

箱

籍

箱

箱

箱

箱

箱

箱

籍

賓

皿

残存涵反転

30 

30 

30 

40 

30 

30 

30 

30 

30 

30 

40 

10 

40 

70 

40 

25 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

10 

4
0
1
0
9
0
6
0
2
0
1
0
1
0
4
0
2
0
1
0
6
0
4
0
2
0
1
0
5
4
0
2
0
4
0
1
0
1
0
5
5
2
0
1
0
1
0
4
0
1
0
6
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
2
0
1
0
1
0
1
0
1
0
5
5
5
1
0
1
0
1
0
1
0
6
0
3
0
 

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

器径

8.3 

8.4 

9.6 

6.6 

8

4

 

9

2

 

器濯

29 

29 

2 4 

19 

63 

42 

38 

38 

35 

20 

20 

24 

2.8 

2 5 

19 

口径

19 

2.3 

0.1 

9 2 8 

133 

133 

11.8 

14 6 

14 7 

1 7 6 

160 

180 

18 2 

150 

13.6 

15 6 

160 

色紐

灰白

灰白

灰白

灰白

灰

灰臼

灰

灰

灰白

灰

灰白

灰白

灰白

灰白

灰白

水色透明

灰白色透明

白色透明

緑灰透明

オリーブ貴色

栂色釉

灰

灰

乳白色

浅貢橙

にぶい楼

灰白

浅賃橙

灰

灰

灰

灰

岬灰

灰

灰

灰白

浅貴橙

にぷい貧檜

にぷい橙

灰

にぷい貴橙

灰白

灰

灰白

灰臼

灰臼

灰

にぶい橙

にぷい橙

灰白

灰白

灰白

灰

灰

にぷい貢橙

灰

灰白

灰

灰白

灰白

灰白

灰白

灰白

灰

灰

灰白

灰

灰白

灰白

灰臼

灰白

灰白

傭考

底径 76奮糸切

底径81

底径8.2

底径 70

底径 71

惚径 71

屯径 74

底径 7.6

底径8.0

屯径8.4

底径4.2

底径41

底径46、糸切

底径44、糸切

底径52

底径 4.5

底径 68

環美尻

渥美庄

80.Sg 

北宋銭 （元豊通宝）

1号墨書、内外面赤彩、 SX08

2号墨書、底径 19、内外illi赤彩、 SX03

3 号墨書、ケス•'}方向左、 SX06

4号墨書｀外面一部赤彩｀ SX06

5号墨●｀ケズ’J方向左

6号墨●、ケか）方向左

1~墨書｀ケズリ方向左

8号昂書、底径92̀ m・lJ方向左

9号墨書、ケズリ方向左

10号墨書島，，ス・リ方向右

JI号墨書、ケズ＇）方向左． SX03

12号墨書、ケか）方向左

13号塁書、内面一部・外面赤彩

14号墨書．内外illi示彩

15号墨書

16号墨書、慮径 123、ケか）万向左、 SX02

17号墨書．鳩径 25、内外面赤彩、 SX02

18号墨書、ケス・リ方向左、 SX02

19号墨書．底径 100.ヶか）方向左

20号墨書．底径 104奮ヶか）方向左

21号墨書｀底径70、ケか）方向左

22号墨書｀庫径64` ケか）方向左

23号墨書、底径84` ケズリ方向左

24号墨書、鳩径24、外面赤彩

25号墨書

26号墨書、ケか）方向左、内面墨痕

27号墨書

28号墨書、潰径 2I、ケスリ方向左

29号墨書

30号墨書｀糸切

31号墨書．内外面赤彩

32号墨書、ケ炉J方向

33号塁書囀ケXリ方向左

34号塁書、ケか」方向左

35号墨書、ケズ’J方向左

36号墨書、ケズリ方向左

37号墨書、ケズリ方向左

38号墨書

39号塁書

40 号塁•

41号墨書、ケバ」方向左

42号墨書

43号墨書、ケズリ方向左

44号墨書囀ケス・リ方向左

45~11!書

46号墨書．ケ入・リ方向左

47号墨書

48号墨書、ケズリ方向左

121 



f;g 

64 

64 

64 

64 

64 

64 

64 

64 

64 

64 

64 

65 

65 

65 

65 

65 

65 

65 

65 

65 

65 

65 

65 

65 

65 

65 

65 

65 

66 

66 

66 

66 

67 

67 

67 

67 

67 

67 

67 

67 

61 

67 

67 

67 

67 

67 

67 

67 

67 

67 

67 

67 

67 

67 

67 

67 

67 

67 

67 

67 

67 

67 

67 

67 

67 

67 

67 

67 

67 

67 

68 

68 

68 

68 

68 

蓄号

451 

452 

453 

454 

455 

4お

457 

458 

459 

460 

461 

462 

463 

464 

465 

466 

467 

468 

469 

470 

471 

472 

473 

474 

475 

476 

477 

478 

479 

480 

481 

482 

483 

484 

485 

486 

487 

488 

489 

490 

491 

492 

493 

494 

495 

496 

497 

498 

499 

500 

”’ 502 

503 

504 

505 

506 

507 

508 

509 

510 

511 

512 

513 

514 

515 

516 

517 

518 

519 

520 

521 

522 

523 

524 

525 

取上詈号 区 遺構層位

156 A SR01 I層

43 A SROI I層

102 A SROI I層

162 A SR01 I層

103 A SR01 I層

287 A SR01 I層

289 A SR01 I層

286 A SR01 I層

92 A SR01 I層

89 A SR01 I層

125 A SR01 I層

488 A SE01 

48 ・ 49 A SE01上層

489 A SEOI 

490 A seo, 
486 A SEOI 

487 A SEO! 

380 A SK02 

381 A SKOJ 

47 A SDOI 

42 A SDOI上層

42 A SDOI上層

129 A S005 

131 A S005 

306 A S005 

129 A S005 

129 A S005 

131 A SOOS 

9 A 包含層

10・14 A 包含層

7 A 包含層

66 A 包含層

698 B SHOl(SP20) 

701 B SHOICSP22) 

701 B SHOl(SP22) 

705 B SHO I (SP23) 

727 B SH01(SPl8) 

728 B SH01(SP20) 

7 29 B SHO 1 (SP23) 

730 8 SHOl(SP25) 

726 8 SP27 

726 8 SP27 

736 B SP3J 

654 B S017 

655 B S017 

694 B SD20 

689 8 SEOJ 

689 8 SE03 

617 8 SE03 

689 8 SE03 

689 B SEOJ 

689 B SE03 

617 B SEOJ 

709 B SEOJ I層

711 ・ 709 B SEOJ 3 ・III 

724 B SEOJ 6.Ill 

709 B SEOJ I層

723 B SEOJ 5層

652 B SE03 

689 B SE03 

689 B SEOJ 

725 B SEOJ 

691 B SE03 

632 B SX1 I 

632 B SXII 

754 B SX11 

632 B SX11 

632 B SX11 

746 8 $XII最下層

629 B SXII 

614 B 包含層

634 B 包含層

675 B 包含層

739 B 包含層

601 B 包含層

這9
須患器

須恵器

須恵器

須恵唇

須恵若

灰釉鈎猜

灰釉陶雑

灰馳陶器

山茶魏

山茶碩！

山茶碗

山茶碗

山茶碗

山茶碗

山茶碗

山茶碗

山茶碗

土師器

須恵器

須恵舘

山茶碗

山茶碩

須恵器

山茶碗

山茶碗

山茶硯

山茶壊

山茶碇

須患窮

土晒器

山茶椀

山茶誼

須恵難

須恵器

須恵器

土師器

木製品

木製品

木製品

木製品

土師彗

土師器

須恵器

土師器

土製品

須恵器

土製品

工製品

山茶碗

山茶碗

山茶碗

山茶碗

山茶碗

山茶碗

山茶視

山茶碗

山茶碗

山茶碗

山茶硫

山茶硯

土師器

土製品

木製品

須恵器

須恵器

灰釉陶器

灰釉陶器

灰釉陶詐

山茶碗

山茶疏

須恵器

土師器

土師器

土師器

土箇器

＿

身

身

身

坪

坪

影

物

坪

別箪

坪

坪

坪

C

l

C

l

l

J

I

台

坪

硯

碗

皿

台

蓋

身

菫

根

根

根

根

身

董

明

身

形

坪

碗

碗

碗

碗

碗

籍

げ

耳

蓋

台

身

身

＿

蓋

箱

箱

箱

皿

皿

皿

硫

碗

碗

小

碗

碗

碗

碗

小

小

有

壷

碗

破

碗

籍

碗

小

小

小

鉢

皿

有

碗

碗

坪

坪

皿

坪

往

柱

柱

It
坪

皿

坪

甕

不

坪

坪

高

碗

磁

硫

浚

懐

碗

碗

小

小

小

小

小

甕

土

曲

皿

甕

碗

碗

磯

碗

硯

壺

坪

有

坪

坪

残存寧反転

10 反

10 

5 

20 

20 

10 

30 

30 

20 

20 

20 

10 

60 

60 

100 

90 

90 

10 

10 

30 

10 

10 

30 

10 

30 

10 

30 

20 

20 

40 

20 

30 

10 

10 

10 

10 

i
o
i
o
l
o
l
o
1
0
1
0
8
0
5
0
7
0
2
0
2
0
3
0
1
0
2
0
4
0
6
0
5
0
7
0
5
0
7
0
1
0
0
0
 

10 

10 

10 

20 

10 

20 

40 

5 

10 

10 

10 

10 

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

彗面

150 

41.2 

46 B 

27 3 

18.3 

1.7 

3.0 

51 

36 3 

器高

3.7 

3.1 

5.6 

5.0 

46 

4.9 

2.1 

1.8 

35 

19 

4.9 

4.9 

22 7 

64 

15.3 

125 

0.7 

23 

23 

5,8 

31 

22 

3.0 

3.4 

3.3 

2

9

 

1

9

 

50 

3.3 

b径

12 6 

1 5 ・ 4 

15.0 

16.4 

15.5 

15.6 

8.5 

8.6 

130 

7.6 

14.6 

14.4 

144 

I I ・ 6 

15.0 

16.0 

4 1 

98 

12.2 

12 4 

16 4 

13 2 

26 

34 

15 8 

15 6 

18.0 

17.4 

178 

16 2 

9.0 

9.8 

93 

9.2 

9.4 

206 

11 

08 

190 

268 

162 

15.8 

16.4 

120 

灰白

灰白

色讀

灰白

灰白

灰白

灰白

灰白

灰白

灰白

灰白

灰白

灰白

灰白

灰白

灰白

灰白

槽

灰

灰白

灰白

灰白

灰

灰白

灰白

灰白

灰白

灰白

灰白

明赤褐色

灰白

灰白

灰白

灰

青灰

にぶい橙

檀

檀

灰

棺

明貴渇色

灰白

にぷい橙

にぷい橙

灰白

灰白

灰白

灰白

灰白

灰

灰

灰白

灰白

灰白

灰白

灰白

にぷい褐色

灰贄褐

貴灰

胃灰

灰白

灰

灰白

灰白

灰白

灰白

橙

橙

檀

灰白

備考・

49号墨書

50号墨書

51号墨書、ケか）方向左

52号墨書｀ケズリ方向左

53号墨書

54号墨書

55号墨書

56号墨書、灰釉K14（新）

57号墨書

58号墨●

59~墨書

底径 7.8、内面双付着、糸切

底径8.8.糸切

底径6.8.内面ス入付着

震径 7A` 外面灰馳、糸切、籾痕

底径48、自然釉｀糸切

底径46、糸切

底径76

底径 13.0

底径7.6

底径72、籾痕

底径74

底径 10.6．ヶズ＇）方向左

底径 74

底径 7.3

底径6.8` 糸切．籾痕

底径 5.0

底径 120` ケズリ方向左

，，炉）方向石

底径 107` ケかJ方向左

底径80、自然釉、糸切

底径6ふ自然釉．重ねil!疸、糸切奮籾痕

鳩径31、内面一部 ・外面赤彩

内面赤彩

Ill径2.7

嗣径 2_3、底径 3.9

底径69

輪花

輪花

綸花

輪花、内面双付着、自然釉

自然軸

底径8ふ双付着

底径4．ふ自然釉

底径6.0.糸切、自然釉

底径48` 自然軸、籾痕

底径52

底径49、自然釉

清燭型甕

底板

底径7.0.璽ね憶痕

底径7.4．高台のみ灰色

底径9.4、糸切

60号墨書、底径7.8、糸切

自然釉

外面赤彩

底径 110、内ilii赤彩

内外面赤彩、暗文

底径7.8島内面赤彩

122 
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5
2
6
5
2
7
5
2
8
5
2
9
5
3
0
5
3
1
5
3
2
5
3
3
5
3
4
5
3
5
5
3
6
5
3
7
5
3
8
5
3
9
5
4
0
5
4
1
5
4
2
5
4
3
5
4
4
5
4
5
5
4
6
5
4
7
5
4
8
5
4
9
5
5
0
5
5
1
5
5
2
5
5
3
5
5
4
5
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9

歌上蓄号 区 遺構11位
613 B 包含屠

635 B 包含層

601 B 包含層

609 ・ 645 8 包含層

615 8 包含胃

1006 Cl 包含欝

1009 F1 包含腎

1046 F2 SK04 

1011 F2 SK04 

1042 F2 SK04 

1042 F2 SK04 

1011 F2 SK04 

1042 F2 SK04 

103ll F2 SK04 

1042 F2 SK04 

1036 F2 SK04 

1027 F2 SKOS 

1027 F2 SKOS 

1054 F2 SK06 

1051 F2 SK06 

1050 F2 SKOG 

1043 F2 SK06 

1050 F2 SK06 

1033 F2 S026 

1035 F2 S026 

1044 F2 S026 

1045 F2 S026 

1025 ・ 1034 F2 S026 

1018 F2 包含層

1017 F2 包含層

1017 F2 包含層

1028 F2 包含層

1017 F2 包含層

1047 F2 包含層

1031 F2 包含層

1017 F2 包含層

1017 F2 包含層

1052 F2 包含層

1058 FJ SEOS上層

1057 F3 SEOS下雇

1023 ・ 1020 F3 SEOS 

1021 F3 SEOS下層

1030 F3 SEOS 

1030 F3 SEOS 

1022 F3 SEOS 

1030 F3 SEOS 

1005 FJ 包含層

1010 FJ 包含層

1010 F3 包含層

1056 F3 包含層

1010 F3 包含層

1010 F3 包含層

種別

灰釉陶器

土蝙貫土器

山茶碗

山茶魏

石製品

土綺諄

灰釉陶器

須患器

須恵器

須恵器

土臨詐

工緬詐

土緬雑

土繹器

土節器

土製品

土師器

山茶硯

土籐器

土師器

土師器

土師器

土師器

須恵器

土製品

灰釉陶器

近世聞器

土緬質土翡

須恵彗

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

工師器

土師器

山茶碗

土製品

須恵器

須恵器

須恵器

土師器

土師器

土緬器

山茶碗

山茶嬢

須患器

須恵器

須患器

土鍋特

灰釉淘器

山茶碗

身

9
身

）

別

坪

坪

坪

皿

籍

皿

石

蓋

蓋

坪

坪

身

鍾

身

身

錘

碗

烙

葦

台

坪

坪

籟

蚤

身

9

9

台

台

（

身

碇

小

碗

鉢

砥

坪

流

坪

箱

箱

坪

甕

甕

甕

甕

土

坪

碗

坪

甕

甕

甕

甕

璽

土

碗

小

焙

坪

有

箱

箱

遷

壷

甕

賽

碗

土

坪

坪

坪

坪

皿

甕

碗

碗

有

有

盤

坪

碗

硯

残存寧反転

40 

40 

50 

10 

1
0
5
1
0
5
1
0
g
5
5
5
5
7
0
1
0
5
2
0
5
5
1
0
1
0
5
0
0
5
7
0
5
1
0
5
5
1
0
5
1
0
5
5
1
0
0
0
3
0
5
2
0
1
0
2
0
5
6
0
2
0
5
5
5
5
5
1
0
 

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

器径

7.6 

3.2 

9.4 

9.0 

3. I 

1 5 ・ 4 

16.0 

器高

82 

0.9 

1 2 

3 6 

11 

1.7 

口径

2.0 

12.4 

10.0 

13.0 

24.0 

29.2 

29.8 

0.8 

12.0 

14.0 

20.0 

23.0 

26.0 

26,0 

1 ・ 2 

7 8 

22.0 

8、6

24.0 

208 

1

0
 
0
 

9

・

 

1

5

5

 

I

I

 

12 6 

14.4 

13 J 

白

白

灰

橙

灰

灰

色讀

にぷい黄楼

灰白

灰

灰

かり→累

にぷい貧褐

明赤褐

にぶい檀

浅貢

檀

浅賃

灰白

灰白

にぶい檜

橙

にぷい捨

橙

にぶい橙

灰白

灰白

灰白

灰白

明黄楼

灰

灰白

灰白

灰白

灰

灰白

黄橙

にぶい橙

灰臼

浅賃橙

灰

灰

灰

檜

にぷい檀

明赤褐

灰白

灰臼

灰白

灰白

灰白

灰白

灰白

灰白

傭考

慮径7.6、●ね僚震、糸切

慮径4.1、糸切

底径7.9、籾痕、内面スス付筍

底径 16.0

110g 

摘径3.2、鳩頸径2.7、外面赤彩

底径7.4

” .＇)方向左

内面灰色、外箇自然釉

内外面赤彩

頸径 180

2 6g 

内面示彩

内外面赤彩

99キ

5.4g 

底径8.2、内面自然釉

底径3.8.施釉、被熱、削り出し高台

外面スス付亮

底径 12,6

底径9.4

底径 7,8` 糸切

顛径8,2、自然釉

底径 14.2、自然釉

顆径20.0

頸径 17.2

底径 7,4` 自然釉｀貫ね僚震

301 

”・リ方向左

ヶズリ方向左

内外面赤彩

内外面赤彩

清型鶏甕

底径 74` 漬け掛け、糸切｀籾痕

底径 II0 

慮径 II6 

底径78

内外面赤彩

底径86

凡 例

残"T-率 ：％表示、 10％単位での切り卜げ

反転：「）::i.」は反転して図化したもの

大きさの屯位は cm

圃転体以外の大きさ表ホ 揺径：長さ

ケズリ方向は、砂粒の移動方l（りを示す

器，i芍：輻 口1'f-.： 1以み

右 ：右回転、左 ：l:i.[nl転

色澗 ：I椋準七色帖」（J此林水産省農林水産技術会議局監修）に準拠
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北緯 東経 調牡期間 調杏面積 調1tr:, 
所収追跡名 所在地 市町村 辿跡番号

I 
m ， 

みやたIt(/)ぎわいせき しずおかけんばままつし 22202 02 34° I 37° 20110728 ~ I, 650 道路に
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（第6次） ひがし〈みやたけちょう 04 24" 0011 20110704 ~ 立 つ Iド
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所収追跡名 種別 土な時代 主な迫構 七な迎物 特祀市項

宮竹野際辿跡 集落 飛、島時代～ |：坑、掘立柱建物、 弥生上器、須恵器、 奈良時代～平安時代(/)t

近Ill: 井戸、溝、自然流 上師器、灰釉陶器、 流路から、陶硯や陶凹

路 柱痕 塩 l唸器のほか多数のい万

器が出 I::。

宮竹野際辿跡は天屯川下流西岸の沖積平野（浜松市束区窮竹町周辺）に所在する。 1986

のIJfl発時に発見されて以降、これまでに 5度にわたる潤査が行なわれてきた。今回(l);';.

では、奈良時代～平安時代の自然流路から、陶硯や陶馬、製塩七器のほか多数の潜、1} ．←

要約
が出土した。 これらの成果から、辿跡の東端が確定した。過去の調査を加味すると 郡家

連施設の存在が想定される。また、今回出上した湿占土器には「北家」と記されたものかわ

占代の施設名を伺うことができる。

北緯、束経は世界測地系の）、知知．、
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